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秋田から世界へ。
世界から秋田へ。

基
　
本
　
理
　
念

● 国際的な水準の
 教育・研究を遂行します。

● 地域の振興と地球規模の
 課題の解決に寄与します。

● 国の内外で活躍する
 有為な人材を育成します。



高校生のための研究者・ 研究内容紹介について

平成29年4月に開設し た秋田大学高大接続セン タ ーでは、 高校生に対し て知的な

学びの機会を提供し 、 高校生をより 深い学問世界、 研究世界に誘う ための「 高大接続

講座」 や、 高校生が大学の研究活動や最先端の取り 組みに直接触れる機会を提供する

「 出前授業」 、「 研究室訪問」 等の取組を実施し ています。

　 本冊子「 高校生のための研究者・ 研究内容紹介」 の作成は、 こ う し た取り 組みを

更に前に進めるための第一歩であり ます。 高校での進路指導・ 進学指導資料と し て、

また、 高校における「 総合的な探究の時間」 や「 課題研究」 、「 キャリ ア教育」 の実践を

支援するための参考資料と し て、 更には、 大学教員を高校に招聘する「 出前授業」 ・

「 アカ デミ ッ ク 授業」 の開催や高校生の「 研究室訪問」 を 計画する上で参考にする

等、 様々な場面での活用をお願いし ます。 教育委員会にあっ ても 、 高校教育に係る事

業の展開等において必要に応じ て御活用頂ければ幸いです。

　 本冊子が、 高校教育と 大学教育の円滑で効果的な学びの接続に少し でも 寄与するこ と

ができ れば幸いです。 関係の皆様には本冊子の御活用をお願い申し 上げると と も に、

本冊子に関する御意見、 御感想をお待ちし ており ます。

　 なお、 本冊子に関するお問い合わせ、 御意見、 御感想、 さ ら には出前授業や研究室

訪問等の御要望に関し ては、 秋田大学高大接続センタ ー事務局まで御連絡く ださ るよう

お願い致し ます。

秋田大学高大接続センター事務局
総合学務課・ 高大連携室　 TEL.018-889-3045

E-m ail : setsuzoku@ jim u.akita-u.ac.jp
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国際資源学部

国際資源学科

▶ 資源政策コース（ 文系）
資源に関する素養を身につけた国際人になろう！

▶ 資源地球科学コース（ 理系）
資源が分布する 地域を 解析・ 抽出できる 技術者を目指して！

▶ 資源開発環境コース（ 理系）
新たな資源開発の時代を拓く 技術者と し て羽ばたこう！ 

■世界の資源学をリード する教育研究スタッフ

■文理融合による新たな資源学教育

■充実した英語教育と 英語による専門知識の習得

■国際的な資源学実習～全員が海外に飛び立つ「 海外資源フィールド ワーク」 ～

■最新の資源学研究を通じて未来の地球を考える

Facu lty o f In terna tio na l Reso urce Sciences

国際資源学部は、資源を網羅的に学ぶことができる我が国唯一の「 資源学」を対象とした学部です。

世界最先端教育・ 研究を通じ て、世界をフィールド に活躍できる資源スペシャリスト を養成します。

Challenge your future

持
続
可
能
な

資
源
開
発
と

未
来
の
地
球
の

た
め
に

ここに注目！
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所　属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 ・ 氏名）

研究テーマ 研究内容

資源政策コース 教　授　安達　毅
持続可能な資源供給を目
指した資源経済学の研究

安達ゼミでは、資源経済学の観点から、金属・エネルギー
資源の生産・消費・リサイクル・廃棄までのライフサイクル
における、さまざまな社会・経済・環境にかかわる資源問
題の解決を目指した研究を行っています。資源に関する理
系の知見を生かして、経済学・金融工学・システム工学の
手法を用いた文理融合型の研究を通じて、持続可能な資
源供給を目標に世界に向けて提言を行っています。

資源政策コース 教　授　縄田  浩志 持続可能な資源管理

これからの私たちには、経済、社会、環境のバランスをとり
ながら、「資源」に向きあうことが求められています。私は、
地域の生態系に即したコミュニティ開発、環境負荷が低く
社会的に公正な資源開発、資料利用に関する在来知識の
応用といった、環境科学と人文社会科学を架橋する研究を
行っています。社会がどれほど自立的かつ持続的でありう
るかといった、地域と地球を架橋する将来像を、現場に根
ざした「持続可能な資源管理」として一緒に考えていきま
しょう。

資源政策コース 教　授　三宅　良美

・プラグマティクス　(語用
論）主な研究対象言語：イ
ンドネシア語、マレー語、
ジャワ語　(英語、日本語）
・言語とポライトネス　(特に
現代ヘブライ語）
・言語とジェンダー論
・ポリティカル・ディスコース
分析

言語プラグマティクスと、文化、社会・政治・経済との関連
性を探っています。具体的な研究内容は多岐にわたるが、
2014年以降に行っている研究は、１．ナラティブ分析：イン
ドネシアの人々の過酷な経験の語り、感情の語りは、言語
形態と関係性をもっているか。　２．言語とトランス・ジェン
ダー研究：日本語とインドネシア語に観察されるトランス
ジェンダー言語の語彙、発音、メタファー、文法の特徴を研
究している。３．インドネシア語、ジャワ語における情報構
造：指示語、Evidentiality,態、統語論などの面から各言語
の会話を分析した。４．ポライトネス理論：「直接的で、ポラ
イトネスに欠ける」とされるイスラエルの会話を、言語学の
ポライトネス理論から見てきた。

資源政策コース 教　授　宮本　律子
アフリカ言語学、異文化コ
ミュニケーション

価値観の異なる人々と円滑なコミュニケーションをとること
のできる能力が今ほど求められている時代はないといって
いいでしょう。異なる背景や価値観を持つ人々の間に起こ
るコミュニケーションの研究をしています。さらに、コミュニ
ケーションの核となる言語の研究として、特にアフリカの音
声言語や視覚言語（手話）を中心に調査をしています。

資源政策コース 准教授　小田　潤一郎
CO2排出削減につながる
エネルギーの使い方

私たちの日常生活においてCO2排出量を少なくしようとす
ると、より費用がかかったり、不便になったり、より時間が
かかったりします。発電部門や産業部門（製造業）でもCO2
排出量を削減しようとすると、高コストになります。このよう
にCO2排出削減は他の目標と「トレードオフ」の関係にあり
ます。このトレードオフをできるだけ小さくするエネルギー
の使い方（エネルギーシステム）を分析し、それを実現する
ための提言を行っています。

資源政策コース 講　師　稲垣　文昭
国際政治から見たエネル
ギー資源問題

我々の日常生活に不可欠な石油の値段は何故乱高下す
るのか。エネルギー資源の安定確保はどのようにすれば
可能なのか、などの疑問を出発点として、主にユーラシア
大陸におけるエネルギー資源を巡る対立について、その
原因や解決手段について国際政治の観点から研究してい
ます。その上で、地球規模での統治秩序である「グローバ
ル・ガバナンス」のあり方を模索し、日本が国際政治の場
裏で取るべき施策・戦略についても考えています。

資源政策コース 講　師　Cacali Evan
Second Language
Acquisition and Cultural
Studies

I focus my research on how people learn a new language;
how motivation, imagined selves, and other mental
constructs influence learning. I am also interested TV and
films develop characters, and more interestingly, how
these characters fit into the linguistic and semiotic
landscape of the larger text.

■ 国際資源学部
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所　属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 ・ 氏名）

研究テーマ 研究内容

資源政策コース 講　師　Eric Kuo Han Ku
Language
Teacher/Learner Identity

My main research interest is in the relationship between
identity and language learning/teaching. As people
learn/teach a foreign language, their identities (or
their understandings of who they are)
often change, impacting the process of learning/teaching
a foreign language. My
research tries to gain a better
understanding of how identity and
language learning/teaching influence each other and how
that can help us improve
approaches to language learning/teaching.

資源政策コース 助　教　阿部　和美
インドネシアの国民統合問
題

世界には、一つの国の中に様々な民族が存在していて、
ある民族が自分たちの国を作ろうと、その国からの分離独
立を求めている場合があります。インドネシアのパプア地
域に着目し、パプアの人々がなぜ分離独立を求めている
のか、インドネシア政府はパプアの人々に対してどのよう
な姿勢を示してきたのか、インドネシアと関係が深い日本
やアメリカなどの国際社会は、パプアの状況に対してどの
ような発言をしてきたのか、というテーマを研究していま
す。最大のテーマは、パプアの紛争をどのように解決でき
るのか、です。

資源地球科学コース 教　授　Agangi Andrea
Geochemistry and ore
deposits.

My research involves field and laboratory observations to
study geological processes that lead to formation of ore
deposits. Such processes may include volcanic-tectonic
activity and associated circulation of hydrothermal fluids
in the Earth’s crust. I am particularly interested in how
geological processes have changed through time and how
that may have affected ore-forming processes.

資源地球科学コース 教　授　荒戸　裕之
油田・ガス田・シェールオイ
ル・メタンハイドレート等の
新しい探査技術の開発

太陽光などの再生可能資源に注目が集まる現代において
も、石油や天然ガスは私たちの豊かな生活に不可欠のエ
ネルギー資源です。これらの可燃性エネルギー資源は地
下深部や深い海底下にあるために、現代地球科学の最先
端知識をもってしても簡単に見つけ出すことはできませ
ん。しかも、日本列島や周辺の海域、あるいは世界各地に
もまだ探査できていない地域海域が残されています。これ
らを効率よく調べ、新発見を導き出すために、新しい技術
や考え方を多方面から研究しています。

資源地球科学コース 教　授　大場　司
災害をもたらす火山噴火と
資源との接点

大きな被害をもたらした平成２６年の御嶽山噴火など，現
在でも世界中で火山災害がおきています。我々は日本や
海外で火山活動を調査し，噴火活動の履歴，噴火の起
源，噴火メカニズムを解明することで火山災害の軽減に貢
献するとともに，そのような噴火と鉱床ができる環境との関
係，地熱ポテンシャル，電力施設等の安全性の評価といっ
た，火山と資源との関係についてくわしく研究しています。

資源地球科学コース 特別教授　佐藤　時幸
超微小化石を使って地球
の歴史を復元する

海洋に堆積した泥岩には1g中数百億個の微小化石を含み
ます。この特徴を生かし，世界各地の海洋底から採取した
約4万点の試料や，世界の油田地下深部から採取された
試料の微小化石を解析し，地球が数億年前から現在まで
に経験した様々な環境変動や石油資源形成のメカニズム
について研究を行っています。また，共同首席研究員とし
て実施した国際深海掘削プログラムでは過去200万年間
の地球の環境変動を詳細に総括しました。

資源地球科学コース 教　授　渡辺　寧
鉱物資源の評価，成因に
関する研究

地球内部でのマグマ活動，熱水作用，地球表層での風
化，堆積作用等の過程で元素や鉱物がどのように移動・
濃集し鉱物資源を形成するかを研究しています。また社会
の求める元素や鉱物がどこにどれだけ存在するか，資源
として利用できるものかどうかの判定，利用可能にするた
めの方策の探求も行っています。

資源地球科学コース 准教授　越後　拓也
天然鉱物の生成過程およ
び生体鉱物の機能に関す
る研究

地球の固体部分を構成する最も基本的な物質である「鉱
物」の研究を行っています。研究対象となる鉱物は、高温
のマグマが冷え固まってできた鉱物から植物細胞の内部
でつくられる鉱物まで様々です。野外で採集してきた鉱物
の化学組成や結晶構造を分析するのはもちろん、実験室
で天然環境を再現した鉱物合成実験を行うこともありま
す。こうした研究を通して、地殻内部や地球表層で起きて
いる現象、あるいは生体内で鉱物が担っている役割を原
子レベルから明らかにすることを目指しています。
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所　属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 ・ 氏名）

研究テーマ 研究内容

資源地球科学コース 教　授　Stephen Obrochta
古環境、古気候、古海洋復
元

私は日本国内の湖や陸から遠く離れている太平洋、大西
洋などで調査を行っています。数ヶ月掘削船で滞在する場
合もあります。得られる堆積物は昔の気候変動についての
貴重な情報を保存しています。例えば、氷床の消長のタイ
ミング、海水温や海水順の変化を明らかにできます。

資源地球科学コース 准教授　千代延　俊 地下を探査する学問

化石や化学，物理の手法を用いて地下の地質の状態を調
べています。地下地質を調べることによって地震発生メカ
ニズムを解明する研究や石油・天然ガス資源の発見に繋
がる研究を進めています。

資源地球科学コース 准教授　山﨑　誠
地層の観察と微小な化石
の分析による地球環境の
復元

地層の詳しい観察や地層の中に含まれる微小な化石の分
析から，私たちの暮らす地球のかつての環境を復元しま
す。人類活動に必要な資源が，地球の歴史の中で，いつ
頃・どのような環境で生成されるのかを明らかにする研究
をしています。

資源地球科学コース 准教授　高橋　亮平
金属鉱床学：金属資源の
生成機構の解明

金や銀などの貴金属、銅や鉛、亜鉛などのベースメタル、
その他のレアメタル等の金属鉱床を地質学的に記載し、ど
のように鉱床が形成されたのかを明らかにする研究を行っ
ています。実際に国内外の金属鉱床で地質調査を行い、
鉱床が生成するためにどのような地質学的な出来事が
あったのかを明らかにします。得られた知見は、新しい資
源探査や開発の指針として役立てられます。

資源地球科学コース 講　師　西川　治 岩石鉱物の破壊と変形

断層や褶曲構造の観察と実験等によって、岩石鉱物の破
壊と変形について調べています。得られた知見をもとに、
地形や地質構造の発達過程の復元や活断層の活動評価
など、過去と現在の地殻変動を解明することを目指してい
ます。

資源地球科学コース 助　教　星出　隆志
海洋プレート誕生の現場を
さぐる

地震や火山噴火の原因となる日本列島に沈み込む海洋プ
レートは、東太平洋に南北に連なる「中央海嶺」と呼ばれる
海底火山の地下で作られています。最近、米国の科学掘
削船により、中央海嶺のそばで誕生したばかりの海洋プ
レートから、奇妙な縞模様を持つ「斑れい岩」という岩石が
世界で初めて掘削採取されました。この「模様」を、最新の
分析機器を使って化学分析し、海洋プレート誕生の謎を明
らかにしようとしています。

資源地球科学コース 助　教　坂中　伸也
地表から地下深部までを
地上にいながらも詳細に調
べる研究

地下の状態や構造を知りたいとき，実際に掘削するのが
確実な方法です。しかし，実際に掘削するには労力や費用
が必要だったり，埋没文化財などのように掘削することに
よる破壊を避けなければいけないことがあります。また，現
時点で人類が地下を掘れる深さには限界があります。電
流や電磁波，または磁気や重力を用い，地表近くから地下
100km程度までの構造を詳細に探査するための研究を
行っています。地下探査は，資源開発，土木建築，地震・
火山防災，地熱調査，文化財調査，地質調査や地球科学
の解明など幅広い応用が期待され，活用されています。

資源地球科学コース 助　教　Pearlyn Manalo
Understanding how
elements move through
the Earth

Most of the elements that we use in our daily life (such
as Fe, Ni, Cu, Au, Ag, etc.) were taken from the rocks of
Earth. Recent advances in technology also reveal that
previously lesser known elements (such as Sb, Ce, Dy,
Nd, etc.) have important uses as well. I am interested in
understanding how these different elements move
through the different parts of the Earth. I also would like
to understand how these elements become oncentrated
enough to form an ore deposit.

資源地球科学コース 助　教　松井　浩紀
微化石を用いた南極から
熱帯までの古環境研究

顕微鏡で観察できるプランクトンなど微小生物の化石「微
化石」を研究しています。微化石は地層の年代を示す示準
化石として、また当時の環境を示す示相化石として活用す
ることができます。私は、約6600万年前から現在にいたる
新生代という時代に着目して、南極海や熱帯太平洋など
の過去の海洋環境を微化石から復元しています。研究を
通じて、現在の地球環境がどのように成立したかを詳細に
理解したいと考えています。

－4－



所　属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 ・ 氏名）

研究テーマ 研究内容

資源地球科学コース 助　教　青木　翔吾
固体地球進化・地球生命
環境史の解明

地球史46億年の間に、固体地球内部ではどのような物質
循環が起きていたのか?生命はいつ・どのように誕生・進化
したのか?
を岩石試料の地球化学・年代学的な解析から解明する研
究に取り組んでいます。
現在は特に以下の3つの研究を行なっています。
(1)モンゴルゴビ砂漠における白亜紀恐竜進化史の復元
(2)低温高圧型変成帯における物質循環プロセスの年代学
的な制約
(3)アジア大陸東縁部における花崗岩バソリス形成年代と
形成プロセスの制約

資源開発環境コース 教　授　石山　大三
元素循環に基づく元素濃
集と拡散の研究

地殻上部での流体や水の移動に伴う元素循環機構の解
明と金属元素の濃集と拡散の研究を行っています。その
応用として資源の形成機構の解明や環境影響評価手法
の開発を行っています。

資源開発環境コース 教　授　今井　忠男
コンクリートの中に入れる
丸い砂の製造方法につい
て

コンクリートはセメントが3割と骨材と呼ばれる砂利・砂が7
割でできています。しかし、環境規制で天然の砂が採取で
きないため、人工的に岩盤を砕いて砂利・砂を作り、ジェッ
ト流を利用して微細な粒子を丸く研磨する技術を開発して
います。

資源開発環境コース 教　授　川村　洋平
スマートマイニングの
構築

ICTを活用した次世代の”高度情報化鉱山操業”（スマート
マイニング）を開発する研究を行っています。人工知能
（ディープラーニング）やAd-hoc通信といった最先端のソフ
トコンピューティング技術を鉱山工学に適用し，安全・高効
率な鉱山操業を目指します。また，鉱山VR（バーチャルリ
アリティー）システムの開発も行っています。

資源開発環境コース 教　授　柴山　敦
都市鉱山を含む資源生産・
分離技術の開発

鉄や銅、レアメタルなどの金属は鉱物資源から生産されま
す。大切な資源に変わりはありませんが、現在、地球上の
天然鉱石は低品位化、劣質化が進み、次世代を見越した
分離技術が必要になっています。資源を安定して供給する
ためには「都市鉱山」からの回収、いわゆるリサイクルも重
要です。このような背景のもと、天然あるいは人工的に生
産された資源を効率よく、かつ持続的に生産・利用するた
めのハイブリッドな研究開発を進めています。

資源開発環境コース 教　授　長縄　成実
石油・地熱開発のための
掘削技術の開発

新たな石油・天然ガス資源の探究、次世代再生可能エネ
ルギー「超臨界地熱発電」実現のために、より深く、より高
温・高圧の地下を目指した高度な掘削技術に関する統合
的な研究開発を行っています。

資源開発環境コース 教　授　藤井　光
地中熱利用システムの普
及促進を目指した技術開
発

地球温暖化は人類にとって深刻な問題ですが，地表近くの
地盤が持つ「地中熱」を利用することにより温暖化を軽減
でき，さらにヒートアイランド現象も緩和できます。しかし，
地中熱の利用には井戸を掘る初期コストが高いという問題
点があり，国内ではあまり普及が進んでいません。そこで，
我々は，フィールド試験や数値シミュレーションなどを通じ
て，低コストかつ環境負荷の小さいシステムを提案するた
めの研究を行っています。

資源開発環境コース 准教授　小川　泰正
重金属類による環境汚染
について

主に重金属類による土壌や河川の汚染についての調査、
研究を行っています。その中でも、日本一の酸性度を誇る
秋田県玉川温泉由来の有害元素の河川水中での拡散、
河川流域への分布に関して、分子、イオンレベルで調査し
ております。その他にも、資源産出国の鉱山開発に伴う河
川流域や土壌汚染についての研究も行っています。

資源開発環境コース 准教授　木崎　彰久
環境保全型資源開発のた
めの岩盤工学に関する研
究

自然エネルギーとして現在普及が進められている温泉発
電・地熱資源開発における配管内スケール対策を目的とし
たウォータージェットデスケーリング技術の開発，環境低負
荷エネルギーとして注目されている水溶性天然ガス資源
開発に関するウォータージェットパーフォレーション技術開
発，深部地殻熱抽出や低品位資源開発等を目的とした岩
盤内透水性向上およびき裂遮水性向上法に関する研究
等，環境保全型資源開発のための岩盤工学に関する研究
を行っています。

－5－



所　属
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教員名
（職名 ・ 氏名）

研究テーマ 研究内容

資源開発環境コース 准教授　高崎　康志
銀および銅電解に及ぼす
都市鉱山由来不純物元素
の影響

鉱石から金属を製造する”製錬”分野では、都市鉱山由来
の二次原料に関する問題が発生しています。二次原料中
には鉱石にあまり含有されていない元素が多く含まれてお
り、従来考慮しなくても良かった元素が様々な問題を引き
起こしています。私の研究では、各種不純物が銀や銅の
電解に及ぼす影響について調査しています。悪影響を及
ぼす元素を見出すことで操業トラブルを回避したり、新規プ
ロセスの開発に挑戦しています。

資源開発環境コース 准教授　芳賀　一寿
高度資源処理技術の開発
に関する研究

有害な不純物（ヒ素など）によって汚染されているため開発
に着手できない資源（未利用資源）を有効利用するための
分離技術の開発に関する研究を行っています。その他、電
子機器廃棄物（E-waste）のリサイクルに関する研究や、特
定の金属を選択的に抽出するための金属抽出剤の創成
に関する研究も併せて行っています。

資源開発環境コース 准教授　Mahdi Saadat
Resource Informatics and
Geotechnics

The aim of our research is to contribute in development
of new computer techniques and ICT solutions to
understand and overcome ore body recovery challenges –
in mining industry– with the strategic objective of
enhancing and promoting computational techniques,
computer-aided simulations, artificial intelligence &
machine learning technologies, and laboratory innovations
for encouraging sustainable mineral resource recovery,
hazard mitigation, and responsible use of earth’s natural
resources.

資源開発環境コース
特任講師　Altansukh
BATNASAN

Mineral processing,
Extractive metallurgy

My research topic addresses to recover and beneficiate
precious metals, base metals, and rare earth elements
from natural ores and secondary resources using mineral
processing, hydro- and pyro-metallurgical processes.
My current research intends to remove impurities from
low-grade iron ore by improving the iron grade via a
combined method consisting of mineral processing
techniques, hydro-and pyro-metallurgical approaches.

資源開発環境コース 助　教　阿部　一徳
地中に埋蔵される石油の
回収量増加に関する研究

通常の原油生産では、油層内に埋蔵されている原油のう
ちの20％程度しか回収できず、多くの原油が油層内に残
存することになります。本研究では、この原油回収量を改
善するために、調整塩水・ガス・ケミカル・ポリマー流体を
油層内に圧入する方法を検討しています。高圧容器を用
いた流体流動実験やコンピュータシミュレーションによる解
析を行うことで、油層内における流体の挙動を予測し、原
油の高効率な生産手法の確立を目指しています。

資源開発環境コース 助　教　Bina Saeid
Energy Resource
Engineering

My research interests lie in the field of energy systems
modeling particularly in renewable energy such as
geothermal energy, wind energy, solar energy and so on.
It mainly focuses on the assessment of
the 100 percent renewable
electricity considering geophysical and environmental
factors. As well as,
my more recent work has focused on the ground source
heat pump performance
and characterizing the ground hydro-thermal parameters.

資源開発環境コース 特任助教　鳥屋　剛毅
人工知能を用いたリモート
センシング画像の解析

リモートセンシングは、人工衛星や航空機などで空から撮
影を行う技術です。非常に高い高度を航行するため、広範
囲を効率よく撮影することができるという大きなメリットがあ
ります。しかし，それらの画像データはデータ量が非常に
大きく、また特殊なセンサを用いているため人手による解
析は困難です。そこで、深層学習（Deep Learning）などの
機械学習によって構成した人工知能を用いてその画像を
解析することで、資源開発に役立てる技術の研究をしてい
ます。
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教育文化学部
Facu lty o f Ed uca tio n  and  Hum an Stud ies

教育文化学部は、 教員を めざすための「 学校教育課程」 と 地域で活躍する公務員・ 企業人を めざすための

「 地域文化学科」 の2つで構成さ れています。 学校教育課程、 地域文化学科は、 あなたの求める学びを深める

ための様々なコースを用意しています。

さあ、あなたはどのコースで未来にはばたきますか。

Challenge your future

人
を
育
て

地
域
を
つ
く
る

■東北地区で5年連続教員就職率 No.1
（ 2020年国立教員養成系学部）

■全国学力ト ップレベルの秋田を支えている教師は

秋大出身者（ 小学校で半数以上）

■全国学力ト ッ プ レ ベルの秋田の学校現場で

実践知を 学ぶ 

■地域の企業・ 団体と 連携した実践的教育プログラム

（ 北都銀行、魁新報社をはじ めとした多く の連携先）

■充実した単位互換制度と 支援体制に支えられた留学

（ 英語圏、中国語圏、韓国語圏からヨーロッパまで広がる提携校）

■公認心理師、 臨床心理士養成を見据えた一貫した

教育プログラムと 豊富な現場実習
（ 大学院臨床心理士養成コ ースでの臨床心理士資格合格率約90% )  

学校教育課程 地域文化学科

▶ 地域社会コース
地域の再生・ 創造をめざす人

…理論（ 法学・ 経済学・ 社会学）と 実践（ フィールド ワーク)

  を両輪にした実践知

▶ 国際文化コース
地域と 世界の架け橋をめざす人

…地域の文化を世界に、世界の文化を地域に

▶ 心理実践コース
公認心理師（ 国家資格） や臨床心理士、 スク ール
カウンセラ ーをめざす人 
…こころを科学し、こころを支える 

▶ 教育実践コース
小学校，国・ 社・ 家・ 音・ 美・ 体の教員をめざす人

▶ 英語教育コース
英語の教員をめざす人

▶ 理数教育コース
数学・ 理科の教員をめざす人

▶ 特別支援教育コース
特別支援学校の教員をめざす人

▶ こども 発達コース
幼稚園教員・ 保育士をめざす人 

ここに注目！ ここに注目！
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

学校教育課程 教育実践コース 特別教授　阿部　昇 探究型の国語の授業づくり

現在「アクティブ・ラーニング」「主体的・対話的で深い学び」
といった教育方法が重視され始めています。子どもが、自
分たちで課題を見つけ出し、グループや学級でそれを探究
し解決していく授業です。秋田県では「探究型授業」とし
て、以前から重視されてきました。そういった探究を重視し
た国語の授業について研究しています。どのように指導す
れば、豊かで深い学びが生まれるのか。また、確かな国語
力が育つのか。小中高の先生方との共同研究を重視しな
がら研究を進めています。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　遠藤　敏明
スウェーデンのスロイドとそ
の教育

北欧家具やスカンジナビア・デザインがいかに創られるの
かを知るため、スウェーデンの大学にあるスロイド・インス
ティテュートで学びました。スロイドとは、日本の工作、工
芸、手芸、クラフトから彫刻領域まで含みます。木材・金属
や繊維・布などの身近な素材を利用した立体造形活動全
体を表す言葉です。現在の研究テーマは、木を素材として
「もの」を作り出すこと、その形を導き出すプロセスを明らか
にして教育に役立てることです。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　三戸　範之
柔道の指導法、技能向上
に関する研究

柔道の技や戦術の構造、練習法、指導法について、武道
方法学およびスポーツ心理学の立場から研究を行ってき
ました。最近は、授業などで柔道初心者が安全に無理なく
学ぶための投げ技の段階的指導法を開発し、その効果を
明らかにする研究を行っています。柔道の技能を適切に向
上させ、楽しさを味わわせることができるよう、指導法や練
習法の改善に貢献できる研究を進めていきたいと考えま
す。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　外池　智
社会科教育、歴史教育、平
和教育、地域の教育資源
を活用した教育研究

戦後75年が経ち、今新しい平和教育、歴史教育が求めら
れています。そうしたいわば「次世代の平和教育」を調査・
研究しています。また、秋田には授業の題材となるべく地
域の教育資源が豊富です。社会科教育研究室では、2年
次での「社会科巡見」、そしてそれを踏まえた3年次での
「社会科授業づくり演習」を連関させ、身近な地域素材や、
地域の教育資源を活用した授業構成演習を実施していま
す。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　長瀬　達也
秋田県自由画教育運動の
研究

図画教育は明治期から始まりましたが、教科書などの図版
を模写するだけで、子供の自由な表現を否定していまし
た。このような図画教育に反対した洋画家の山本鼎は、大
正７年に自由画教育を提唱しました。自由画教育は発祥の
地である長野県や、東京だけではなく、全国各地でも多様
な進展を見せていて、北東北の秋田県でも実践されまし
た。この過程を当時の『秋田魁新報』などによって研究する
ことで、美術教育の未来を考えています。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　成田　雅樹
作文の指導方法と評価方
法の研究

主に小中学校国語科の指導法研究をしています。音声言
語教育や、説明的文章及び文学的文章の読解学習指導、
語彙や文法等の言語事項指導の研究もしてきましたが、
特に「書くこと」に関する研究をしています。戦後の作文教
育の研究成果や実践事例を参考にした教材開発や、アメ
リカ版全国学力学習状況調査等を参考にした評価法開発
をしています。研究成果は、小中学校の国語教科書や漢
字指導法の解説書などに生かしています。

学校教育課程 教育実践コース 教　授　吉澤　恭子
フランスの学校音楽教育制
度に関する研究

フランスの学校教育における音楽科カリキュラム・学習内
容、教材・教科書、さらに音楽教員養成や現職教育等に関
する研究を行っています。フランスの小学校の音楽は「芸
術実践と芸術史」の領域に含まれ、実に多様な学習活動
が展開されています。近年は音楽学習におけるダンス実践
の意味・意義を探るべく、現地でのフィールドワークや教材
分析をとおして、小学校教員養成のためのダンス教材の
作成に取り組んでいます。

学校教育課程 教育実践コース 准教授　石井　宏一
デザイン方法論としての
「情報表現」に関する研究

デザイン学の立場から「情報表現」に関する研究を行って
います。情報をデザインするためには「メディアテクノロ
ジー」と「アート」を融合し、情報に「かたち」を与えて「人間
の感覚」に適合させる、すなわち「情報表現」が必要です。
これを実現する上で、本研究ではCG、プログラム、デザイ
ンプロセス、数理的規則性等の考え方に着目し、それらに
関する情報表現的可能性の探究を目的した造形実験を通
じて「新しいデザイン」の発見を目指しています。

■ 教育文化学部
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

学校教育課程 教育実践コース 准教授　伊藤　恵造 地域づくりとスポーツ

大都市郊外のニュータウンにおけるコミュニティの再編過
程に着目して、地域づくりとスポーツに関する研究を進め
ています。具体的には、住民が日常的に行うスポーツ実践
が、地域の生活課題の解決にどのように関わっているの
か、あるいは、関わっていないのかを明らかにしたいと思っ
ています。

学校教育課程 教育実践コース 准教授　為我井　寿一 声楽演奏法・指導法

声楽は「身体が楽器」という発想を持って演奏することか
ら、声の出し方である発声法が重要です。また、歌う際に
は客観的に自分の声を聞いて、「正しく判断できる耳」を持
つことがポイントとなります。現在は、専門的な発声法や声
楽演奏解釈の仕方等を学校音楽教育における音楽授業
で、教員が児童・生徒に分かりやすく歌唱指導を行うため
にはどのような「言葉掛け」や「歌唱指導法」がよいかを考
察しています。

学校教育課程 教育実践コース 准教授　堀江　さおり
家庭科における消費者教
育の効果的な実践に関す
る研究

日常生活で商品・サービスを入手し、消費する過程には
様々なトラブルが潜んでいることがあります。これらのトラ
ブルを解消するためには、消費者として消費生活に関する
必要な知識の修得、必要な情報の収集等、自主的で合理
的な行動のできる消費者となるための学習、すなわち消費
者教育の実施が求められています。生活を扱う家庭科に
おいて、自立した消費者を育てるためにふさわしい学習と
はどのようなものなのかを研究しています。

学校教育課程 教育実践コース 准教授　松本　奈緒
体育学習における学習者
の認知研究

学習者がどのように体育の学習を捉えたか、何を学習した
のかについて研究しています。具体的には、小学校中・高
学年を対象としたムーブメント教育、中学生を対象とした体
ほぐしの運動の授業やリズムダンスの授業を研究の対象
としています。研究方法については、漫画のせりふ等に用
いられる「ふきだし」に学習者に自由に記述してもらうふき
だし法、体育の授業について絵に描いてもらいその絵を分
析する描画分析を用いています。

学校教育課程 教育実践コース 准教授　山﨑　義光 20世紀の日本文学

1901年は明治34年、2000年は平成12年。日本の20世紀は
明治・大正・昭和・平成にまたがります。20世紀の「世界」を
特徴づけるのは政治・経済・文化におけるグローバル化と
大衆化です。第一次「世界」大戦から第二次大戦後までの
20世紀半ば、文化的発信の中核を文学（者）が担い、時代
の動きを多角的に斬新に表現しました。時代・社会のなか
から生まれながら、それを超えて読まれる文学の文化的な
価値について研究しています。

学校教育課程 教育実践コース 講　師　石原　慎司
指揮法、および、音楽科教
育に関する研究

音楽科でどのような授業が可能なのか、どのような学力が
得られるのか、効果的な授業方法論とは何かなど、多くの
問いに答えるべく研究をしています。加えて、指揮法は音
楽科の授業を担当する教師にとって必要不可欠な技術で
すが、これを授業で用いる際の教育効果についても関心
があります。指揮の実技研究は、ヨーロッパでオーケストラ
を指揮したり、大学内でオーケストラを編成して音楽会を企
画するなどしています。

学校教育課程 教育実践コース 講　師　加納　隆徳
社会科教育学（主に公民
系教育分野）、法教育論

学校における社会科の授業をより良くするために、教科に
関わる目標や内容、方法に関わる教科教育学について研
究をしています。そのなかでも、法教育と呼ばれる分野を
中心に研究を進めており、「法」や「ルール」は必要なの
か？、「ルール」を守る理由は？といったことを、学校で取
り扱えるように、教材開発・実践研究を行っています。最近
は法教育に関わって、参加型学習の研究も進めており、
「話し合い」活動の意義や方法についても関心をもっていま
す。

学校教育課程 教育実践コース 講　師　松下　翔一
アスリートの競技力向上に
関する研究

スポーツにおけるアスリートは、自らの能力を限界まで高
めながらパフォーマンスを競うべく、各種のスポーツ特性に
適した専門的体力や技術力、戦術力を身に付けますが、
私は各種のスポーツパフォーマンスを効果的に高めるト
レーニング理論を構築し、新しいトレーニング方法論を開
発する研究を行っています。主に、ジャンプ力を効果的に
高めるトレーニングや、技術の動作分析、指導における
コーチングモデルの開発などを中心に、研究しています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

学校教育課程 教育実践コース 講　師　渡邊　和仁
運動時の呼吸循環応答と
その調節機構

運動を行うとからだの様々な機能が活性化します。それが
どのような仕組みによって起こるのか、またそれが個人に
よってどのように異なるのかについて、主に呼吸や血液循
環の反応を中心に研究を行っています。最近は、特に暑熱
ストレスや体水分損失（脱水）による影響に着目し、その解
明に向けて検討を進めています。その成果をもとに、ス
ポーツ活動時の安全性向上や質の高いトレーニング法の
開発等へ応用することを目指しています。

学校教育課程 英語教育コース 特別教授　佐々木　和貴
シェイクスピア及び英国17
～18世紀の演劇

　「ウィリアム・シェイクスピア(1564-1616)の作品が、17～
18世紀にかけてどのように演じられていたのか、そしてい
つ頃から、現在のように特別に偉大な作家として崇められ
るようになったのかの解明」が、現在の研究テーマです。具
体的には、当時のシェイクスピア作品の様々な改作や俳優
の演技スタイルの変化を取り上げて、この時代にシェイク
スピアが、どのように演じられ、また読まれていたのかを、
主に歴史的な視点から考察しています。

学校教育課程 英語教育コース 教　授　佐々木　雅子
異文化間コミュニケーショ
ンによる英語学習

学習してから使うのではなく、使いながら学習していく方法
を研究しています。初めて自炊する大学生を想像して下さ
い。作らないことには食べられないので作ります。食べる
（聞き読み）ことに興味を持ち、必要に応じて学びながら（イ
ンタラクション）、試行錯誤を繰り返して作り（話し書き）、腕
を上げていきます（英語力を伸ばす）。異文化間コミュニ
ケーションも英語を使わないことには始まりません。その過
程での英語学習を追究しています。

学校教育課程 英語教育コース 教　授　星　宏人
形態論、統語論、意味論、
語用論等の観点からの言
語研究

形態論、統語論、意味論、語用論、人間による文解析等の
様々な観点から総合的に言語を研究しています。最近は
Noam Chomskyの生成文法やWilliam Croftらの認知言語
学の背後にある言語哲学、言語能力と言語運用の関係(cf.
John A, Hawkins, Ruth Kempson, Wilfried Meyer-Viol &
Dov Gabbay, etc.)、言語習得、パラメタ―の有無(Noam
Chomsky, Frederick J. Newmeyer, Peter W. Culicover,
etc.)等に興味を持って研究を進めています。

学校教育課程 英語教育コース
准教授　PATERSON
ADRIAN DAVID

応用言語学
①他言語試験法
②語彙と定型語の習得
③言語における複雑適応
系

①英語学習者の実力を計る為に、より良い試験の作り方を
研究する。
②英語学習者の言葉と定型句（言葉と同様に使う文か節）
の習得と会話の中での使用による効果の分析をする。
③言語学の研究者は様々な専門分野を研究している。し
かし、自分の専門分野だけではなく幅広い視野を持って研
究に取り組むことが重要である。

学校教育課程 英語教育コース 准教授　若有　保彦
若林俊輔の英語教育論の
分析

英語教育学者の若林俊輔（1930～2002）は、教科書、英和
辞典、英語教育雑誌の執筆及び編集、ラジオ・テレビの語
学放送の監修など、英語教育の様々なジャンルで活躍しま
した。また日本の代表的な英語教育関係雑誌『英語教育』
（大修館書店）に特集記事を最も多く執筆しています。現在
の研究テーマは、若林が英語教育のどの分野に関してど
んな発言をしたのか、また氏の英語教育論がどのように発
展したのかを調査・分析することです。

学校教育課程 英語教育コース 講　師　平良　一史
異文化学習とその心理的
影響

異文化学習が学習者にどのような心理的影響を与えるの
かを研究テーマとしています。特に、留学先における学生
の学びと心理的変化との関係について関心があります。留
学先の文化、社会、歴史を学び、その地域の人々と交流す
ることで引き起こされるアイデンティティ発達について研究
しています。今後は、異文化理解の活動がどのような心理
的影響を学習者に与えるのかを研究していきたいと思って
います。

学校教育課程 理数教育コース 教　授　石井　照久
水生生物の発生研究と異
常・生息調査、生物教材開
発

目立たない水生生物を主な対象にして、生息調査、異常
（奇形）調査、生殖方法の解明などを行っています。この研
究の一環で八郎潟から秋田県内で初の生息報告となった
水生生物（シナカイメン、マツモトカイメン、チクビヒドラ、ヤ
マトヒドラ、オオマリコケムシ、ヒメテンコケムシ、ムカシカイ
ミジンコ、ゴミマルカイミジンコなど）を報告しています。ま
た、生物教材の開発研究も行っていて、最近は解剖教材
の開発に力をいれています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

学校教育課程 理数教育コース 教　授　岩田　吉弘
海洋における微量元素の
移動の定量的評価に関す
る研究

海水中に含まれるリン、鉄、亜鉛などの微量な化学元素は
海洋における生命活動に重要な役割を果たしています。藻
類などの一次生産者が海水からこれらの微量元素を取り
込む生物濃縮の定量的なデータは、生態系の生物生産と
物質移動の評価に重要です。研究室では、海洋のモデル
として海産プランクトンを培養し、微量元素の含有量を粒子
加速器を用いた最新の機器分析により定量し、海水中の
存在量との比較などの評価を行っています。

学校教育課程 理数教育コース 教　授　宇野　力
数理統計における逐次解
析

数直線上において、コインを１回投げる毎に、表が出たら
＋１、裏が出たら－１進むという動きはランダム・ウォークと
呼ばれ、これをいつ止めるのかは、期待利得を最大に、あ
るいは期待費用を最小にする問題と関わってきます。ラン
ダム・ウォークを停止させる条件のことを停止規則といいま
す。停止規則に関する性質を色々と調べ、得られた性質を
統計学における推定や検定などの問題へ応用する研究
（これを逐次解析という）を行っています。

学校教育課程 理数教育コース 教　授　佐藤　学
発展的に考える算数・数学
の授業の研究

算数・数学の授業では、教科書の問題や先生が提示する
問題を解決していきます。あなたは、その問題に取り組む
意味や昨日の問題との違いについて、考えたことはありま
すか。問題を解決することはもちろん大切ですが、問題の
解決から「別の解決方法はないか」「いつでも解決できる
か」「数量や条件、場面を変えてみるとどうなるか」といった
新たな問いが生まれることが望ましいです。このような学習
を可能とする授業の構築に向けた研究を進めています。

学校教育課程 理数教育コース 教　授　林　信太郎
火山地質学、火山教育に
関する研究

火山を対象として、火山の噴火史を地質学や歴史火山学
の手法を使って研究しています。例えば、火山噴火の中で
も大きな災害要因となっている火山泥流については、
フィールドでの調査、大型機器を使った分析、過去の人が
書き残してくれた古文書を読み解くなどして、その実態や
影響範囲、流動のメカニズムを明らかにします。また、むず
かしい火山現象に関する概念を、こどもたちにわかりやすく
伝えるための研究もしています。

学校教育課程 理数教育コース 教　授　林　正彦
超伝導などの量子現象と
その応用に関する理論的
研究

極低温や電子・分子などの微小な世界は「量子力学」とい
うわれわれの日常とは違う法則に支配されており、興味深
い現象の宝庫です。超伝導現象や室温とは異なる電気伝
導現象は面白いだけでなく、人類の次世代技術の源でも
あります。また、これらの現象は電子間相互作用など理論
的な取り扱いが困難な問題も含むチャレンジングな研究課
題です。私は、数学やコンピュータを駆使して、新しい現象
の発見や量子の世界の美しい理解を目指しています。

学校教育課程 理数教育コース 准教授　大内　将也
簡約可能概均質ベクトル空
間の分類

18世紀の終わり頃、群の概念が確立し、現在までに、群と
様々な数学的対象との関係が発見され、多くの研究がなさ
れています。その1つに、概均質ベクトル空間（PV）があり
ます。PVとは、いくつかの多項式の共通零点全体として表
される群Gが、表現ρによって、ベクトル空間Vに作用し、
殆ど空間全体に広がる軌道をもつときの(G、ρ、V)のこと
です。私は、どのようなPVが存在するのかに興味をもち、
主に、PVの分類を行っています。最近は特に、PVの構造と
構成について研究しています。

学校教育課程 理数教育コース 准教授　河又　邦彦
ウミホタルにおける雄と雌
の決まり方

生物の雌と雄は染色体により自動的に決まると思っている
人は多いのではないでしょうか。ヒトの場合、性染色体が
XXであれば女性、XYであれば男性になります。しかし、染
色体によらない性決定も結構あるのです。ワニは砂の中に
卵を産みますが、砂の温度が高いと卵は全て雄になりま
す。戦略的な理由がちゃんとあるのですが、ここでは割愛。
ウミホタルも生まれた後に性が決まることが明らかになっ
てきました。なぜ、どうして、を研究しています。

学校教育課程 理数教育コース 准教授　清野　秀岳
酵素反応を手本にした触
媒反応

生物の体内では様々な化学反応がバランス良く進み、生
命にとって必要な物質やエネルギーをつくり出しています。
それらの反応は人工的な化学反応よりもはるかによく制御
されていて、人間にとっては未だに難しい光合成や常温窒
素固定なども実現しています。触媒としてこれを仲立ちして
いるのが酵素ですが、私の研究ではその作りや仕組みを
手本にして、二酸化炭素や窒素などから有用物質を作る
ための人工触媒を開発しています。
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教員名
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研究テーマ 研究内容

学校教育課程 理数教育コース 准教授　原田　潤一
微分方程式の解の形状変
化について

波の伝搬や熱の拡散など多くの物理現象は微分方程式を
用いて記述されます。この微分方程式の解がどのように変
化していくかを数学的に調べることが大きなテーマです。そ
の中でも衝撃波など、状態が急激に変化するものについ
て、それがどのように起こり、数学的にどのように記述され
るのかに興味を持っています。波の伝搬や熱の拡散など、
単純な現象であっても、数学的には複雑で多様なものが現
れてきます。新たな現象を求め日々取り組んでいます。

学校教育課程 理数教育コース 准教授　本谷　研
東北地方における積雪分
布の時空間変動の研究

毎年東北地方には沢山の雪が降りますが、雪は人々の生
活や稲作に必要な水資源として大切な反面、生活に支障
をもたらす厄介者でもあり、時には大きな災害をもたらすこ
ともあります。こうした雪の降り方・積もり方・融け方を気象
データ(気象官署やアメダスの観測値)や物理過程モデル
(地表面での水やエネルギーのやり取りで雪の積もり方や
融け方を表す)で再現することで、雪の積もり方の年ごとの
違いや、平地と山地といった場所による違いなどを調べて
います。

学校教育課程 理数教育コース 准教授　山口　祥司
三次元多様体のトポロジー
と幾何構造

数学の中で図形について研究する分野を幾何学といいま
す。幾何学の中でも図形をぐにゃぐにゃと連続的に変形さ
せても変化しない性質を研究する分野をトポロジーといい
ます。三次元の図形（三次元多様体と専門用語でいいま
す）では、従来の図形の形を合同などで調べる研究とトポ
ロジーの研究が密接に関わることが判明してきました。三
次元の図形のトポロジーとその形の特徴（幾何構造）につ
いて研究をしています。

学校教育課程 理数教育コース 講　師　加藤　慎一
数学的なプロセスを重視し
た算数・数学の教材と授業
デザインに関する研究

主体的・対話的で深い学びという授業改善の視点を基軸
にして、算数・数学教育における豊かな学びを具現するた
めに必要となる数学的なプロセスを重視した教材と授業デ
ザインについて、理論と実践の往還を大切にしながら研究
を行っています。特に、小・中・高等学校における関数指
導、対話のある授業づくり、授業過程におけるICTを活用し
た指導法に関する検討を行っています。

学校教育課程 理数教育コース 講　師　田口　瑞穂
小学校理科教育における
野外観察学習について

理科の学習では、生物の観察や川・土地の観察、天体の
動きの観察など、様々な野外観察学習を行います。それら
の学習に児童生徒が主体的に取り組むにはどうしたらよい
のか、楽しく学習しながらも深い学びにつながるようにする
にはどのような授業方法が効果的なのか、などについて研
究しています。最近は、ジオパークを利用した野外観察学
習や、防災教育について研究を進めています。

学校教育課程 理数教育コース 講　師　原田　勇希
理科学習における個人差
に関する心理学的研究

人によって得意教科が異なることは皆さんの経験からもわ
かると思います。特に理科や数学に関しては特徴的な個
人差があります。私はこうした個人差が生じるメカニズムを
研究しています。現在では視空間認知の個人差、つまり "
脳の個人差" が関わることが分かってきました。このような
理科教育における現象を科学的に追究してメカニズムの
解明を目指す基礎研究と、それに基づいた教育実践に取
り組んでいます。

学校教育課程 特別支援教育
コース

教　授　武田　篤
障害のある子どもへの支
援

言語病理学の立場から、発達障害や聴覚・言語障害のあ
る子どものコミュニケーション力や言語力を育てる支援の
在り方を中心に研究を進めています。具体的には、ことば
のない自閉症児のコミュニケーション支援のあり方、人工
内耳や補聴器を使用する子どもの早期支援のあり方、発
達性読み書き障害のメカニズムの検討などに取り組んで
おります。

学校教育課程 特別支援教育
コース

教　授　藤井　慶博
インクルーシブ教育と共生
社会に関する研究

わが国では、共生社会の形成を目指して、「障がいのある
子どもと障がいのない子どもがともに学ぶ」というインク
ルーシブ教育が進められようとしています。このような中、
障がいのある人と障がいのない人が相互に理解を深め、
互いの尊厳を尊重し支え合う学校教育のシステム作りや
社会の在り方について研究を進めています。
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（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

学校教育課程 特別支援教育
コース

准教授　鈴木　徹
自閉症スペクトラム障害の
ある子どもに関する研究

自閉症スペクトラム障害のある子どもが他者とのコミュニ
ケーション場面でつまずいてしまう要因とその支援方法に
関する研究を行っています。具体的には、コミュニケーショ
ン場面での自他の行動や因果関係の理解に着目し、「な
ぜできないのか」ではなく「なぜ出来るのか」という視点を
大切にしながら研究を進めています。

学校教育課程 特別支援教育
コース

准教授　谷村　佳則
特別支援教育の教育課程
と授業づくり

平成19年度より特別支援教育制度がスタートし、複数の障
害種に対応した特別支援学校が誕生しました。この複数の
障害種に対応した特別支援学校における教育課程編成の
在り方と工夫について、授業づくりとの関係から実際的な
研究を行っています。また、授業づくりでは、実践研究を大
切にしながら個別の指導計画の作成と活用の在り方から
研究を行っています。

学校教育課程 特別支援教育
コース

准教授　前原　和明
障害児者の社会参加に向
けた教育及び就労支援

障害児者の社会参加及び就労支援をキーワードに様々な
研究に取り組んでいます。具体的には、学校から社会への
移行支援における連携のあり方、自己理解及び自己決定
の支援方法、就労支援における支援プログラムの検討、就
労アセスメントのツール開発及び方法論の検討などの研究
に取り組んでいます。

学校教育課程 こども発達コース 特別教授　秋元　卓也
児童生徒が楽しいと思える
学校生活とは

児童生徒がわくわくしながら学校生活が送れるようにする
には、校長先生をはじめとする先生方がどんな目標をもっ
て、どのように児童生徒とかかわり、どうやって力や勢いを
一つにまとめて行けばよいのかを検討しています。児童生
徒の成長を喜びとして、自身の成長を力強く求めていける
ような先生の姿を目指しています。

学校教育課程 こども発達コース 教　授　鎌田　信 教育政策、学校経営

教育委員会と教員養成系大学との連携による教員及び、
管理職育成の在り方について研究を進めています。教員
の大量退職がはじまっている現状において次の校長、教
頭となる管理職の育成が課題となっています。次期管理職
の年齢層の教員が減少する中において，管理職の資質能
力の育成を図るためにはどうあればよいのか検討していま
す。また，これまでの学校の再編整備についての検証も進
めています。

学校教育課程 こども発達コース 特別教授　栗林　守
学校経営、教職研修の進
め方についての研究

学校という場所は子どもたちや教職員などが居て「学び」
の活動が日々行われています。教員側から見ると学校は
組織として動いています。子どもたちが毎日笑顔で元気に
学べる学校となるために、学校が組織としてうまく動くこと
が必要になります。そのためにはどうすればよいかというこ
とについて、教員の役割や研修の在り方などの面から考え
ています。特にスクールリーダーやミドルリーダーと呼ばれ
る学校を牽引する人たちに焦点を当てています。

学校教育課程 こども発達コース 特別教授　小松　睦子
学校経営に関する実践的
研究

今日の複雑化・多様化する教育課題に、学校はどのような
体制でどう対応していくべきか。全教職員がベクトルを一つ
にした協働的な職員集団の学校、保護者や地域を巻き込
み一体となった「チーム学校」、地域や行政等も含めた地
域で運営する「コミュニティースクール」などを中心に、学校
や地域の様々な実態に応じた学校経営に関する実践的研
究に取り組んでいます。

学校教育課程 こども発達コース 教　授　佐藤　修司
教育行政・学校経営におけ
る法と政策

チーム学校やカリキュラムマネジメント、コミュニティース
クール、教職員の長時間労働、教職員及びスクールリー
ダーの養成・研修など、教育行政や学校経営の歴史と現
状、課題、政策を踏まえた改善方策を探っています。いじ
めや体罰、東日本大震災など、教育及び学校における危
機管理、子どもや保護者、教職員の権利の実現も大きな
テーマとしています。
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教員名
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研究テーマ 研究内容

学校教育課程 こども発達コース 教　授　田仲　誠祐
秋田県の学力向上施策及
び実践的研究リーダーの
育成に関する研究

秋田県の小中学生の学力が継続的に良好な状況であるこ
との要因について、特に、教育行政、人的要因（教員）、秋
田型授業の特性に焦点を当てて研究を進めています。人
的要因については、キーマンとなる実践的研究リーダーに
求められる資質・能力、効果的な校内研修を進めるための
基盤的要因、授業研究において教員の「深い学び」が実現
するための契機を明らかにすることを目指しており、教職
大学院における効果的な教員養成・研修のためのカリキュ
ラム開発にも取り組んでいます。

学校教育課程 こども発達コース 教　授　原　義彦
生涯学習施設の経営診断
についての研究

地域には、すべての人々が生涯にわたって行う学習やス
ポーツ、文化活動などの場として、生涯学習施設がありま
す。図書館、博物館、公民館などがその代表です。それら
の施設がその機能を十分に果たしているか、施設を活用
するにあたってどのような問題点があるか、改善すべき点
は何かということを、病気を発見して治療することに見立て
て行うのが経営診断です。経営診断にはそのための技法
が必要で、目下、公民館の経営診断技法の開発を行って
います。

学校教育課程 こども発達コース 教　授　山名　裕子
子どもの数量やことばの理
解を「遊び」から考える

みなさんは子どもの頃、どんな遊びをしていましたか？鬼
ごっこ、砂場遊び、お店やさんごっこ、おままごと…それとも
今から考えるとよくわからないけど楽しかった遊び…様々
なことが思いだされるのではないでしょうか。私は研究とし
て、このような遊びの中で、結果として身につくであろう、数
量の感覚や概念、そしてことばの獲得過程などを発達的に
明らかにしようと思っています。それは、子どもが自ら考え
ていく中で獲得されるであろう「学び」の発達過程の研究で
もあります。

学校教育課程 こども発達コース 准教授　小池　孝範
近代教育思想の再検討―
―多様な「教え」と「学び」
の可能性――

現代に生きる私たちは、大人になるために教育や学校に
通うことが当たり前で、必要不可欠だと思っています。しか
し、一方で教育や学校が様々な問題や課題を抱えている
ことも事実です。こうした問題や課題に応えるための手が
かりを、学校がなかった時代の教えや学び、様々な文化の
中や学校以外で行われている様々な教えや学びなどから
探っています。具体的には、近代以前の日本や地域社会
の中での教えや学びについて研究しています。

学校教育課程 こども発達コース 准教授　櫻庭　直美
よりよい授業づくりに向け
た取組について

県内の小・中学校の教員等として勤務してきた経験を基
に、子どもたちが主体的に取り組む、魅力ある授業にする
ために必要なことについて、学力等に関する諸調査の結果
分析や教師の支援の在り方、学校としての組織的な取組
の効果など、様々な視点から検討しています。また、秋田
の高い教育力を支えてきた教育施策や学校の特色ある取
組についても関心をもっています。

学校教育課程 こども発達コース 准教授　鈴木　翔
思春期の友だち関係と恋
愛に関する実証的研究

思春期の友だち関係や恋愛について、さまざまデータを分
析し、実態を明らかにする研究をしています。分析に用い
るデータは様々ですが、今皆さんが生きている「社会」を特
定の角度から切り取ったデータを複合的に用いて、まだ知
られていない真実に辿り着こうとする試みを続けています。
その分析結果をもとにして、現代の学校にある様々な問題
を解決する糸口を探しています。

学校教育課程 こども発達コース 准教授　瀬尾　知子
子どもにとっての食事の大
切さの研究

子どもにとっての食事は、ただ栄養を取り入れることを目的
としているのではなく、食べることを通して、他者とコミュニ
ケーションをとったり、食べ方や振る舞い方などの文化を学
んだりしています。そして、子どもに関わる大人がどのよう
な行動をとるのかによって、子どもの思考や社会性に影響
を与えています。その中で、実際に子どもたちにどのような
影響を与えているのかを研究しています。

学校教育課程 こども発達コース 准教授　細川　和仁
子どもの学びを支える教師
の「わざ」とは？

学校において、子どもの学びを支える「よい授業」とは何
か？ということをテーマに、学校現場におじゃましながら研
究しています。「よい授業」には、子どもの学びを支える専
門家（プロ）としての教師の「わざ」が関わっていると思うの
です。特に最近では、先生が子どもにかけることばそのも
のだけでなく、ことばがけをするタイミングや間合い、視線
といった、非言語的な部分の「わざ」にも関心があります。
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学校教育課程 こども発達コース 講　師　保坂　和貴
子どもの遊びを豊かにする
演劇的プログラムの開発

即興劇（インプロ）に影響を与えたスポーリンの「シアター
ゲーム」をもとに、日々の遊びを豊かにする「遊びのプログ
ラム」を考えています。子どもたちの遊びの世界は現実と
想像が混じり合っています。ホールの片隅が「ケーキ屋さ
ん」、積み木が「ショートケーキ」、うそだけどほんとの世
界。遊びはそういう世界を行き来する営みなのかもしれま
せん。そこで心や身体がどのように働き、人がどのように
成長・発達するのかを解き明かすことが課題です。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　池本　敦
地域食資源の活用と健康
増進を目指した食品機能
学

地域には、廃棄される農作物や天然の山菜など、未利用
の食資源が豊富にあります。これらを有効活用して健康食
品や化粧品の素材として活用する研究を行っています。特
に食素材の持つ生理機能に着目し、付加価値を高めるの
が目的です。また近年、食の欧米化に伴って生活習慣病
が増加しています。主な原因は脂質の過剰摂取ですが、こ
れらを防ぎ、健康寿命を延長するにはどのような食生活が
望ましいのか、栄養学的研究を行っています。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　石沢　真貴
地域コミュニティと住民参
加の変容に関する社会学
的研究

少子高齢化、産業構造の変化、グローバル化といった社
会変動が地域コミュニティに暮らす人々の社会関係にどの
ような影響を及ぼしているのか、どのような地域課題に対
しどのように取り組もうとしているのか、地域コミュニティの
変容プロセスと人々のコミュニティへの関わり方について
研究をしています。伝統的な文化・産業を再評価する動向
に注目し、地域再生にどのように利活用できるかという課
題にも関心をもって研究しています。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　和泉　浩
都市や芸術（音楽）など社
会のさまざまな現象や問題
について研究しています。

専門は社会学です。社会学はさまざまなことについて研究
できることが魅力の一つです。これまで、社会学の理論を
はじめ、都市、まちなみ・景観、まちづくり、観光、芸術・音
楽、教育、メディア、医療、防災・減災、ジェンダーなどにつ
いて研究を行ってきました。現在は、それらの研究も組み
合わせて、聞くこと、見ることといった感覚と社会の関係に
ついて、音楽を中心とした研究などを行っています。「好き」
や「良い」「きれい」「すばらしい」と感じるものをなぜそう感
じるのか？ そのことを社会や歴史との関係から考えてい
ます。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　上田　晴彦
インターネット望遠鏡等を
利用した地域活性化

もともとはN体シミュレーションと呼ばれる数値実験をおこな
い、その空間分布パターンを解析することを中心に研究を
おこなってきました。しかし近年はインターネットを経由して
遠隔地にある望遠鏡を操作することが出来るインターネッ
ト望遠鏡を利用し、イベント等を開催することで地域活性化
を図ることをメインに研究しています。また最近は天文遺跡
等を活用し地域活性化につなげることも、研究テーマとし
ています。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　篠原　秀一
水産物流通・大都市僻遠
臨海地誌の地理学研究

生産から加工・流通・消費に至る水産関連地域を、漁獲物
の水揚げ漁港を中心に経済・文化地理学的に地域調査し
て研究しています。地域振興上の資料ともなるように、銚
子、境港、焼津、長崎など大漁港の水産関連空間を考察
し、大都市僻遠臨海地域（北海道稚内・羅臼・標津・根室、
鹿児島県長島・垂水、沖縄県宮古島・糸満など）の水産地
誌を作って土地柄を比較対照します。北欧等海外の水産
地域事例、地域水産ブランドにも関心があります。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　林　武司
地域の水環境・水資源の
保全と活用

水は、地球上の地形や気候、火山活動などの様々な環境
や自然現象と深くかかわる環境因子であり、また人類に
とって不可欠な資源でもあります。研究では、国内外の
様々な地域を対象として、水の循環のしくみ（地表水・地下
水の起源や流れ方など）や水質組成などの水環境の特徴
や、水環境への人間活動の量的・質的影響（水量の減少
や汚染など）を調査によって明らかにし、水環境の保全や
持続的な利活用のための適切な方策を検討しています。

地域文化学科 地域社会コース 教　授　林　良雄
情報技術の教育、人文科
学への応用

教育の分野では情報モラルに十分注意を払いながら、情
報技術を取り入れると、従来にない新しい教育ができるよ
うになります。また、人文科学では、例えば方言研究で
データベースを作り、研究者間での情報共有をしたり、地
理情報システム（ＧＩＳ）で地理的な分布をわかりやすく表示
したり、分析することができるようになります。私は情報技
術をこのような分野にどのように応用すればより効果的か
を研究しています。
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地域文化学科 地域社会コース 准教授　植村　円香
定年退職者を核とした地域
農業のあり方

農村では、新たな農業の担い手が模索されています。それ
では、実際にどのような人が就農しているのでしょうか。実
は、定年退職者が多いのです。定年退職者は、農地管理、
健康管理、年金＋αとしての所得を確保するためなど、
様々な目的で就農しています。このような定年退職者の就
農目的は、地域によって異なる傾向がみられます。そのた
め、私は、定年退職者が農業を続けることができるよう、地
域の実態に即した地域農業のあり方について研究してい
ます。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　臼木　智昭 公共部門の経営分析

著名な経営学者のドラッカーは「マネジメント（経営学）とは
教養である」と言っています。「教養」とは、ものごとを正しく
捉えるための基礎的な知識のことです。企業だけでなく、
国や地方自治体といった公共部門など、さまざまな組織が
抱える問題を、経営学の視点で捉え直し、地域や社会がよ
り良い方向に向かうための方策について研究しています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　小野寺　倫子
環境の法的保護への市民
参加における民事法の役
割

環境保護制度の中心は、環境によくない行為を規制し、違
反には制裁を課すというものです。しかし、環境をよりよい
ものにしていくには規制‐制裁だけでは不十分です。環境
に配慮した商品やサービスを選択したり、自分の所有する
土地上で環境保全を行ったりして、市民一人ひとりが環境
の法的保護に積極的に参加できるような社会の仕組みを
作り出していくにはどうしたらいいのか、日本とフランスの
法制度を比較しながら研究しています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　佐々木　重雄
コンピュータープログラミン
グとインターネット環境

プログラミング方法論とネット環境とを行ったり来たりしなが
らの研究をしています。プログラミングは、コンピュータに自
動処理をさせる手段として生み出されました。それが発展
するにつれ、情報処理にまつわる知識を表現したり伝達し
たりする道具としての側面が重要視されるようになってきま
した。それをさらに発展させて、知識をまとめるとそのまま
情報処理につながり、ネットでも共有できる電子ノートブッ
クを作れないものか、挑戦しています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　中澤　俊輔
災害発生時の警察の警備
活動と応急対策

日本で地震や台風などの自然災害が発生した時、警察は
被災地の治安確保や人心安定、人命救助のためにどのよ
うな活動を行ってきたのか、関東大震災や伊勢湾台風など
の大規模災害の経験がその後の警察の警備活動と制度
にどのように影響したのかを、歴史的な視点に立って研究
しています。また自然災害と並んで、テロや戦争といった非
常事態に際して、近代日本の警察がどのように対策を構じ
たのかについても研究しています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　成田　憲二
植物の適応戦略と気候変
動による影響

植物は様々な方法で環境に適応しています。特に砂漠や
高山・寒冷地では厳しい環境に適応した特殊な形や成長
パターンを持っているので、それら植物の変わった生態を
現地で調べることで環境と植物の関係を明らかにしていま
す。また、これらの環境は気候変動の影響を受けやすいた
め、そこに生育する植物の様々な生態を調べることをとお
して地球規模の変化を明らかにする研究を行っています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　西川　竜二
健康・快適で持続可能な居
住環境とライフスタイル

建築学（特に建築環境）の専門から、持続可能で暮らしや
すい建築・都市環境とライフスタイルを研究しています。現
在は、冬に住宅でのヒートショック（建物内の室間温度差に
よる血圧上昇等）で脳血管疾患等を発症してしまう高齢者
が非常に多いことから、住宅の実測調査や、統計資料から
県・市町村で住環境が健康に与える影響を分析するなどし
て実態把握と改善提案の研究を継続しています。また、ま
ちの景観やにぎわいに関する研究なども行っています。

地域文化学科 地域社会コース 准教授　益満　環
シティプロモーションによる
地域活性化

シティプロモーションとは、「地方自治体の魅力を広く情報
発信することで、知名度や認知度の向上を目指す活動」で
す。これにより交流・定住人口の増加等の効果が期待され
ています。現在、学生とともに宮城県登米市、秋田県横手
市、秋田県大仙市と共同で新たな街の魅力を掘り起こし、
SNS等で国内外に広く情報発信しながら、地方自治体の活
性化に取り組んでいます。「地方自治体が維持していくた
めには、どのようなシティプロモーションの方法が有効
か？」を理論と実践の双方から研究しています。
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地域文化学科 地域社会コース 特任准教授　保坂　正智

実習を通じて学生の企画
力・発信力を伸ばし、地域
社会に役立つ学生を育成
する。

地域文化学科３年次学生は、選択必修授業の地域連携ゼ
ミで企業職員等との協働を通じ、クリアすべき課題等に対
して自ら真摯に考え、それを周囲に発信して共通理解を深
め、実践に繋げることによって社会人基礎力の向上を図っ
ています。私は文科系の学生がその能力を最大限に発揮
できる実習先を開拓しつつ、円滑に実習を行なうための態
勢づくりを担っています。

地域文化学科 地域社会コース 講　師　荒井　壮一
ニュー・ケインジアンのマク
ロ経済学と金融政策

マクロ経済学の視点から、インフレーション・ターゲティング
や名目金利の下限制約（マイナス金利政策）といった内容
を含む金融政策の研究をしています。近年では特に、
DSGEあるいはニュー・ケインジアンと呼ばれる理論的枠組
みの中で、多様な家計行動（特に異なるタイプの家計およ
びその人口割合・動学の変化）を考慮することによって、複
雑な現実経済をできる限り的確に捉えるためのモデルを構
築することに取り組んでいます。

地域文化学科 地域社会コース 講　師　棟久　敬
思想･良心の自由、信教の
自由が保障するもの

みなさんが日常生活において思ったこと、感じたこと、考え
たことや信じているもののような心の中の活動が憲法19条
の保障する思想･良心の自由や20条の保障する信教の自
由によってどこまで保障されるのか、どんな精神活動であ
れば憲法の保障を享受できるのか、一般的には受け入れ
られないような考えや一般には信じられていない宗教でも
信教の自由の保障を受けるのかなどの問題について諸外
国の憲法と比較しながら研究しています。

地域文化学科 地域社会コース 講　師　高橋　環太郎
島嶼地域を対象とした観光
に関する研究

観光はほとんどの島嶼地域において地域経済や社会を考
えるうえで重要な役割を果たしています。私は主に統計学
の手法を用いて「観光が経済にどのように影響している
か」や「どういった要因で観光客が訪れているか」といった
ことを島嶼地域を対象に研究しています。ただし、観光を議
論するには現地の様子を把握しなければ、薄い議論となっ
てしまいます。対象となった地域については現地調査も行
いながら実証的な研究ができるように心がけています。

地域文化学科 地域社会コース 講　師　WAN JIANGYUN
国際経済と貿易の政策、
発明促進の政策

私は主にゲームの理論を使って色々な経済や社会の仕組
みを研究しています。ゲーム理論は人間や企業の行動を
科学的に分析する理論です。今は、医療費の高騰を抑え
るためにジェネリック薬品の導入は有用ですが、ジェネリッ
ク会社間の競争をゲーム理論を応用して研究しています。

地域文化学科 国際文化コース 教　授　大橋　純一
日本語方言の諸相とその
動態に関する研究

私の研究テーマは、日本語がたどってきた変容の歴史を
方言に残る古語の実態を通して明らかにすることです。そ
のために、地域や人を幅広く対象に据えて実地調査を行
います。また、発音の微妙な訛りなどは機械分析にかけて
その特徴を客観的に把握したりもします。方言研究は、基
本的には地域言語の“今”を見つめる学問ですが、同時に
その“過去”や“歴史”を探る営みでもあります。この研究の
面白さ、そして意義深さは、まさにその点にあるといえま
す。

地域文化学科 国際文化コース 教　授　志立　正知
中世軍記と地域における
歴史認識形成の関係性

『平家物語』をはじめとした軍記やその周辺の文学作品と、
地域における歴史認識の形成の関係について研究してい
ます。今日でこそ文学作品と扱われる軍記ですが、江戸時
代までは歴史叙述とみなされ、その記事が先祖や地域に
関する歴史認識形成に影響してきました。秋田でも、前九
年合戦・後三年合戦に取材した文学作品をベースとした源
義家伝承が、県内各地に広がっています。こうした現象の
具体的な姿や社会的・文学的背景について研究していま
す。

地域文化学科 国際文化コース 教　授　長谷川　章
ソ連映画・アニメーションの
芸術観と現代ロシア文化
への影響

ソ連は抑圧的な国家でしたが、その後半期の1960年代以
降は映画やアニメーションにおいて非常にユニークな作品
が数多く作られました。そうした作品は良心の自由を求め
る人々の隠れ家のような役割も果たしていました。このよう
な当時の映像芸術と社会の関係を考察すると同時に、現
在のロシアではかつてのソ連映画がどのように受け取られ
ているか、それが現代ロシア人の自己イメージにどのよう
な影響を与えているかについても研究しています。
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地域文化学科 国際文化コース 教　授　渡辺　英夫
近世北日本地域社会の研
究

北日本社会を中心に、江戸時代の政治や経済の問題を研
究しています。佐竹氏支配の秋田藩20万石は、日本史の
教科書記述では理解しきれない側面をいくつも有していま
す。石高の持つ意味も、農村のあり方も特異で、史料の残
り方も随分特殊です。こうした秋田藩を基軸に、蝦夷地ま
で含めた北日本社会を、特に経済の側面から幕藩制国家
の全体像に位置づけたいと考えています。高の数量解析、
絵図の解読、アーカイブズの問題にも取り組んでいます。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　内田　昌功
紀元前3世紀～10世紀の
中国の都市と国家

都市を題材として中国の歴史について研究しています。都
市の形態は、時代や地域によって大きく変わります。それ
は都市の構造に、その時代の特質や地域の文化や自然、
また住んでいる人々の考え方が反映されるからです。文献
資料や考古学の成果を使用し、かつての都市の姿をでき
る限り復元した上で、そこから社会や文化、思想、政治の
情況などを読みとり、背後にある時代の特質について考え
ています。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　大西　洋一
王政復古期以降のイギリ
ス演劇

イギリス演劇を社会背景との関係から考察することが中心
テーマであり、最近では特に、イギリス国内における「南北
間格差」と呼ばれる社会的・文化的差異に焦点を当てなが
ら演劇研究を進めています。とりわけ、「北イングランド」と
呼ばれる地方の特色ある演劇伝統を、地域の基幹産業
（たとえば炭坑業）と労働者階級および地域コミュニティの
表象の変化を通じて検討することにより、現代英国演劇を
多角的に捉えようと試みています。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　小倉　拓也
現代フランス哲学を中心と
した現代思想の理論的研
究

古代ギリシアからの伝統を踏まえつつ、19、20世紀以降の
比較的新しい時代の哲学や思想を研究しています。具体
的には、19、20世紀に活躍した哲学者たちの書物を読み
解きながら、そこから得られた知見をもとに、ひとが生ま
れ、老い、病み、死んでいくことをめぐる人間学的な観点か
ら、言語、身体、他者、狂気、芸術、信仰、共同体などの概
念化、理論化に取り組んでいます。また、湖のほとりで育っ
たこともあり、ライフワークとして「湖の哲学」を構想してい
ます。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　佐々木　千佳
イタリア・ルネサンス美術
史、ヴェネツィア派絵画の
作品研究

１５～１６世紀にかけてのルネサンス期の美術について研
究しています。特に北イタリアの古都ヴェネツィアで制作さ
れた祭壇画をはじめとする絵画が、都市の成り立ちや文化
的状況とどのように関わり、また役割を果たしていたのか
について考えています。あわせて、近代の黎明期に活動し
た芸術家たちによる作品制作状況を、当時の社会におけ
る芸術の在り方と共に考察することで、芸術家のアイデン
ティティ形成の特質を探っています。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　佐藤　猛
英仏百年戦争下のフランス
諸地方についての研究

ジャンヌ＝ダルクという名前を聞いたことがあるでしょうか。
彼女が活躍した「百年戦争」に関心を持っています。日本
で室町時代が開かれた頃、仏王と英王のあいだで始まっ
た戦争です。この戦争が、フランスの人々にどのような影
響や衝撃を与え、フランスという国がどう変貌したのかの
解明が研究テーマです。最近では、仏北西部のアンジュー
という地方から、戦争の拡がりと終息の過程を考察してい
ます。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　髙村　竜平
文化人類学・朝鮮半島の
文化と近現代史

日本の農村研究から出発し、韓国特に済州島の文化・社
会・歴史を研究しています。中心的な研究対象は墓をめぐ
る社会の動きです。墓は、死者の象徴でありながら、同時
に不動産という「モノ」でもあり、宗教的な「ものの考え方」
と、土地利用という経済・社会的な現象の両方に関わって
いる点がおもしろいところです。また国土の中心部と周辺
部の関係にも関心があり、その一環として秋田の近現代史
の研究も始めています。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　辻野　稔哉
フランスの詩人アポリネー
ルの芸術観と諸作品につ
いての研究

20世紀初頭のフランスの詩人アポリネール（1880-1918）
は、詩以外にも小説や美術評論などの分野で様々な活躍
をしました。20世紀初頭のヨーロッパでは、新しいメディア
（写真や蓄音機、映画など）の普及や、飛行機の実用化な
どによって人々の中に新たな感性が生まれていました。そ
うした中、アポリネールが言語による芸術の在り方をどの
ように考え、また新たな表現をどんな風に模索したかにつ
いて具体的な作品に即して研究しています。
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地域文化学科 国際文化コース 准教授　中尾　信一 アメリカ映画のジャンル論

アメリカ映画には、ミュージカル、西部劇、コメディ、メロドラ
マなど、様々なジャンルがありますが、それぞれに固有の
定義や歴史的変遷があります。映画ジャンルは、観客が見
たいと思う映画のタイプの指標であり、また、ジャンル映画
はその時代の社会的な背景を何らかの形で反映します。
単なる分類学から離れて、個々のジャンルの構造と歴史、
産業内におけるジャンルの役割、観客とジャンル映画との
関係、などについての研究を、個々の作品分析を踏まえて
行なっています。

地域文化学科 国際文化コース 准教授　羽田　朝子
満洲国の中国人女性作
家・梅娘の文学と日本イ
メージ

私の現在の研究は、日本の傀儡国家・満洲国で活躍した
中国人女性作家である梅娘（メイニャン、1916-2013）の文
学を取り上げ、彼女が日本をどのようにとらえ、それを作品
化したのかを考察することです。梅娘は戦時体制へと向か
いつつある時期の日本に滞在しており、その近代的なモダ
ン文化を享受しつつ、一方で日本が軍国主義へ向かって
いくのを目の当たりにします。こうした中で梅娘が抱いた複
雑な思いや葛藤を、作品中に描かれた日本イメージから読
み解いています。

地域文化学科 国際文化コース
准教授　Horton William 
Bradley

インドネシア近現代史、第
二次世界大戦、医学史、女
性史

20世紀のインドネシア、特に第二次世界大戦について研究
しています。インドネシアに行かれた日本人女性、インドネ
シアの小説、慰安婦、「ジャカルタの首」に関する話、東ティ
モールの占領期とオーストラリア軍等を調べました。現在、
第二次世界大戦中のインドネシアの公衆衛生とマラリア、
戦後の日・イ・米関係史、及びインドネシアの図書館の歴
史に取り組んでいます。インドネシアの占領期の日本語教
育とインドネシア語の発展に関しても研究しています。

地域文化学科 国際文化コース 講　師　中村　寿
ドイツ語圏(ドイツ・オースト
リア・ドイツ語圏スイス)の
文学と文化、ユダヤ人研究

20世紀ドイツ文学の傑作はドイツではなく、ウィーン、プラ
ハから生まれています。しかも作家の圧倒的多数はユダヤ
人でした。なぜ20世紀ドイツ文学には東欧出身のユダヤ人
作家が多いのか。この問いを解決するために、わたしはド
イツ語で書かれたユダヤ人新聞を読み始めました。ユダヤ
人たちは、過去のドイツ文学を理想とし、それに劣らないユ
ダヤ人の民族文学をドイツ語で想像・創造しようとしていた
のです。現在も継続して、ユダヤ人によるドイツ語の出版
物についての研究に取り組んでいます。

地域文化学科 心理実践コース 教　授　柴田　健
来談者にとって効果的な心
理臨床活動の探求

来談される方に対してどのような心理臨床活動をすること
が最も効果的なのかを、心理臨床実践を通して研究してい
ます。特に、我々が体験する現実は社会的相互作用を通
して構成されたものであると考える社会構成主義の認識論
をベースに持った心理療法を、スクールカウンセリングや
子ども、家族の臨床の中に取り入れて実践しています。ま
た最近では、トラウマ体験をされた方や感情調節が難しい
人への支援に関する実践研究もしています。

地域文化学科 心理実践コース 教　授　中野　良樹
ひらめきはいつ、どのよう
に生まれるのか？

私たちは時に、何かを突然ひらめくことがあります。それは
難しい問題を考えている最中かもしれないし、ボーっとして
いる時かもしれません。共通しているのは、ひらめきは前
ぶれもなく突然表れることです。なぜ、「突然だと感じる」の
でしょうか？この謎について、タングラムというパズルゲー
ムを解いている最中の手や眼球の動きを測定することで、
洞察（ひらめき）が訪れるまでの思考や注意の過程を研究
しています。

地域文化学科 心理実践コース 教　授　北島　正人
医療心理臨床、 心理療法
と心理アセスメント

心理的な治療をより正確かつ効果的にするために、心理ア
セスメントを用いて対象者の心理状態、心理構造について
評価する方法を研究しています。①自殺の準備状態ともな
り得るバーンアウト（燃え尽き）症候群について、教師を対
象としたバーンアウト現象の促進要因と介入プログラムの
検討、②精神科患者を対象とした自殺リスクと関連する心
理指標、③負の情動への態度が感情や行動の制御に及
ぼす影響について研究しています。

地域文化学科 心理実践コース 准教授　木村　久仁子
福祉臨床支援をする人の
支援

悩みごとや問題を抱えている人に対して、児童相談所や福
祉事務所、市町村など福祉の現場で支援を行っている人
達が、どうすれば相談者にとっても支援者にとってもよりよ
い支援ができるのかを研究しています。また、本当は困っ
ている、あるいは周りからは困っているように見えても、自
分からは支援を求めない人もいます。そのような人に対し
て、支援者がどのように関わるのか（あるいは関わらずに
問題を解決するのか）も研究テーマの一つです。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

地域文化学科 心理実践コース 講　師　綾部　直子
睡眠問題に対する心理的
支援

睡眠問題（主に不眠症や概日リズム睡眠・覚醒障害）に対
する心理的支援について、認知行動的アプローチから研
究しています。また、教育現場における睡眠教育の普及に
も携わっています。どの年代であっても睡眠とこころの健康
は密接に関連しています。睡眠問題の改善により、人々が
よりよい生活を送れるような支援方法の開発を目指してい
ます。

地域文化学科 心理実践コース 講　師　HOU YUEJIANG
学校の楽しさは発達ととも
にどう変わるか，また何に
よって影響されるか

発達心理学が専門です。特に児童期，思春期，青年期（お
およそ小学校〜高校卒業くらいまで）の学校適応感に注目
しています。具体的には，学校適応感にはどのような変化
パターンがあるのか，学校適応感に個人差が生じる原因
は何か，不登校になった児童生徒の心理学的メカニズム
などのテーマについて，質問紙調査から得られたデータを
統計学的に分析して研究しています。

－20－



医学部

■高い医師国家試験現役合格率

■実践重視の医学教育

■充実のシミ ュレーショ ンセンター

■早期臨床実習の導入

■全県医療機関とのコラボによる統合卒前卒後教育

■卒前からの女性医師キャリア形成支援 

■高い国家試験合格率
（ 看護師・ 保健師・ 助産師・ 理学療法士・ 作業療法士）

■就職率 100％（ 看護・理学・作業）（ 令和２年度）

■大学病院をはじ めと する多様な施設において、

充実した臨床実習が可能

■シンガポール国立大学、 チェ ンマイ 大学と の

国際交流あり  

Facu lty o f M ed icine

医学部は、豊かな教養に支えられた人間性、学問の進歩に対応しう る柔軟な適応能力と課題探求・ 問題解決能力

を養い、医学・ 健康科学に対する充分な理解をもとに、人々の健康と 福祉に貢献できる国際的視野を備えた人材

を育みます。

Challenge your future

＝

医
療
人
育
成

心
＋
技
＋
知

ここに注目！

ここに注目！

医学科 保健学科

▶ 看護学専攻
看護の心を理解し 広く 社会に貢献できる人に

▶ 理学療法学専攻
笑顔で寄り 添い科学する心と技術で
機能回復と生活を支援できる人に

▶ 作業療法学専攻
楽しさと生きる喜びを与えられる人に 

▶ 地域医療に貢献する医師

▶ 国際的視野を 備えた医療分野の教育・ 研究者

をめざす人
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名　氏名）

研究テーマ 研究内容

医学科
形態解析学・器官構造学講座

教　授　板東　良雄
難治性神経疾患の発症機序
の解明と治療法の開発

脳血管障害、認知症、多発性硬化症について病気の成り立ち
や治療法の開発を行っています。また、幹細胞を用いた再生医
療の応用についても検討しています。

医学科
形態解析学・器官構造学講座

教　授　板東　良雄
様々な疾患の病態形成にお
ける血管ー神経相互作用の
解析

近年、様々な疾患の病態形成に血管の動態変化や神経活動の
関与が明らかになってきています。そこで、心臓や腎臓などの
循環器系疾患において血管の動態変化や神経活動がどのよう
に病気の形成に関わるのかに興味を持っています。

医学科
形態解析学・器官構造学講座

教　 授　板東　良雄
准教授　鈴木　良地

腸管粘膜免疫の抗原読み分
け機構の解明

免疫は自己と非自己を区別し、非自己を個体から排除する仕組
みです。腸管粘膜免疫組織は免疫組織ですが、非自己である
食物は排除しません。これには、非自己をさらに身体への障害
の有無で区別する仕組みが必要です。この読み分け機構を脂
肪酸結合タンパク質の発現局在を指標に研究しています。

医学科　細胞生物学講座 教　 授　八月朔日　泰和
神経細胞内シグナル伝達分
子の細胞内局在の解析

神経細胞はヒトを含む生物にとって、様々な臓器や細胞の働き
をコントロールする為に重要な役割を担っています。神経細胞
が臓器の働きをコントロールする時に、細胞内で情報が処理さ
れ、他の神経細胞などに信号を送ります。細胞内で情報が処理
される際に多くのタンパク質が働きますが、我々は、どのような
タンパク質が神経細胞のどこで働いているのかを、自ら作製し
た特異抗体というツールを使って、タンパク分子の局在を様々な
顕微鏡で観察できるようにして研究しています。

医学科　細胞生物学講座
准教授　山崎　正和
助　 教　鮎川　友紀

組織や器官がつくられる仕組
みの解析

ヒトを含む多細胞生物の器官を構成する細胞の多くは、無秩序
に存在しているわけではなく、特定の方向に従って適切に配置
されます。例えば、気管や卵菅の内側は、線毛と呼ばれる小さ
な毛を有する細胞によって構成され、全ての細胞の線毛が特定
の方向に動くことで異物の排除や卵子の運搬が行われます。
従って、この運動の方向性が異常となると、気管支炎や不妊な
どが引き起こされます。我々は、分子遺伝学や数理モデルなど
の手法を駆使して、細胞集団が同じ方向を向く仕組みを研究し
ています。

医学科　細胞生物学講座 助　 教　吉川　究
ビタミンA貯蔵細胞について
の研究

ビタミンAは眼の網膜において光を受容したり、全身の細胞で遺
伝子の転写を制御したりする大事なビタミンです。血中濃度は
常に一定範囲内におさまっており、この調節のために働いてい
る細胞が肝臓のビタミンA貯蔵細胞です。この細胞は肝臓の病
気になるとコラーゲンなどを必要以上に合成し肝臓を硬くし肝機
能を低下させます。ビタミンA貯蔵細胞がどのようにビタミンAを
貯蔵するのか、またどのようにコラーゲンを産生するのかを研
究しています。

医学科　細胞生理学講座
教　授　尾野　恭一
講　師　岡本　洋介

心臓循環の生理学及び病態
生理学に関する研究

心房細動と呼ばれる不整脈は、心房が1分間に300回以上も不
規則に拍動することにより生じます。年齢が上がるにつれて発
生率が高くなり、高齢化が進む日本では罹患者が増えていま
す。動悸、息切れ、疲れやすいなどの症状が現れるだけでなく、
脳梗塞の発生率が高くなるため適切な治療が必要です。私たち
は、電気生理学的手法や分子生物学的実験技術、コンピュータ
シミュレーションを用いて心房細動の起こるしくみや治療法に関
する研究をおこなっています。

医学科　器官病態学講座
教　授　後藤　明輝
講　師　吉田　誠

肺癌、婦人科癌の病理学的
研究

患者さんの病変部を顕微鏡を用いて診断する病理診断や、病
院で亡くなった方を解剖して死因を明らかにする病理解剖を業
務として行っています。また、肺癌や婦人科癌（子宮癌、卵巣
癌）がなぜ起こるのか？、治療をしても再発や転移をして、どう
して患者を死に至らせてしまうのか？といった疑問の解明に顕
微鏡での観察や、分子生物学的な実験で取り組んでいます。

医学科　器官病態学講座
教　授　後藤　明輝
講　師　吉田　誠

心筋細胞の形態変化とエネ
ルギー学的特徴から心臓の
疾患を究明する。

心筋細胞は生命誕生から死ぬまでの間、休みなく収縮と拡張を
繰り返す、という特徴があります。もう一つ心筋細胞の構造上の
特徴が介在版の存在です。この介在版は心筋細胞が形を変化
させるときに活躍しますが、拡張型心筋症という原因不明の心
臓疾患で構造が壊れていることがわかりました。拡張型心筋症
の原因究明にせまる研究に取り組んでいます。

■ 医学部医学科
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名　氏名）

研究テーマ 研究内容

医学科 代謝・内分泌内科学講座
准教授　藤田　浩樹
講　師　森井　宰
助　教　佐藤　雄大

糖尿病やその合併症の診断
と治療に関する研究

生活習慣の欧米化に伴い、糖尿病が増加し、40歳以上では約3
人に1人が糖尿病やその予備群です。糖尿病になると、腎臓や
眼、心臓などに大きな障害が起きますが、これらの合併症の治
療法は十分に確立されておりません。したがって、糖尿病やそ
の合併症の的確な診断法と新規治療法の開発が求められてい
ます。当講座では、消化管から分泌されるホルモンのインクレチ
ンに注目し、糖尿病とその合併症の治療への応用に関する研
究を進めています。なまはげブルーサークルというロゴを用いた
糖尿病撲滅のための啓発活動も秋田県内で行っております。

医学科
総合診療・検査診断学講座

准教授　植木　重治
特任准教授　守時　由起
准教授　嵯峨　知生

アレルギー性炎症の研究

現在、国民の2人に1人がなんらかのアレルギーを有していま
す。アレルギーは免疫細胞の過剰な反応によって起こる炎症で
あることがわかっていますが、その詳しいメカニズム、新しい検
査と治療法を研究しています。

医学科
総合診療・検査診断学講座

准教授　植木　重治
特任准教授　守時　由起
准教授　嵯峨　知生

薬剤耐性菌と感染症に関す
る研究

薬剤耐性菌とは抗生物質が効かなくなった細菌のことです。抗
生物質は人類の運命を大きく変えた20世紀最大の発明です
が、薬剤耐性菌が増えてしまうと、薬が効かない時代に逆戻り
し、人類は再び感染症で苦しむ時代になることが危惧されてい
ます。薬剤耐性菌がどのように増えるかを解明し、耐性菌の増
加を食い止めるにはどうしたらよいかを研究しています。

医学科
総合診療・検査診断学講座

准教授　植木　重治
特任准教授　守時　由起
准教授　嵯峨　知生

自己免疫性肝疾患の研究

自身の体を自身の免疫細胞が攻撃してしまう病気である自己免
疫疾患の中で、肝臓の胆管上皮細胞を攻撃してしまう原発性胆
汁性胆管炎という病気があります。疾患の進行を遅らせる治療
法はありますが、進行を止める、あるいは治す治療法はなく、B
リンパ球と免疫の関係や新しい治療法の開発について研究をし
ています。

医学科 放射線医学講座

教　授　橋本　学
講　師　安倍　明
助　教　髙木　倫子
助　教　和田　優貴

3D-IGBTを用いた子宮頸癌
に対する根治的放射線治療
技術の研究

子宮頸癌に対しては根治を目的とした放射線治療を行うことが
あります。この際に子宮腔内から放射線照射を行うRALSという
技術を用いますが、従来は2次元のレントゲン画像を参考に行
われていたRALS治療を3次元のCT画像ベースで計画し、副作
用の低減、および、治療成績の向上を目的とした研究を行って
います。

医学科 放射線医学講座

教　授　橋本　学
講　師　安倍　明
助　教　髙木　倫子
助　教　和田　優貴

食道癌に対する根治的・緩和
的放射線治療に関する研究

食道癌に対しては根治や、症状緩和を目的とした放射線治療を
行うことがあります。放射線治療の効果に影響する因子につい
ての解析を行い、放射線治療成績を向上させることを目的とし
た研究を行っています。

医学科 放射線医学講座

教　授　橋本　学
講　師　安倍　明
助　教　髙木　倫子
助　教　和田　優貴

甲状腺癌に対する根治的・緩
和的放射線治療に関する研
究

手術ができない甲状腺癌には分子標的薬という薬物療法がお
こなわれますが、癌が気管や血管に浸潤していると分子標的薬
は副作用のリスクが高いことがわかっています。手術できない
甲状腺癌や、甲状腺癌の転移病変に対する放射線外照射の有
用性や安全性について研究しています。

医学科 放射線医学講座

教　授　橋本　学
講　師　安倍　明
助　教　髙木　倫子
助　教　和田　優貴

緩和的放射線治療の有効
性、安全性に対する研究

癌病変による疼痛や出血に対して放射線治療が有効であること
はわかっていますが、中には期待した効果が得られなかった
り、思いがけない副作用が起きることがあります。緩和放射線
治療の効果や副作用に影響する因子を研究することで、緩和
放射線治療の有効性、安全性の向上を目指した研究を行って
います。また、同一部位に再度放射線を当てる「再照射」に関す
る研究も行っています。

医学科 放射線医学講座

教　授　橋本　学
講　師　安倍　明
助　教　髙木　倫子
助　教　和田　優貴

高齢者に対する放射線治療
の研究

高齢化により、高齢の癌患者が増えています。御高齢の場合、
体力の低下や合併症により、手術などの侵襲が高い治療がで
きない場合があります。放射線治療は比較的侵襲は少ないもの
の、高齢者の場合は予期せぬ副作用を来すことがあります。高
齢者に対する放射線治療の安全性や有効性についての研究を
行っています。

医学科
麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

教　授　新山　幸俊
助  教　山本　夏子

吸入麻酔薬による術後認知
機能低下の機序と硫化水素
の効果と役割

有毒ガスとして知られている硫化水素は脳内で微量に産生さ
れ、神経伝達調節・保護作用を持ち、ラットアルツハイマーモデ
ルでの病気の進行を抑制し，記憶のシナプスモデルである海馬
長期増強（LTP)の誘導を促進することが報告されています。ま
た、高齢ラットでは海馬硫化水素の低下を認め、硫化水素を投
与することでLTPの障害を軽減することもわかっています。我々
は高齢者における脳内硫化水素の産生・作用機構の異常が，
吸入麻酔による全身麻酔後の術後認知機能低下に関与してい
ると仮説を立て，高齢ラットに硫化水素を投与して麻酔・手術を
行い、学習・行動試験や電気生理学的実験により術後認知機
能障害が抑制されるかどうかを検討しています。
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医学科
麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

教　授　新山　幸俊
准教授　木村　哲
助  教　堀越　雄太

術後認知機能障害の発生に
おける脳由来神経栄養因子
とその前駆体が果たす役割

全身麻酔や手術後に生じる術後認知機能障害（postoperative
cognitive dysfunction : POCD）が持続すると，生活の質が低下
したり死亡率が高くなったりすることが知られています。
POCD発生の機序は未だに解明されていません。我々は神経
細胞の生存や再生，維持に重要な役割を果たしているタンパク
質（脳由来神経栄養因子とその前駆体）に着目し， POCD発生
においてこれらのタンパク質が果たす役割を解明するために研
究しています。

医学科
麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

教　授　新山　幸俊
准教授　木村　哲
助  教　堀越　雄太
大学院生　厨川　千香

術後認知機能障害における
Rhoキナーゼ阻害薬の予防
効果と作用機序の探求

術後認知機能障害（postoperative cognitive disfunction
:POCD）は手術・麻酔を契機として発症する高次脳機能障害で
す。その発症には神経炎症による血液－脳関門の破綻が関与
すると考えられていますが、Rhoキナーゼ阻害薬であるファスジ
ルは神経炎症を抑制すると報告されています。我々はファスジ
ルがPOCD発症を抑制する可能性があると考え，それを解明す
るために研究を進めています。

医学科
麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

教　授　新山　幸俊
講　師　合谷木　徹
大学院生　根本　晃

術後認知機能障害における
骨格筋制御因子ミオスタチン
の役割

骨格筋衰退により認知機能が低下することは広く知られていま
す。反対に、運動負荷により認知機能が改善することも明らかと
なっています。術後認知機能障害に対する骨格筋量が及ぼす
影響は未だ十分に解明されていません。
骨格筋制御因子ミオスタチンノックアウトマウスを用いて、術後
認知機能障害への影響を行動試験、海馬内神経栄養因子、免
疫染色などを様々な観点から評価しています。

医学科
麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

教　授　新山　幸俊
講　師　合谷木　徹
大学院生　根本　晃

高齢化に伴うサルコペニアを
基軸とする術後認知機能障
害の統合的理解

術後認知機能障害は加齢が1つのリスク因子となる。高齢化に
よりサルコペニアも発症率が上昇し、認知機能との関連も報告
されています。しかし、術後認知機能障害とサルコペニアとの関
連は解明されていません。
われわれは不動化による2次性サルコペニアモデルラットを使
用して、術後認知機能へ及ぼす影響およびサルコペニアを防止
する各種の方法により、POCDを軽減できるか検討しています。
その中で、運動負荷（リハビリテーション介入）による予防効果、
薬剤による予防効果を調査し、原因・防止対策を探求していま
す。

医学科　精神科学講座 教 　授　三島　和夫
精神疾患の病態解明のため
のレジストリ研究

精神疾患の病態解明に必要となる臨床情報（精神症状、認知、
覚醒、気分調節機能など）を系統的に収集して臨床研究を推進
するためのプラットフォームを作成しています。

医学科　精神科学講座 教 　授　三島　和夫 自己免疫性脳炎と精神症状

脳炎は身体の疾患ですが、精神症状を生じ発症当初は精神科
疾患と診断されるケースもあります。精神科を受診する患者さ
んから、脳炎を早急に診断し、適切な治療に導入する研究を
行っています。

医学科　精神科学講座 准教授　太田　英伸 赤ちゃんの睡眠

赤ちゃんは胎児のときから出生後の睡眠の準備を始め、外界
への適応をスムーズに行おうとしています。その睡眠のメカニズ
ムを利用すると人工的に赤ちゃんの睡眠の発達をサポートする
ことも近年可能となってきました。

医学科　精神科学講座 講 　師　竹島　正浩
うつ病における生理的過覚醒
の実態調査

生理的過覚醒と呼ばれる過剰な目覚めや過敏性はうつ病の病
態の1つと考えられていますが、うつ病が回復した後に過覚醒が
十分に改善していなければ再発リスクが高まります。その実態
解明とメカニズムの研究を行っています。

医学科　精神科学講座 講 　師　竹島　正浩
精神科入院患者における静
脈血栓塞栓症発症のリスク
因子の探索

静脈血栓塞栓症（VTE）は突然死の原因となります。精神症状
による活動性の低下や、精神医療で用いる向精神薬がVTEの
発症リスクに関連しているか研究しています。

医学科　精神科学講座 助 　教　今西　彩
過眠症の眠気と発達障害
の眠気について

過眠症での「眠気」と、発達障害での「眠気」は違うものなのか
を、睡眠検査デバイス、心理検査、評価尺度などを用いて調
べ、発達障害の患者さんの悩みである眠気のメカニズムと治療
法を研究しています。

医学科　微生物学講座
教　 授　海老原　敬
助　 教　高須賀  俊輔
助　 教　立松　恵

免疫細胞による炎症の記憶

最近、BCG接種によりコロナウイルス感染症を軽症化できるの
ではないかという噂を耳にしたことがあると思います。BCGとコ
ロナウイルスは異なる病原体なので、免疫細胞の病原体に対
する記憶という概念では、この現象は説明付きません。そこで、
私たちは、免疫細胞による炎症の記憶に関する研究を進めてい
ます。
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医学科　微生物学講座
教　 授　海老原　敬
助　 教　高須賀  俊輔
助　 教　立松　恵

遺伝子改変疾患モデルマウ
スの開発

病気が発症する仕組みは多くの動物で保存されています。胚性
幹細胞（ES細胞）の遺伝子操作によって、特定の遺伝子機能が
異常なマウスを作製しています。がんやアレルギー、炎症性疾
患、神経変性疾患、心筋症、代謝異常症などのヒト疾患とよく似
た病態を表すマウスを活用して、疾患原因の解明や治療法の
探索を行っています。

医学科　微生物学講座 助   教　高須賀  俊輔 成長障害の分子機構

細胞内のエネルギーを産生するミトコンドリアの機能障害は、さ
まざまな臓器・組織での臨床症状の発現につながります。私た
ちは、生後の発達障害を示すマウスの肝臓ミトコンドリアに、異
常な脂質が蓄積していることを発見しました。この脂質の機能と
発達障害が起きる仕組みの解明を進めています。

医学科　微生物学講座 助　 教　立松　恵
好中球分化制御についての
研究

好中球は細菌感染に対する防御反応において非常に重要な細
胞で、不足すると様々な感染症を引き起こします。好中球減少
症に関連する好中球分化障害のメカニズムを解明するための
研究を行っています。

医学科
救急・集中治療医学講座

教　授　中永　士師明
准教授　奥山　学
特任助教　佐藤　佳澄

急性血液浄化療法の開発
重症患者に対して新しい血液浄化療法を開発し、生存率を向上
させる研究を行っています。

医学科
救急・集中治療医学講座

教　授　中永　士師明
特任助教　入江　康仁

新型コロナウイルス感染に対
する漢方治療の研究

COVID-19に対する漢方治療の有用性について研究を行ってい
ます。

医学科
救急・集中治療医学講座

教　授　中永　士師明 院内トリアージ方法の研究

救急搬送を円滑に行い、救命率を向上させるためのトリアージ
（緊急度判定）の研究を行っています。
特に秋田県内の介護施設からの救急搬送を円滑に行うために
新しいシステムの構築を行っています。

医学科　分子生化学講座
教　 授　田中  正光
准教授　栗山　正
助   教　伊藤　剛

がんのサポーター達

悪性腫瘍（がん）は癌細胞が主役として解析されてきましたが、
最近はそれを取り巻く細胞達（間質細胞）が癌細胞を助ける、い
えもっと積極的にリードしている様子が分かりつつあります。イ
ケメンで優しかったジェダイもダークサイドに落ちてしまう事があ
るように、元々は正常組織だった間質細胞が、どういう経緯で癌
細胞をサポートするようになるのか？その中には線維芽細胞、
マクロファージや脂肪細胞など多種類の間質細胞が含まれま
す。これら癌のサポーター達の間でどういう連携をとっているの
かを調べる事で、後方支援や癌細胞をけしかける事を止めさせ
る新規治療を目指しています。

医学科　分子生化学講座
教　 授　田中  正光
准教授　栗山　正
助   教　伊藤　剛

ピンチの切り抜け方（がん生
物学）

癌に対して多くの化学療法（抗癌剤による治療）が現在行われ
ていますが、それらの薬に抵抗して耐性を持つことが、癌治療
の大きな問題点です。実際の抗癌剤治療を受けた患者さんの
標本を顕微鏡で見ると、元とはだいぶ顔つきが変わった癌細胞
が多く見られる事があります。実はこれ、癌細胞が薬による死
から逃れようとして変顔になっている現場ではないかと思い調
べています。主に細胞分裂のシステムを特別にする事でピンチ
をやり過ごし、投薬を止めるとまた通常のモードに戻る仕組みな
どを研究しています。

医学科　分子生化学講座
教　 授　田中  正光
准教授　栗山　正
助   教　伊藤　剛

吸血鬼は伝搬する（がん生物
学）

がん細胞は自身の情報を周囲に拡散して、それを受け取った正
常な細胞の特性を変えさせ、がんにとって好ましい手下を作る。
この手下達を増やすには、癌細胞自身が一から正常細胞を教
育してゆくだけでは非効率である。吸血鬼に噛まれると吸血鬼
になるように、手下が新規の手下を作り出す連鎖的な機構があ
る事を調べています。この事はがん特有のサイトカインを産生
する細胞を爆増する現象などに繋がり腫瘍の悪性度を促す原
因になると考えています。

医学科
分子病態学・腫瘍病態学講座

教　 授　大森　泰文
助　 教　山本　洋平
助　 教　廣嶋　優子

細胞と細胞の会話を聞く

実は、細胞と細胞はいろいろな方法でおしゃべりをしています。
人間社会と同じです。愛の言葉を囁き合ったり、悪口を言った
り、騙し合ったりもします。優しい言葉をかけられた細胞は素直
に育ちますが、いじめられた細胞は非行に走ってしまい、このよ
うな細胞が将来「がん」になってしまうのです。細胞と細胞の会
話を盗み聞きすることで、「がん」の成り立ちと制御を研究してい
ます。
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医学科
分子病態学・腫瘍病態学講座

教　 授　大森　泰文
助　 教　山本　洋平
助　 教　廣嶋　優子

皮下脂肪と内臓脂肪のどちら
が悪者か

皮下に脂肪が貯まると体型が崩れます。一方、内臓に脂肪が貯
まると、いろいろな病気が発生します。これは、皮下の脂肪細胞
と内臓の脂肪細胞の役割が違うからです。肝臓病を引き起こす
のは皮下脂肪なのか内臓脂肪なのか、また２種類の脂肪細胞
はどのように役割が違うのかを研究しています。

医学科
分子病態学・腫瘍病態学講座

教　 授　大森　泰文
助　 教　山本　洋平
助　 教　廣嶋　優子

細胞の被害妄想とがん

ストレスを受けると多くの人は落ち込んでしまいますが、中には
逆に発奮する人もいます。細胞も同じです。ストレスによりむし
ろ元気に、攻撃的になってしまう細胞もいます。そして、ストレス
もないのに「ある」と思い込んで、意味もなく元気になる細胞さえ
いるのです。これが「がん」の芽になる細胞ではないかと考えて
研究しています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

教　授　飯島　克則
准教授　松橋　保

消化器内視鏡領域のデバイ
ス開発

消化器領域は、内視鏡を用いた診断、治療が発達しています。
内視鏡検査では、細い管を口、鼻孔、肛門から体内に挿入し、
消化管に生じた病変を直接観察することで診断し、さらに、病変
をみながら種々の治療法が開発されています。当教室でも秋田
大学工学部と共同研究して、内視鏡関連の新しい治療デバイス
開発、または、東京の企業と共同して、人工知能（AI）を用いた
早期がんの拾い上げに関しての研究をしています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

教　授　飯島　克則
飲酒（アセトアルデヒド代謝酵
素遺伝子多型）と消化器癌の
関連

秋田県は、食道癌、胃癌、大腸がんなどの消化管癌の死亡率
が高く、全国でもワースト１－２位となっています。この原因の一
つとして、秋田県で多いアルコール摂取が考えられます。アル
コールは、体内でアセトアルデヒドに代謝されますが、このアセ
トアルデヒドには発がん作用があることが知られています。当教
室では、アセトアルデヒド代謝酵素活性の個人差（遺伝子多型）
と種々の消化器癌との関連についての研究をしています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

教　授　飯島　克則
消化器癌の性差に関しての
研究

食道癌、胃癌、大腸癌は、いずれも男性に多く発生することが
知られており、その原因として、女性では、性ホルモンであるエ
ストロゲンに発癌抑制作用があることが知られています。当教
室では、食道癌とエストロゲンの関連について研究しています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

助　教　下平　陽介
炎症性腸疾患における小胞
体ストレス応答の研究

炎症性腸疾患の病態に小胞体ストレス応答が関与していること
が推測されています。腸管上皮細胞における小胞体ストレス応
答について特にオートファジーやアポトーシスとどのように関わ
るかに着目して研究を行っています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

講　師　菅原　正伯
助　教　鎌田　幸子

トゥレット症候群の治療研究
トゥレット症候群は重症なチック症状を主症状とする治療法がい
まだ確立されていない疾患です。トゥレット症候群に対する有効
な治療薬の研究を行っています。

医学科
消化器内科学・神経内科学講座

講　師　菅原　正伯
助　教　鎌田　幸子

神経難病の療養環境整備に
関する研究

神経難病のように医療依存度の高い療養者のケアには、特殊
な知識と技術が必要とされ、またコメディカルや地域医療との連
携体制も必須です。療養支援ニーズについて分析し，難病患者
さんをを支援するより良いシステムの構築について研究してい
ます。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
お薬はさじ加減が重要：
慢性骨髄性白血病の個別化
治療に関する研究

慢性骨髄性白血病に対するチロシンキナーゼ阻害剤の薬物動
態の検討から個別化医療を目指す研究を行っています。血中
濃度と薬物の輸送蛋白や薬物代謝に関わる酵素に個人差があ
ることから、より副作用を減らし治療効果を高めた治療方法の
開発を目指しています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
がんが飲み薬だけで治る！
慢性骨髄性白血病の薬物中
止試験に関する臨床研究

がんを飲み薬だけで治す慢性骨髄性白血病に対する分子標的
薬はがん治療のモデルケースです。一生飲み続けなければい
けないと言われていたチロシンキナーゼ阻害剤の中止試験を
全国の多施設共同研究として行い、治療中止を成功させるため
のサロゲートマーカー・バイオマーカーの検討から、より多くの
患者が治療中止できる方法を開発し、将来の治療ガイドライン
につなげたいと考えています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教　授　髙橋　直人
助　教　小林　敬宏

免疫でがんを治す：
造血器腫瘍における抗腫瘍
免疫の研究

日本から世界に発信された腫瘍免疫を利用したがんの免疫療
法がさまざまながんで効果をあげています。血液のがんに対す
る骨髄移植も抗腫瘍免疫を利用した治療ですが、お薬のみで
抗腫瘍免疫を利用できる可能性があります。造血器腫瘍におけ
る抗腫瘍免疫のメカニズムについて研究し、臨床応用を目指し
ています。
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医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
助   教　池田　翔
助　教　北舘　明宏

なぜ細胞はがん化するのか：
悪性リンパ腫のマイクロRNA
の研究

悪性リンパ腫などの細胞のがん化には遺伝子の異常の累積に
加え、遺伝子の調整に関わっているエピゲノムの異常が知られ
ています。マイクロRNAはエピゲノムによる制御機構のひとつ
で、特定のマイクロRNAの発現の低下や上昇が細胞の増殖や
細胞死であるアポトーシスに 関与していることを明らかにして、
今後の治療法の開発につながる研究を行っています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
准教授　亀岡　吉弘
助　教　北舘　明宏

治りやすさ治りにくさを予測す
る：
悪性リンパ腫のPET-CTを用
いた予後予測の研究

PET-CTを使った代謝マーカーとリンパ腫の遺伝子発言プロファ
イルを組み合わせて疾患予後を予測し、層別化治療（より予後
の悪いと予測される人には強い治療を、予後が良いと予測され
る人には減弱した治療を）を開発する研究を行っています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
助   教　池田　翔

多発性骨髄腫の根治に向け
た治療法の開発

多発性骨髄腫は血液のがんの一つで高齢者に多く、難治性の
病気です。特に骨髄のニッチの低酸素環境に潜む骨髄腫細胞
が治療感受性がないことが知られており、低酸素環境でがん細
胞内におきる特徴的な分子生物学的な変化を利用した治療方
法を考案しています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
助   教　斎藤　雅也
助   教　加賀　一

腎臓病におけるトールライク
レセプターの発現に関する研
究

腎臓病の一つであるIgA腎症は、感染症を契機に発症し腎にIgA
が沈着する疾患である。この疾患における末梢血単核球のトー
ルライクレセプターTLR発現について検討し、TLR4はIgA腎症で
有意に上昇していることを明らかにした。現在は、糖尿病性腎
症や腎硬化症の末梢血単核球におけるTLR2と4のmRNA発現
の検討し、病因との関連を明らかにし、TLRの阻害が治療戦略
に成り得るか検討しています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
准教授　亀岡　吉弘

新しいお薬を開発する：
造血器腫瘍のおける開発臨
床試験

造血器腫瘍の分子生物学的な研究から多くの分子標的薬が設
計され、お薬となるまで世界中で開発臨床試験が行われていま
す。秋田大学の血液内科では世界の最先端の治療方法を提供
できるように多くの開発臨床試験に参加し大学病院の臨床研究
支援センターと協力しながら安全に行っています。

医学科
血液・腎臓・膠原病内科学講座

教   授　髙橋　直人
講　 師　鵜生川　久美

哺乳類の赤血球にはなぜ核
がないのか？
ヒト赤血球造血のメカニズム
を明らかにする研究

哺乳類の赤血球には核がありません。赤血球造血の最終段階
で核を放出（脱核）して赤血球になるためです。なぜ・どのように
脱核するのかを中心に、ヒト末梢血造血幹細胞から分化誘導し
た赤芽球を用いて研究しています。将来的に、iPS細胞から輸
血用赤血球を作り出したり、骨髄異形成症候群などの病因特定
につながることを目指しています。

医学科 消化器外科学講座
教　授　山本　雄造
准教授　打波　宇

肝臓のプレコンディショニング
研究

肝臓がんを治すために大量の肝切除が必要な場合、残される
肝臓が少なすぎたり、肝細胞の働きが低かったり、手術操作で
肝臓にストレスが加わったりすると、残った肝臓だけでは生命を
維持できません。もし、残される肝臓を手術前に大きくしておい
たり、肝臓を鍛えてストレスに強くしたり、潜在的な再生能力を
高めたり出来れば、たくさんの患者さんを手術で治せます。動物
実験等でその方法を開発し、分子生物学的手法でメカニズムを
明らかにしています。

医学科 消化器外科学講座
教　授　山本　雄造
助　教　阿部　ゆき

外腸骨静脈の人工血管再建
の意義と安全性に関する研
究

膵臓がんの手術では小腸の血液を肝臓に運ぶ門脈という血管
を合併切除することでこれまで手術不能であった患者さんを助
けることができるようになっています。ところが、切り取った門脈
の代わりに使う血管を脚から採取するのですが、代わりに脚が
腫れてしまいます。そこで、脚の血管の欠損部を人工血管で置
換した場合の安全性やリスクを評価研究をしています。

医学科 消化器外科学講座 教　授　山本　雄造
肝静脈分岐における新規分
類の作成

肝臓へ流れ込んだ血液は肝静脈から出て、下大静脈という大
血管を通じて心臓に戻っていきます。肝臓はたくさんの区域に
分かれており、肝臓を切除する際には肝静脈の切離も必要にな
ります。それぞれの区域から出た静脈は合流して最終的に左・
中・右肝静脈の3本になります。これらの内、左肝静脈の分岐は
多岐にわたるため、肝切除の際に、複雑な分岐のため、術後に
血液のうっ滞が生じることがあります。そこで、CT画像を3D化
し、多くの患者さんのデータを用い、肝静脈の分岐形態を細分
化し、新たな静脈分岐の分類作成を試みています。
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医学科 消化器外科学講座 助　教　中川　康彦

ATP依存性カリウムチャネル
によるラット肝切除後の残肝
増殖における遺伝子発現解
析

肝切除の後、肝細胞の再生や増殖を加速させることができれ
ば、患者さんの回復もよくなり、合併症も減らせます。肝臓のエ
ネルギー産生の中心であるミトコンドリアに存在するイオンチャ
ンネルをある化学物質で開いてやると再生が加速されることが
これまでの研究でわかってきました。この現象を将来臨床で使
えるように、また、新たな薬を開発できるようにそのメカニズムを
DNAマイクロアレイなどを用いて、分子生物学的に調べていま
す。

医学科　胸部外科学講座
教　授　南谷　佳弘
准教授　今井　一博

外科手術中に正確な癌の診
断を可能にする方法の開発

抗原抗体反応を利用して、細胞内のタンパクを見る方法を「免
疫染色」と言いますが、その反応には多くの時間がかかります。
私たちは、電気の力を借りることによって、スライドガラスに乗る
液体を素早く混ぜ、反応を促進する技術を開発しています。この
原理を応用することによって、それまで２時間以上かかっていた
「免疫染色」の行程時間を、「２０分」まで短縮することができまし
た。手術中でも、より精度の高い癌の診断を行い、治療法を決
定することができます。

医学科　胸部外科学講座
教　授　南谷　佳弘
講　師　寺田　かおり

乳癌手術中の迅速で正確な
リンパ節転移診断

乳癌がいちばん最初に転移するリンパ節をセンチネルリンパ節
と言います。手術でこのリンパ節を見つけ出し、手術中に顕微
鏡で観察して、癌の転移があれば、他のリンパ節も切除します。
転移がなければ不要な切除は省略でき、患者さんの負担の軽
減につながります。上記の「外科手術中に正確な癌の診断を可
能にする方法の開発」を乳癌の手術にも応用して、より正確で
速い、リンパ節転移診断の方法を開発しています。

医学科　腎泌尿器科学

教　授　羽渕　友則
准教授　成田　伸太郎
准教授　斎藤　満
講　師　沼倉　一幸

腎泌尿器疾患に対する新規
の診断と治療の開発

〇ロボット（＝ダヴィンチ）支援手術や内視鏡手術の改良を行
い、手術の侵襲（負担）をより軽くする最先端の研究や手術を
行っています。
〇肥満や高脂肪食で癌が進行する、って知ってますか？近年、
非常に増加傾向にある泌尿器癌の背景となっている高脂肪食
や肥満の影響を分子レベルで解明しています。
〇腎移植を日本でも有数の件数施行しています。この腎移植の
成績向上のための新規免疫抑制の方法や個別化医療の最先
端研究を進めています。
〇腎臓、腎盂尿管、膀胱、前立腺、精巣などの癌の発生機序の
分子レベルの解析と新規診断、新規治療法や新規治療標的分
子を見つけています。

医学科　臨床腫瘍学講座 教　授　柴田　浩行 「がん」の作り方
明治の頃、山極勝三郎は苦心惨憺して「がん」を作った。　　そ
の鍵は遺伝子にあった。今や「がん」の設計図を手にした我々
は遺伝子改変技術で「がん」を作り、解析できる。

医学科　臨床腫瘍学講座
教　授　柴田　浩行
助　教　福田　耕二

What is your cancer?
「がん」にも個性がある。「がん」には弱点がある。遺伝子を解析
することで、それらが分かる。「がんゲノム診療」は新しい医療の
未来を切り開く。

医学科　臨床腫瘍学講座
教　授　柴田　浩行
助　教　島津　和弘

「がん」の糧道を断て！
難攻不落の「がん」を支えるライフ・ライン、「腫瘍血管」。このア
キレス腱を攻撃する治療法に挑む。

医学科　臨床腫瘍学講座
教　授　柴田　浩行
助　教　吉田　泰一

「がん」を予防できるか？
毒物ではなく、毎日の食事で、「がん」を未病のうちに抑える。そ
こに免疫細胞の働きは？「医食同源」の実現を目指す。

医学科　臨床腫瘍学講座
教　授　柴田　浩行
医　員　田口　大樹

がんの「クスリ」を求めて
「クスリ」はどうやって作るのか。それには神が創る場合と人が
神を真似て作る方法とがある。創薬はいわばトレジャー・ハン
ティング。誰が幸運を射止めるのか？

医学科 地域がん医療学講座 教 授　本山　悟 ロボット支援下食道癌手術

食道癌の手術は操作範囲が頚部、胸部、腹部に及ぶため、患
者負担がとても大きく、高度な技量を必要とする難易度の高い
手術です。私たちは、「ダヴィンチ」と呼ばれる手術用ロボットを
この食道癌手術に導入し、患者さんに対する侵襲が少しでも小
さくなるように、そしてより精度の高い手術が行えるように、日々
研究を重ねています。

医学科 地域がん医療学講座 教 授　本山　悟
食道癌リンパ節転移リスク診
断法の開発

食道癌は容易にリンパ節転移を引き起こしやすい癌です。そし
て、この「リンパ節転移」が治療法および治療後の経過に大きく
関与しています。ところが、転移リンパ節は数mm大と非常に小
さく、精度の高い画像診断機器でも完全に診断することができ
ません。これに対して私たちは、「CRP遺伝子」を使った新規の
「リンパ節転移リスク診断」法の開発を行っています。
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医学科 地域がん医療学講座 教 授　本山　悟
アカデミアからみた秋田県が
ん医療施策

秋田県がん医療改善のためには、高いがん死亡率からの脱
却、急増する高齢がん患者に対する適切ながん医療の提供、
がん治療成績の地域間あるいは施設間格差の解消、マクロ施
策とミクロ施策に別けた対策が必要だと考えます。私たちは秋
田県内各医療圏のがん統計、社会情勢を詳細に分析し、秋田
県がん医療改善策を模索しています。

 医学科　心臓血管外科学講座
医　員　桐生　健太郎
教　授　山本　浩史

心臓血管外科周術期におけ
る骨格筋電気刺激によるリハ
ビリテーション

心臓の手術では心臓を一度止め、その後再鼓動させる必要が
あります。手術の負担が大きく、術後は薬で眠った状態で、集中
治療室で数日過ごすことになります。術後のリハビリは特に高
齢者において早く進めていくの理想ですが、このような理由か
ら、自発的な運動は困難です。そこで昔のアブトロニック、今は
シックスパッドの様な装置を鎮静下の患者に使用することで術
後早期からのリハビリを行い、術後の筋力維持、QOLの改善へ
の貢献を研究しています。

 医学科　心臓血管外科学講座 医　員　高木　大地
肺静脈心筋の電気生理学的
研究

世界で一番多い心房細動という不整脈は、肺静脈という心臓で
はないところにある心筋より発生することが知られています。
種々の動物の肺静脈心筋の電気生理学的研究を行うことで、
心房細動の原因を担う電気的な性質を明らかにするための研
究を行なっています。

 医学科　心臓血管外科学講座 医 　員　田中　郁信
術後QOL(Quality of Life:生活
の質)から見た高齢者心臓血
管外科手術

現在平均余命の延長に伴い80歳以上のおじいちゃん，おばあ
ちゃんに対して手術を行う機会が増えています。手術をすること
で、元気に退院できる患者さんも多くいますが，手術によって著
しく体力が低下するために，術前よりも質の低い生活、場合に
よっては寝たきりの状態になってしまう患者さんもいます。そこ
で、患者さんが手術を受けるか受けないかの判断するために
は、手術を受けることで自分がどのような状態になりやすいかな
どの情報が非常に重要になります。手術を受けた患者さんや、
受けなかった患者さんの状態を調べ、どのような患者さんの場
合には手術を受けることでメリット受け、どのような患者さんの
場合手術を受けないことがメリットであるかを研究しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

糖尿病による骨や筋の萎縮
予防について

動物モデルを用いて糖尿病による骨折や身体機能低下を、運
動や薬が予防・改善できるか研究しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

骨折が早く治るために
動物の骨折モデルを用いて、どうすれば骨折が早く治るか研究
しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

肥満に対する運動と薬の効
果

動物モデルを用いて、肥満や骨折を運動や薬がどの程度予防・
改善できるか研究しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

慢性腎臓病による骨や筋の
萎縮予防について

動物モデルを用いて慢性腎臓病に伴う骨折や筋力低下を、運
動や薬が予防・改善できるか研究しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

寝たきりにならないために 運動や薬で寝たきりにならないような対処法を研究しています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講　 師　粕川　雄司
助　教　野坂　光司
医　員　土江　博幸

骨折による痛みを減らす研究 薬物治療で骨折による痛みを減らす研究をしています。
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医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

秋田県における脊椎手術
秋田県内の脊椎手術の数や内容を調査・分析し、脊椎の病気
に対する手術の改善に取り組んでいます。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

高齢者の転倒予防
転んで骨折することが多い高齢者の筋力や姿勢の特徴を調
べ、その対策により高齢者の転倒を防ぐことを目指しています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

高齢者に対する包括的ソー
シャルサポート

高齢者に対して身体的・精神的・社会的に多方面から支援を行
い、一人暮らしの多い高齢者の身体・精神・生活環境の改善に
取り組んでいます。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

脊椎手術のロコモ改善効果
脊椎の病気に対する手術が、運動機能が低下するロコモティブ
シンドローム（ロコモ）を予防・改善できるか検討しています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

超高齢者に対する脊椎手術
治療成績

秋田県は世界一の超高齢県であり，先進国の未来を映し出す
モデル地域である。超高齢者の手術治療成績を検証していま
す。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

リウマチ患者の脊椎疾患
秋田県のリウマチ調査から，脊椎関連疾患の頻度と推移，薬に
よる治療効果などを評価しています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

頚椎疾患の手術治療成績
頚椎手術調査から治療成績を向上させる因子の解析を行って
います。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
助   教　石川　慶紀
医   員　工藤　大輔

秋田県における脊髄損傷の
疫学調査

最も高齢化が進んでいる秋田県における脊髄損傷の受傷原
因、発生率、重症度、急性期治療の動向を調査しています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

高齢者のせぼねの変形など
の病気に対する家庭でできる
運動療法

高齢者で多い，せぼねの変形や，痛みに対して，家庭でできる
ような安全で効果のある運動の研究をしています。

医学科　整形外科学講座

准教授　宮腰　尚久
講   師　本郷　道生
講   師　粕川　雄司
医   員　工藤　大輔

側弯症の早期発見と治療

小児期から思春期にかけて発生する側弯症は，進行すれば手
術が必要になります。早期発見のため，学校検診が行われてお
り，その効果を検証しています。さらに装具による側弯症の治療
の効果を検証しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
准教授　松永　俊樹
講   師　本郷　道生

3次元筋骨格モデルを用い
た，高齢者の脊柱変形の解
析

3次元筋骨格モデルというコンピューターシミュレーションによ
り，高齢者のせぼねの変形に対する，新しいリハビリテーション
や手術を再現する研究を行っています。
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医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　粕川　雄司
医   員　土江　博幸

非定型大腿骨骨折と低ビタミ
ンD血症との関係

非定型大腿骨骨折の発生要因の一つとして、低ビタミンD血症
が関係しているかを調べています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　粕川　雄司
医   員　土江　博幸

神経内科疾患と骨代謝
神経疾患により体の動きに制限がある患者において、骨代謝が
健常人とどのように異なっているかを調べています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

粘液線維肉腫の遠隔転移と
予後に関与する原因の解明

粘液線維肉腫という悪性腫瘍は、肺などに転移を発生させる事
で命を奪う事があるため、生命予後を悪くする要因を調べてい
ます。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

アクリジンオレンジによる軟
部肉腫局所再発の抑制効果

アクリジンオレンジという試薬は、軟部組織に発生する悪性腫
瘍(軟部肉腫)に対して再発を抑制する効果が期待されていま
す。当院における軟部肉腫患者さんに対するアクリジンオレン
ジの効果を調べています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

超高齢発症の軟部肉腫症例
の治療成績の検討

高齢化が進む近年、85歳以上の超高齢者に悪性腫瘍が発生す
る事がしばしば見られるようになったため、このような超高齢者
に対して、適切な治療方法を調べています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
講   師　永澤　博幸
医   員　土江　博幸

骨軟部腫瘍におけるデノスマ
ブ使用患者の骨代謝

骨に転移したがんや、骨巨細胞腫という骨腫瘍に対して、デノス
マブという、骨吸収を抑制する薬剤が使用されます。この薬剤を
使用する事での正常骨組織への影響を調べています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助   教　齊藤　英知
医   員　斉藤　公男

変形性膝関節症に対する膝
関節温存手術（膝周囲骨切り
術）について

膝関節温存手術は日本で古くから発展してきた手術技術です。
当科では、欧州から最新の技術を導入し、日本の技術と融合す
ることで良好な成績を得てきました。最新の光学式歩行解析装
置や各種センサーを用いてモダンな歩行解析を行い世界にア
ピールしています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　齊藤　英知
医　 員　斉藤　公男

変形性膝関節症患者さんの
膝関節面傾斜

歩行時の膝関節面は地面に対して平行ですが、変形性膝関節
症では傾いています。最新の膝周囲骨切り術を施行するとその
関節面傾斜は再度水平化していることが判明しました。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　齊藤　英知
医　 員　斉藤　公男

変形性膝関節症の病態に関
する研究

変形性膝関節症の病態については未だ未解明な部分が多いで
す。当科では、single photon emission computed tomographyと
いう画像装置を用いて、病態解明に迫っています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　木島　泰明
医　 員　河野　哲也

高齢者の股関節の骨折につ
いて

高齢者に多い股関節の骨折について、独自の分類を作成し、そ
の分類に基づいた新しい治療体系を作ることで、怪我をしてし
まった高齢者がより早く社会に戻ることができる治療法を世界に
向けて発信しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　木島　泰明
医　 員　河野　哲也

股関節の人工関節について

股関節の軟骨がすり減ってしまい、人工の関節に取り換える手
術を受けなくてはいけなくなってしまった患者さんが、痛みなく、
より早く社会復帰するための、独自の手術方法や独自の手術
後の評価の方法などについて研究しています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　齊藤　英知
助　 教　木島　泰明

成長期アスリートのスポーツ
障害について

中学生のスポーツ選手を中心にスポーツ検診を行い、どのよう
な競技のどのような選手にどのような怪我や障害が起こりやす
いかを研究することで、怪我や障害の予防に役立てています。

医学科　整形外科学講座
准教授　宮腰　尚久
助　 教　齊藤　英知
助　 教　木島　泰明

高齢者の膝関節の痛みにつ
いて

高齢者を中心に骨や関節に関する検診を行い、高齢者の膝関
節の軟骨が減ったことによる痛みが起きるメカニズムを研究す
ることで、高齢者が健康な状態で長く過ごせる方法を追求して
います。
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医学部附属病院
リハビリテーション科

准教授　宮腰　尚久
准教授　松永　俊樹
助   教　齊藤  英知
医   員　斉藤  公男

高齢者の転倒防止を目的とし
た６軸座位バランス機能評
価・訓練装置の開発

高齢者の転倒予防においてバランス機能評価は非常に重要で
すが、立位及び歩行でのバランス機能評価は評価そのものが
転倒リスクとなり正確なバランス機能評価を行えない場合があ
ります。私たちは座位という安全面でのメリットを確保しながらバ
ランス能力の評価を可能にするため、座面に水平外乱刺激を加
えた状態で重心動揺が計測できる座位バランス機能評価装置
を開発しました。本研究では装置を更に発展させ、座面に三次
元的に任意の外乱刺激を加えられるシステムを開発しより安全
で正確なバランス計測装置を開発しています。

医学部附属病院
リハビリテーション科

准教授　宮腰　尚久
准教授　松永　俊樹
医　 員　斉藤  公男

新型リハビリテーションロボッ
トの開発

病気や怪我で手足が不自由な患者さんのリハビリテーションを
行う新型ロボットを、理工学部機械工学科や秋田工業高等専門
学校などとの共同研究で開発しています。将来は、再生医療に
おけるリハビリテーション医療の強力なツールとして実用化が期
待されています。

医学科
皮膚科学・形成外科学講座

教　授　河野　通浩
皮膚バリア機能の研究からア
トピー性皮膚炎を治療し、予
防する

皮膚の表面にある角質は、外界から体を守るバリアとして働い
ており、アトピー性皮膚炎の発症にも関係していることが分かっ
ています。私たちは、(1)培養細胞で、このバリアの重要成分で
あるセラミドの解析を行い、新しい治療法の開発を目指していま
す。さらに、(2)角質バリアの強さには、生まれつきの体質、つま
り遺伝子も関係しているので、皆さんの遺伝子を解析して、アト
ピーだけでなく、食物アレルギーや花粉症などの予防をする方
法の開発を目指しています。

医学科
皮膚科学・形成外科学講座

教　授　河野　通浩
皮膚の遺伝病のあたらしい治
療法の開発（1）〜色素異常
症〜

いろいろな皮膚の遺伝病が知られていますが、治療法が開発さ
れている病気はほとんどありません。私たちは、これまでに患者
さんの協力により遺伝子解析を行い、(1) 遺伝性対側性色素異
常症、(2) 網状肢端色素沈着症の2つの皮膚の遺伝病の原因遺
伝子を突き止めることに成功しました。現在、これらの病気の治
療法を開発しています。

医学科
皮膚科学・形成外科学講座

教　授　河野　通浩
皮膚の遺伝病のあたらしい治
療法の開発（2）〜拘束性皮
膚障害〜

命に関わるような皮膚の遺伝病もあります。遺伝子の異常に
よっておこる、拘束性皮膚障害は非常に稀な病気ですが、この
病気の赤ちゃんは生まれて数日のうちに亡くなってしまいます。
私たちは、この病気の遺伝子診断を行い、また、遺伝カウンセリ
ングを行っています。また、新しい治療法の開発も行っていま
す。

医学科
皮膚科学・形成外科学講座

教　授　河野　通浩
医　員　野口　奈津子

皮膚のバリア機能や
アトピー性皮膚炎に対する
細胞極性の影響

地球に北極と南極があるように、細胞にも極性があります。
私たちは皮膚の細胞の極性がおかしくなった時に、皮膚のバリ
ア機能に異常があるのか、アトピー性皮膚炎などの湿疹になり
やすいのかどうか、を調べています。これによって新しい関連因
子を見つけて、新しい治療法の開発につなげます。

医学科
皮膚科学・形成外科学講座

教　授　河野　通浩
助　教　能登　舞

皮膚がん切除後に皮膚に起
こる現象の解明

皮膚がんの中で最も悪性度が高いメラノーマでは、十分切除し
たにも関わらず、その外側の皮膚にメラノーマが残ってしまう現
象がみられます。これはメラノーマの取り残しなのか、早期の再
発なのか、それとも全く別の意味を持つ細胞なのか？これを解
決することで、メラノーマの手術法が変わる可能性がある研究
です。

医学科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

教　授　山田　武千代
准教授　鈴木　真輔
講　師　川嵜　洋平
助　教　小泉　洸
助　教　椎名　和弘
助　教　飯川　信子
助　教　登米　慧

耳鼻咽喉科及び頭頸部外科
学に対する新規の診断と治
療の開発

１） 難治性のアレルギー性鼻炎とはどういうものかをアンケート
で調査し背景を明らかにしました。
２） 難治性好酸球性副鼻腔炎・難治性上気道アレルギー疾患
の新しいエンドタイピングと診断・層別化医療。新規治療の開発
を目指しています。カビに対するアレルギーによる副鼻腔炎の
病気のメカニズム解明しています。
３） 頭頸部癌の分子レベルの解析と癌幹細胞の診断・新しい治
療標的分子の同定を行っています。
４） ノーベル賞を受賞した免疫チェックポイント阻害剤と抗がん
剤との組み合わせでどのように癌に効くかを明らかにしました。
５） 手術の侵襲を軽くするために、頭頸部癌および頭蓋底手術
に対する内視鏡手術の改善に努めています。
６） 新生児スクリーニングで難聴がどの程度存在するか長年に
わたり調査しています。

医学科 脳神経外科学講座
教　授　清水　宏明
講　師　高橋　和孝
助　教　小田　正哉

良性脳腫瘍の最適治療と
は？

良性脳腫瘍（髄膜腫や下垂体腺腫）は、悪性のものと異なり、脳
組織に浸潤したり転移したりすることはありません。しかし、
徐々に大きくなって、脳や脳神経を圧迫しますので、摘出術が
治療の基本で、全摘できれば治癒します。そのために脳や脳神
経をいかに傷つけずに腫瘍を摘出するかという手術の役割が
重要な疾患です。そのための手術法、残存した場合の放射線
治療との組み合わせなどを研究しています。神経内視鏡による
体に負担の少ない手術も導入しています。
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医学科 脳神経外科学講座
教　授　清水　宏明
助　教　高橋　佑介

脳卒中の血管内治療

脳卒中の治療や予防に脳血管内治療が進歩してきました。脳
血管が急に閉塞する脳梗塞では、血流不足に弱い脳は数時間
の内に壊死してもとに戻れなくなりますが、それを防ぐための薬
物療法に加え、1mm程度の太さのカテーテルを使った脳血管内
治療が普及しつつあります。また、脳動脈瘤が破裂しておきるく
も膜下出血の治療や予防のため脳動脈瘤を血管内コイル塞栓
やステンドで治療する方法もあります。

医学科 脳神経外科学講座
教　授　清水　宏明
助　教　小野　隆裕

悪性脳腫瘍の最適治療と
は？

脳組織に浸潤する脳腫瘍を悪性脳腫瘍と呼んでいます。神経
膠腫や膠芽腫が代表的です。治療の基本は摘出術ですが、腫
瘍が浸潤した脳組織をすべて取ることはできないので、術後に
放射線治療、薬物治療を併用します。このとき、腫瘍の種類に
よって治療効果が異なるため腫瘍を顕微鏡で観察して行う病理
診断が重要となります。最近は遺伝子を含め著しい進歩があり
当科でもハイデルベルグ大学などと共同研究をしています。ま
た脳の部位別機能を測定しながら手術することで脳機能温存と
最大限の腫瘍摘出の両立をはかるよう研究しています。

医学科 脳神経外科学講座
教   授 清水  宏明
助   教 小田　正哉

ターゲットを絞った放射線治
療（定位的放射線治療）の研
究

定位的放射線治療は、コンピュータで病変の場所を正確に計算
し、正常脳にはできるだけ放射線がかからず、病変に集中的に
かかるようにする特殊な放射線治療です。3cm未満の脳腫瘍、
脳血管奇形などの病変に有効性が高く、手術の危険性が高い
場合（高齢・心臓や肺などの機能低下など）や手術で取り切れ
なかった腫瘍などが治療対象になります。照射量や何回かの分
割照射などを工夫し最適な条件を研究しています。

医学科 脳神経外科学講座
教　授　清水　宏明
講　師　高橋　和孝

くも膜下出血後におきる脳血
管のれん縮に関する実験的
研究

くも膜下出血の治療の第一歩は脳動脈瘤が再破裂しないよう手
術または血管内治療で処理することです。しかし手術が無事終
わっても、術後2週間までの間に脳血管れん縮（脳の多数の動
脈が細くなって血流が低下する）がおき、ひどい場合は脳梗塞
をきたして麻痺などの後遺症につながります。れん縮の原因は
くも膜下血腫に接した動脈壁の炎症ですが、まだ十分解明され
ておらず、確実な予防や治療もありません。当科ではラットなど
の脳動脈を取り出してれん縮の原因や治療を研究しています。

医学科 脳神経外科学講座 教　授　清水　宏明
ラットを用いた実験的脳虚血
研究　虚血後に再開通させた
ときの過灌流について

頚動脈などの太い動脈が非常に細くなって脳梗塞の原因になる
ことがしばしばあります。この狭窄をとる手術や血管内治療が
普及していますが、問題点として、急に太くすることによって脳
への血流が増えすぎることがあります。過灌流といわれまだ理
由がよくわかっていません。ラットなどでこの病気に似た状態を
作成し病態を研究することで、新たな治療法の開発を目指して
います。

医学科　循環器内科学講座
教　授　渡邊　博之
准教授　飯野　健二

冠動脈疾患治療における冠
動脈微小循環の研究

狭心症や心筋梗塞は冠動脈の動脈硬化が原因です。動脈硬化
によって狭くなった血管を治療する手法として、狭い部位を特殊
な風船で拡張したり、筒状の金属のメッシュ（ステント）にて拡張
する方法があります。この際に動脈硬化の組織が冠動脈の末
梢へ流れることにより冠動脈微小循環を閉塞すると心筋障害を
引き起こします。この動脈硬化治療法の冠微小循環への影響
を検討し、心筋障害の低減・心筋保護を目指した研究をしてい
ます。

医学科　循環器内科学講座 講　師　寺田　健 不整脈の症状について

不整脈でも症状がない人、軽い人、苦しくて生活できない人が
います。その理由はわかっていません。無症状の人は治療が遅
れて、合併症が起こります。その機序を解明する研究をしてい
ます。

医学科　循環器内科学講座 助　教　鈴木　智人
狭心症に対するステントレス
PCIの長期予後の研究

心臓は全身に血液を送る役割をしていますが、心臓自体にも血
液が必要です。心臓に血液を送る血管を冠動脈です。冠動脈が
狭くなって血液が充分行き渡らなくなる病気を狭心症と言いま
す。カテーテルを用いて狭い血管を拡げますが、現在はステント
という金属を入れて拡張を維持するのが主流です。しかし、ステ
ントは人の体にとっては異物です。ステントを入れない治療が長
期的に問題ないかを研究しています。

医学科　循環器内科学講座
教　授　渡邊　博之
助　教　髙木　祐介

心血管疾患に対するカテーテ
ルインターベンションに関す
る研究

近年の医療技術の進歩により、心臓や全身の血管病、心臓弁
膜症や先天性心疾患が、カテーテルにより低侵襲に治療可能と
なってきました。私達は、カテーテル治療の有効性や、治療を受
けた患者の予後を研究すると共に、新たな治療体系の確立に
取り組んでいます。

医学科　循環器内科学講座
教　授　渡邊　博之
助　教　佐藤　和奏

新しい超音波技術を用いた
血管や心臓の評価

従来の検査では、微小血流を評価することは困難でしたが、
新しい超音波技術を用いることによってこれを可視化することが
可能となりました。微小血流は、炎症や創傷治癒との関連が近
年注目されています。私たちは、血管炎や動脈硬化、心不全な
ど様々な病態の早期診断、治療効果判定の発展のため、この
新しい技術のさらなる活用方法を研究しています。
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医学科　呼吸器内科学講座
教　 授　中山　勝敏
特任准教授　佐藤　一洋
特任助教　奥田　佑道

肺癌のテーラーメード治療の
確立

肺癌に対する新規抗癌剤が多数開発されてきています。癌の
組織型や遺伝子変異によって、使用する薬剤は確立してきてい
ますが、人によってその効果は一定ではありません。その一つ
の根拠として、薬剤の血中濃度の個人差が考えられます。薬物
血中濃度と予後の関係、またその血中濃度に代謝酵素の遺伝
子多型が関与している可能性について研究を行っています。

医学科　呼吸器内科学講座
教　授　中山　勝敏
特任准教授　佐藤　一洋
特任助教　浅野　真理子

特発性肺線維症の早期診断
にむけた経皮的超音波検査
の研究

特発性肺線維症は進行性に肺が線維化する予後不良な疾患で
す。治療のため早期診断が重要であるものの、CTを用いても早
期病変の鑑別および診断は容易ではありません。経皮的超音
波検査は特発性肺線維症の初期像をとらえる能力があり、また
他の間質性肺疾患との鑑別にも有用な可能性があることから、
その臨床応用を目指し研究しています。

医学科　呼吸器内科学講座
教　授　中山　勝敏
特任准教授　佐藤　一洋

抗癌剤治療や臓器移植後に
出現する非感染性肺疾患の
調査

非感染性の肺疾患が抗癌剤使用後や臓器移植の数カ月から
数年後に出現することが示唆されています。しかし、現在
でもどのような抗癌剤や移植治療がそのリスクとなってい
るのかは明らかにはなっておりません。その危険因子を見
出すべく調査を行っています。

医学科　呼吸器内科学講座
教　授　中山　勝敏
講　師　竹田　正秀

喘息の病態における好酸球
と気道上皮細胞の関わりに
ついての検討

喘息には好酸球という免疫細胞の活性化が重要と考えられて
います。好酸球は活性化すると、galectin-10というタンパク質を
放出して細胞死します。このgalectin-10が気道上皮細胞の機能
にどのような役割を果たすのか研究し、喘息の病態解明を目指
しています。

医学科　呼吸器内科学講座
教　授　中山　勝敏
講　師　竹田　正秀

イノシトールリン脂質からみた
喘息新規治療薬の探究

イノシトールリン脂質は、ヒトの細胞が活性化し機能を発揮する
際に重要な役割を果たします。喘息は現在も多くの患者さんが
悩んでいるアレルギー疾患です。喘息発症には好酸球という細
胞の気道局所での存在と活性化や気道上皮細胞の活性化によ
る粘液産生が重要です。このような観点から好酸球や気道上皮
細胞の細胞機能におけるイノシトールリン脂質の役割を解明す
ることで喘息の新規治療薬の探究を行う研究を行っています。

医学科
情報制御学・実験治療学講座

教　授　齋藤　康太
助　教　前田　深春

巨大分子コラーゲンの分泌
機構の解明

コラーゲンは全タンパク質の約３割を占め、生体内で最も多いタ
ンパク質ですが、小胞体で合成されたのち巨大な複合体を形成
し、通常の輸送小胞に入りきらないため、分泌機構は未解明で
す。わたしたちの講座では、コラーゲンの小胞体からの分泌に
特異的に関与するタンパク質群(cTAGE5/TANGO1/Sec12)を同
定し機能解析を行なってきましたが、機能の解明にはまだまだ
今後の解析が必要です。わたしたちは「巨大分子コラーゲンの
分泌機構の解明」を目指しています

医学科
情報制御学・実験治療学講座

教　授　齋藤　康太
助　教　前田　深春

巨大分子キロミクロンの分泌
機構の解明

キロミクロンはリポタンパク質の一種で、食事で取り込んだ脂肪
を全身の組織に送る役割を担っていますが、これも小胞体で巨
大な複合体として合成されます。最近、キロミクロンの分泌もコ
ラーゲンとよく似た機構であることが明らかとなってきましたが、
詳細は不明です。わたしたちは「巨大分子キロミクロンの分泌機
構の解明」を目指しています。

医学科
情報制御学・実験治療学講座

教　授　齋藤　康太
助　教　前田　深春

小胞体出芽部位形成機構の
解明

哺乳細胞の小胞体出芽ドメイン(ER exit site)は、1つの細胞あた
り数百個存在しますが、細胞周期や栄養状態などによって、そ
の数や大きさ、局在が変化することが知られています。しかし、
その分子機構はあまり明らかになっていません。私たちのグ
ループは、最近コラーゲンの積荷受容体TANGO1がER exit site
の局在の決定にも関与することを明らかにしました。この結果を
足がかりにして、高等真核生物でのER exit siteの局在がどのよ
うに決定されるのか、またER exit siteがどのように作られるの
か（バイオジェネシスの分子機構）を明らかにしたいと考えてい
ます。この研究は、ER exit siteが関係する病気（ガンなど）の治
療法の開発などに役立つことが期待されます。

医学科
情報制御学・実験治療学講座

教　授　齋藤　康太
助　教　前田　深春

肝繊維化抑制の新規標的の
探索

ウイルス性慢性肝炎に対する治療法の進歩により、今後非アル
コール性脂肪肝炎(NASH)が慢性肝炎の主因になることが予想
されることから、肝繊維化を直接阻害する治療薬の開発がます
ます期待されています。脂肪肝から肝繊維化に至る過程では、
ビタミンA貯蔵細胞である星細胞が多量のコラーゲンを分泌す
る繊維芽様細胞に分化します。分化によってコラーゲン繊維が
大量に分泌されることと、それが蓄積されることが肝繊維化の
主な要因であることはよく知られていますが、分泌動態の変化
に着目した研究はあまり多くありません。私たちのグループは肝
繊維化の際のコラーゲン分泌に着目することで、新たな因子を
標的とした新しい肝繊維化治療薬の開発を目指します。
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医学科 小児科学講座
教　授　高橋　勉
医学部講師　野口　篤子

遺伝性疼痛疾患の病態と
遺伝疫学研究

繰り返して疼痛を訴える遺伝性疾患の原因が近年解明されてき
た。その中で、小児期に発作性に疼痛を繰り返す「小児四肢疼
痛発作症」の原因が末梢神経に存在する電位依存性ナトリウム
チャネルであることが分かった。このチャネルは末梢神経の電
気刺激である活動電位の発生調節に関わっており、病態解明
には電気生理学的な解析が重要である。この疾患の病態や国
内における遺伝疫学などの研究を行っている。

医学科 小児科学講座 准教授　豊野　学朋
隠れ肥満が体に及ぼす影響
について

肥満状態が続くことで, 心臓病や脳卒中, 糖尿病の原因となり得
ることが知られています. 一方で肥満は美容的な問題でもあり,
多くの方が気に掛けていることです. 病気の予防として肥満の対
策を立てることは重要ですが, 誤った食事療法により「筋肉量を
減らすことで体重が正常となるものの外観では分からない内臓
脂肪量が多い」状態を隠れ肥満といいます. 隠れ肥満は女性や
若年者で増加しているとされ, 近年, 肥満と同等かそれ以上に病
気と密接につながる危険性が示唆されています. 現在, 隠れ肥
満が心臓や血管, ホルモンバランスの及ぼす影響を研究してい
ます.

医学系　産婦人科学講座

教　授　寺田　幸弘
准教授　熊澤　由紀代
講　師　佐藤　亘
助　教　白澤　弘光

難病子宮腺筋症による不妊
症の患者さんへの先進医療

子宮腺筋症は子宮の壁に子宮内膜症が発症してしまう、月経
困難（生理痛）不妊症などをともなう若い女性に辛い病気です。
当科では日本で4番目先進医療として認定をうけた「子宮腺筋
症」を手術で取り除き赤ちゃんを抱っこしていただける新しい
チャレンジをしています。

医学系　産婦人科学講座

教　授　寺田　幸弘
准教授　熊澤　由紀代
講　師　佐藤　亘
助　教　白澤　弘光

ヒト受精卵発育の連続観察に
よる良好な受精卵の選別

秋田大では日本の大学病院では有数の年間400例の体外受精
を行っています。最近受精卵の発育の挙動をタイムラプスビデ
オレコーダーつきの培養器で観察ができるようになりました。不
妊症の女性にできるだけ負担無く妊娠赤ちゃんを抱っこいただ
けるように、この器械を用いた私たちのチャレンジを紹介しま
す。

医学系　産婦人科学講座

教　授　寺田　幸弘
准教授　熊澤　由紀代
講　師　佐藤　亘
助　教　白澤　弘光

がんに罹患してしまった若い
未婚女性が将来妊娠できる
ように

がんが発症してしまった若い、未婚女性が恐ろしい病気の治療
を乗り越えたあとに、赤ちゃんを抱っこできるように私たちは卵
子や卵巣の凍結保存をおこなっています。

医学系　産婦人科学講座
教　授　寺田　幸弘
講　師　三浦　広志

静脈麻酔による簡便な無痛
分娩

分娩時の痛み（陣痛）は誰しも怖いことです。そのため、欧米で
は無痛分娩が一般的となっています。その方法は、背骨近くの
太い神経を麻痺させて陣痛の痛みをとるものが主流です。しか
し、技術の習熟が必要なことと、重篤な合併症があるため、慎
重に施行するよう国から通達がありました。
当教室では、点滴から麻酔薬を入れる無痛分娩を取り入れてい
ます。麻酔効果は高くありませんが、自己調節ができるため妊
婦の満足度は高く、重篤な副作用もありません。希望する妊婦
さんに広く提供できるよう、安全性を高める研究を続けていま
す。

医学系　産婦人科学講座
教　授　寺田　幸弘
講　師　三浦　広志

音波を用いた安全な早産予
知の試み

早産といって、分娩（お産）予定日からだいぶ前に分娩する病気
があります。早産の赤ちゃんは未熟なため、後遺症を残したり、
時に命を落とすこともあります。早産の分娩予知ができれば、産
科医療の大きな進歩となります。しかし、いまだに正確な分娩時
期の予測ができないのが現状です。
当教室では、赤ちゃんに影響の少ない音波を用いて、赤ちゃん
が生まれてくる子宮の出口の硬さを計測して分娩予知する試み
をしています。早産を予防するという大きな目標に向かって研究
をしています。

医学系　産婦人科学講座
教　授　寺田　幸弘
准教授　清水　大
助　教　菅原　多恵

遺伝性発生した子宮体癌の
臨床研究

遺伝性に発生した子宮体癌を、分子学的に探索し、遺伝学的に
診断する臨床研究を進めている。遺伝性子宮体癌と分医学的
類似癌の特徴を明らかにし、最適な識別・検診・予防の方策を
考案している。遺伝性・家族性癌の患者さんとその家族に、個
別的・予防的な医療を、適切に提供するための基盤研究であ
る。

医学系　産婦人科学講座

教　授　寺田　幸弘
准教授　熊澤　由紀代
講　師　佐藤　亘
助　教　白澤　弘光

着床前診断の臨床と基礎研
究

着床前診断とは受精卵の一部（胎盤に分化してゆく栄養膜細胞
を5から10個）採取して、その受精卵の遺伝子や染色体に異常
がないか調べる検査です。当科は東北の大学病院では唯一着
床前診断を開始しています。　着床前診断には諸般の倫理的な
議論がさらに必要です。
また、手技自体がヒトの命に及ぼす影響も今後さらに検証して
ゆかなければなりません。
私たちはこの技術の基礎的な検討をも行っており貴重な学術情
報として発信しています。
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（学科・コース・講座等）

教員名
（職名　氏名）

研究テーマ 研究内容

医学系　産婦人科学講座

教　授　寺田　幸弘
准教授　熊澤　由紀代
講　師　佐藤　亘
助　教　白澤　弘光

骨盤性器脱のロボット支援手
術

赤ちゃんを産んでくれた女性がお年をめされると子宮や膣が骨
盤の底から下がってきてしまいます。　これを骨盤性器脱と呼
び、悪性疾患ではありませんが中高年の女性のQOL（生活の
質）を大きく低下させます。当科では手術支援ロボットダビンチ
を用いた最新の骨盤性器脱手術を行い、女性のQOL向上に貢
献するとともに手術技術のさらなる向上にむけた研究をおこなっ
ています。

医学科　小児外科学講座
准教授　水野　大
助　教　森井　真也子
医　員　渡部　亮

腸管不全関連肝障害の機序
と予防

腸管壊死や腸管機能不全によって経腸栄養が望めない患児に
は、経静脈栄養が必須となります。しかし経静脈栄養により胆
汁うっ滞、肝機能障害を引き起こし、ついには致死的となる肝硬
変へと進行することも少なくありません。この、肝硬変に至る機
序の解明と、有効な予防法・治療法の研究を行っています。

医学科
社会環境医学系・法医科学講座

教   授　美作　宗太郎
助   教　大谷　真紀

法医画像診断の研究

法医科学講座は事件や事故で亡くなった遺体の死因究明に携
わっています。死因究明は主に法医解剖を通じて行いますが、
近年は解剖前にCTという機器で全身を断層撮影して死因究明
に役立てる研究を行っています。本学の放射線医学講座との共
同研究も行っています。

医学科
社会環境医学系・法医科学講座

教   授　美作　宗太郎
打撲傷の証拠化を中心とした
臨床法医学研究

法医学は死者のみが対象ではありません。虐待などで暴力を
受けた被害者の生体検査を行い、傷をわかりやすく証拠化する
研究を行っています。

医学科
社会環境医学系・法医科学講座

助   教　大谷　真紀
歯科所見による個人識別の
研究

法医解剖では身元不明の遺体も少なくありません。東日本大震
災では、個人識別に歯科所見が有用であることが再確認されて
おり、歯科X線画像などの歯科所見を用いた個人識別の研究を
しています。

医学科
衛生学・公衆衛生学講座

教   授　野村　恭子
准教授　前田　恵理
医学部講師　岩田  豊人
助　教　南園　佐知子
助　教　ヨン　ロザリン

少子高齢化に関する研究
働く人の健康に関する研究
メンタルヘルスに関する研究

①妊娠前の健康状態や母乳栄養成分とこどもの成長に関する
研究をしています。
②職場で使用される化学物質がヒトの神経にどのような影響を
与えるかについて研究しています。また、女性の社会進出と月
経・排卵など性に関する健康影響や不妊症について研究をして
います。
③秋田県の自殺に関し、若者のメンタルヘルスについて研究を
しています。

医学科　医学教育学講座
教   授　長谷川　仁志
准教授　ウッド　ドナルド

国際認証時代における理想
的医学教育開発に関する研
究

各分野の医師として必須である『プロフェッショナリズム』『人間
力』『医学・医療知識』『診療技術』『生涯学習能力・教育力』につ
いて、実践レベルの修得が保証される新たな教育手法を開発
するための実践と研究を国内外の機関と連携して進めておりま
す。特に各種シミュレーション教育・e-ラーニング・パフォーマン
ス評価をハイブリッドした各分野・学年横断的な統合教育を実践
し研究成果を世界に発信していきます。

医学科　医学教育学講座
教   授　長谷川　仁志
准教授　ウッド　ドナルド

初年次からの基礎医学とリン
クした医療面接OSCE、心エ
コー・腹部エコー・聴診OSCE
の教育効果に関する研究

本講座では、理想的な医学教育を展開するために、世界に先
駆けて、初年次から日本語と英語による胸痛・腹痛医療面接
OSCE（客観的臨床能力試験）、心エコー・腹部エコー検査・肺の
聴診OSCEを実施して、臨床医学の重要ポイントを基礎に結び
付けて実践的に学習する効果を検討しております。

医学科　医学教育学講座 准教授　ウッド　ドナルド
文化・経済人類学、民俗学に
関する研究、医学英語教育
学に関する研究

文化・経済人類学、民俗学の観点から、日本における中央と地
方との関係、地域社会、干拓地・農村社会の研究、経済地域の
歴史と民俗史の研究を進めております。特に、17年にわたって
大潟村の歴史と社会を研究し、その成果を世界に発信しており
ます。また、医学英語教育学に関する研究も進めております。

医学科　医学教育学講座
准教授　片平　昌幸
助　教　大佐賀　敦

病院情報システムに関する
研究

病院の医療情報システムは非常に重要な情報を扱う上に，間
違いがあってはならないものです。本講座では，電子タグ（無線
で情報のやり取りができる名札のようなもの）を利用した医療情
報システムの開発や，電子カルテのユーザーインターフェース
（情報システムを利用者が扱うときの操作方法）の改善などと
いった，より高度で安全な医療情報システムをめざすための研
究などを行っています。
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教員名
（職名・氏名）
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保健学科 看護学講座
健康科学分野

教　 授　吉岡　政人
癌の診断・治療における
画像解析

患者さんの病気、特に腫瘍（できもの）を診断する際、
いろいろな画像検査を行い、腫瘍がどこにあるのかを探
ります。しかし、腫瘍には命にあまり影響が無く切除す
る必要のない良性のものや、命に係わる悪性の物、いわ
ゆる”がん”というものがあります。がんを切除する場
合、患者さんにとっては体に大きな負担がかかる手術が
必要になります。そこで、画像検査をいろいろな角度か
ら検討し、画像検査で良性か悪性かを判定できないかと
いうことを研究しています。

保健学科 看護学講座
健康科学分野

准教授　佐々木　久長
メンタルヘルスと地域づくり
型自殺対策

身近な人が自殺を考えているときに、どのように対応したらい
いでしょうか。死にたいと思っている人へのかかわり方、地域
での支え合いの仕組みづくりについて、実際に介入しながら研
究しています。またメンタルヘルス（心の健康）とコミュニケー
ションの関係を分析し、特に職場や学校でみんなが仲良く助け
合ってやっていく方法を検討しています。これらを通して、秋田
県の自殺率を下げることに取り組んでいます。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

教 　授　佐々木　真紀子
准教授　長谷部　真木子
准教授　工藤　由紀子
助 　教　杉山　令子
助　 教　菊地　由紀子

がんの治療現場における医
療従事者や家族の健康管理
のための方策

医療現場では看護職やその他の医療従事者の健康に影響を
与える因子が多くあります。その中でも、治療に使われる抗が
ん薬は健康な人にも様々な影響を与えることが知られていま
す。医療従事者のみならず、一緒に暮らす家族への健康影響
も懸念され、予防策を確立することが重要です。治療の現場で
の抗がん薬の取り扱い方や、防護策、実際の健康への影響を
明らかにしながら、適切な取り扱いによる予防策など、研究を
行っています。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

助 　教　菊地　由紀子
准教授　工藤　由紀子
教 　授　佐々木　真紀子
准教授　長谷部　真木子
助 　教　杉山　令子

バーチャルリアリティを用い
た看護技術教材の開発

看護学生は在学中に多くの看護技術方法を学び、学内演習を
行います。これらの看護技術の中には、注射や採血など主に
看護師になってから経験を重ねることで、その技術を高めるこ
とができるものもあります。このような看護師の勘やコツによる
緻密な動作を、看護学生のうちに身に付けることを目指し、仮
想空間で注射や採血を繰り返し練習することができる看護技
術教材の開発に取り組んでいます。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

准教授　長谷部　真木子
教　 授　佐々木　真紀子
准教授　工藤　由紀子
助　 教　杉山　令子
助　 教　菊地　由紀子

看護技術の教育方法につい
ての研究

看護職にとって必須なのは看護技術です。確実に分かり易く
看護技術を習得できる様にするための、教育方法について研
究しています。例えば医療現場は急速に変化していますが、
その中でも看護技術の原理・原則を理解し、臨床で応用できる
様な教材の精選や開発に取り組んでいます。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

准教授　工藤　由紀子
教　 授　佐々木　真紀子
助　 教　菊地　由紀子
助　 教　杉山　令子
准教授　長谷部　真木子

看護技術の効果の検証

患者さんに対して行う看護技術、例えば温罨法、冷罨法、足
浴、手浴、マッサージなどの効果を検証する研究をしていま
す。自律神経活動を測定したり、サーモグラフィで皮膚温を測
定したり、様々な機器を使用して人の心と体にどのような影響
があるかを調べています。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

助 　教　杉山　令子
外来がん化学療法をうける
患者の支援に関する研究

がん治療のひとつである抗がん薬治療は、近年外来でも行わ
れています。自宅で過ごしながら抗がん薬治療を行えること
は、とても多くの利点があります。しかしトラブルがおきた時な
どには、対処が難しいこともあります。患者さんの不都合や、
必要なことを明らかにし、より安全で快適な療養生活を送れる
支援ができるよう研究を行っています。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

助　教　菊地　由紀子
教　授　佐々木　真紀子
准教授　長谷部　真木子
准教授　工藤　由紀子
助　教　杉山　令子
助　教　武藤　諒介

看護の職場の危険防止対策
に関する研究

看護の職場には、感染性病原体やアレルギー物質、腰痛の原
因となる作業などの様々な危険因子が存在します。これらの
危険は病院に勤務する看護職だけではなく、訪問看護師や看
護を学ぶ学生にも起こり得る可能性があります。看護職や看
護学生に起こり得る危険を低減する方策を見出すために、研
究に取り組んでいます。

保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

助 　教　菊地　由紀子
看護職が健康に働き続ける
ための勤務形態に関する研
究

看護職には日中の勤務だけではなく、深夜の勤務や休日の電
話当番など様々な勤務形態があり、日々ローテーションをしな
がら異なる勤務に就いている看護職もいます。より良い看護を
実践するために、看護職自身が健康を維持しながら働き続け
るための方策を、勤務形態の視点から考えていきます。

■ 医学部保健学科
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保健学科 看護学講座
基礎看護学分野

助 　教　武藤　諒介
看護職のバーンアウトについ
て

バーンアウトとは今まで熱心に働いてきた人がまさに燃え尽き
たかのように意欲を失い、働かなくなることであり、抑うつ気分
を伴う適応障害であるとも言われています。人と人との関わり
をケアに活かす看護師特有の精神的ストレスをどのように緩
和していくことができるかを、バーンアウトの視点から考えてい
きます。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

教授　安藤　秀明 医療技術シミュレータの開発
医療技術習得のために使用するシミュレータを開発していま
す。これまで、皮膚縫合、消化管吻合、乳房触診モデル、血管
確保シミュレータなどを開発しました。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

教授　安藤　秀明 子どもに対するがん教育
小学生から高校生に対して「がん教育」を行い、その効果を分
析しています。また、教育委員会とも連携して教育法について
講習会を開催しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

教授　安藤　秀明 治療期がん患者支援

秋田大学医学部附属病院　緩和ケアセンターで、入院中のが
ん患者さん、外来中のがん患者さんにがん治療を行っている
医師と連携して、症状緩和療法・心理的問題軽減にあたり、最
新の対策を研究しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

教授　安藤　秀明 アクティブ・ラーニングの開発
医療系学生が能動的に問題を見いだし、自ら問題解決する学
習手法を開発・実践しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

准教授　煙山　晶子
終末期の看護に関する教育
方法

若い世代の看護学生でも、亡くなる前の患者さんやご家族に
必要な看護援助をイメージできたり、実際に援助できるように
するための教育方法を研究しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

准教授　眞壁　幸子
講　 師　利　緑
助 　教　高階　淳子
助 　教　宗村　暢子
助 　教　赤川　祐子
准教授　煙山　晶子
教 　授　安藤　秀明
教 　授　伊藤　登茂子

美容院・理容院を活用した健
康プロジェクト

秋田県は、高齢化率全国1位、がん死亡率全国1位など課題
の多い県です。そこで、本研究では、地域に多く点在し、人々
が定期的に足を運ぶ美・理容院を活用して、人々の健康の維
持・増進ができないかを検証しています。ちなみに、秋田県の
美・理容院の数は全国1位（人口に対して）です。これまでのア
ンケート調査から、美・理容師の健康への意識は高く、すでに
様々な健康に関する取り組みが行われていることがわかりま
した。現在は、「美・理容院における身体活動量改善プロジェク
ト」を行っています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

講   師  利　 緑
准教授  煙山　晶子
教　 授  伊藤　登茂子
教　 授  安藤　秀明

エンド・オブ・ライフ・ケアに関
する研究

がん患者および高齢者に対するエンド・オブ・ライフ・ケアにつ
いて、秋田県内の病院や訪問看護ステーション、老人介護施
設で働いている看護師が学べる研修会を開催し、その教育効
果について研究しています。講義の他に、少人数によるケース
スタディやグループディズカッション、ロールプレイ等を通して、
質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアについて学び、死を意識して
もなお人生を豊かに生ききれるためのケアや支援体制が県内
全域において整っていくことをめざしています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

助 　教　髙階　淳子
准教授　眞壁　幸子
准教授　煙山　晶子
教 　授　安藤　秀明

がん治療に伴うアピアランス
ケア（外見ケア）に関する研
究

抗がん薬治療では、脱毛などの外見の変化が起こります。こ
れは患者さんの社会生活やQOLに大きく影響しています。こ
のようながん治療に伴う外見変化への支援を充実するための
研究を行っています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

助　 教　髙階　淳子
リンパ浮腫ケアに関する研
究

リンパ浮腫は、リンパの流れが滞ることで起こるむくみです。多
くはがん治療でリンパ節を切除したり放射線治療などによって
おこります。リンパ浮腫の症状を緩和するためのケアやリンパ
浮腫に悩む方々の生活に関する研究しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

助 　教　赤川　祐子
准教授　眞壁　幸子
教 　授　安藤　秀明
教 　授　伊藤　登茂子

がんになった親をもつ子ども
への支援体制の構築

子どもの持てる力を信じて、親ががんであっても、子どもらしく
前向きに生活が出来るような支援をどのように行なったら良い
のかについて研究しています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

准教授　眞壁　幸子
助　教　須田  智美
助　教　赤川　祐子

新たな研究手法である混合
研究法における研究の質の
検証に関する研究

研究の方法に関して研究しています。混合研究法とは数字で
表される量的なデータと文章などで表される質的なデータを組
合わせて課題を明らかにする手法です。比較的に新しい研究
手法ですので、その研究方法の質を検証することが大切で
す。どのように質を検証するべきかの研究を行っています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

准教授　眞壁　幸子
助 　教　赤川　祐子

身体活動量に関する研究

日常生活にて運動などの活動量を高めることは、糖尿病、心
臓病、脳卒中、がん、うつなどの予防ができることは明らかに
なっています。そこで、どのような方が活動量が少なく、どのよ
うな関わりが、活動量を高めるのかを研究しています。
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保健学科 看護学講座
成人看護学分野

准教授　眞壁　幸子
助　教　赤川　祐子

全人工股関節術を受けた患
者の退院指導について

人工股関節術とは、股関節の炎症などにより、もともとの関節
を人工物に変える手術のことです。日本の生活様式に、正座、
和式トイレの使用、布団で寝るなど、欧米の様式生活とは異な
る状況があります。このような生活様式のため、日本では、退
院指導が追加で行われます。患者さんへの影響などを検証し
ています。

保健学科 看護学講座
成人看護学分野

助 　教　須田  智美
准教授　眞壁　幸子

災害時の健康情報管理
災害時に妊婦が母子健康手帳の情報を、すぐに持ち出して避
難できるように、日頃からの防災について研究しています。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

教　 授　兒玉　英也
乳児の睡眠発達に関する研
究

乳児の夜泣き調査を行い、夜泣きには児の睡眠覚醒リズムが
関係していることから、睡眠覚醒リズムとホルモン（メラトニン
分泌）との関係について調査しました。また、乳児の睡眠構造
を知るために睡眠時脳波の分析を行い、睡眠構造と児の発達
との関係についても分析しました。乳児の睡眠発達を促すケ
ア方法を明らかにする目的で研究を続けています。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

教 　授　兒玉　英也
授乳拒否と母乳の味との関
係

乳児が授乳を拒否する背景には母乳の味の変化があり、その
味の変化の原因として乳房トラブルがあるという仮説のもとに
味覚センサで母乳の味を分析しています。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

教　 授　兒玉　英也
准教授　成田　好美

妊娠期における歯周病菌検
出の臨床的意義

妊娠期の歯周病は早産や低出生体重児の出産と関連があ
り、歯周病対策が必要である。妊娠初期から末期にかけて唾
液を採取し、歯周病菌の4つの菌を、PCR－インベーダー法に
てスクリーニングしました。そして妊婦健診時のデータ、食生
活、日常生活、口腔ケアとの関連について分析し結果、歯周
病対策に重要な菌種はPi菌、Pg菌であることがわかりました
が、口腔内からの除去は一般の口腔ケアでは難しいことから
専門家によるケアの必要性が示唆されました。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

教　 授　兒玉　英也
准教授　成田　好美

出産不安を抱く妊婦の自律
神経活動と心拍変動バイオ
フィードバックの効果

妊娠末期の出産不安が自律神経活動に与える影響を、健康
な妊婦を対象に調べ、出産不安を軽減する方法として心拍変
動バイオフィードバック（専用機器を使用して行う呼吸法）の効
果を検証しています。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

教授　兒玉　英也
講師　工藤　直子

出産後の母親のストレス軽
減に向けた呼吸法の効果

出産後の母親のストレスを軽減する目的としての呼吸法の効
果について研究しています。小型の器械を使って、その人の
呼吸リズムに合った呼吸法(心拍変動フィードバック)を毎日5
～10分くらい行い、母親のストレス程度が軽減することが分か
りました。

保健学科 看護学講座
母性看護学分野

助　 教　熊谷 真愉子
妊婦の妊娠後期の睡眠と精
神健康状態が出生後の乳児
の睡眠と泣きに及ぼす影響

妊婦の妊娠後期の睡眠と精神健康状態が、出生後の乳児の
睡眠と泣きに及ぼす影響について研究しています。後方視的
調査では、妊娠後期の睡眠やストレスが、乳児の睡眠覚醒リ
ズムの発達、泣きや気質と関連のあることが示唆されました。

保健学科 看護学講座
小児看護学分野

准教授　大高　麻衣子
子どもの骨発達とスポーツ障
害予防について

小学生、中学生を対象に超音波診断装置を用いて骨の発達
について調査しています。また、骨発達に合わせて、スポーツ
障害を予防できるようにストレッチなどの支援方法を検討して
います。

保健学科 看護学講座
小児看護学分野

助 　教　齋藤　雅世
小児がん患者と家族の看護
について

小児がん患者と家族を対象に、病院を退院してから必要な支
援を調査して、安心して自宅での療養生活や学校生活を過ご
すためのサポート体制の検討をしています。

保健学科 看護学講座
小児看護学分野

助 　教　菊地　麻里
子育て世代への支援に関す
る研究

子どもや子育て世代が、地域の様々な力を借りて、のびのび
成長し、楽しく子育てができるような支援について研究してい
ます。

保健学科 看護学講座
地域看護学分野

教　 授　中村　順子
訪問看護、訪問看護ステー
ション管理者、死生観、在宅
看護システムに関する研究

訪問看護のあり方、訪問看護ステーション管理者の役割など
の研究を行い在宅看護の推進に役立てたいと考えています。

保健学科 看護学講座
地域看護学分野

教　 授　中村　順子
助　 教　藤田　智恵

多様な看護提供の場に応用
可能な看護技術のコアの教
育に関する研究

看護の提供の場が多様化する現代において求められる看護
技術のコアとは何かそれをどう教育したらよいのか、訪問看護
の実践をもとに研究を行っています。

保健学科 看護学講座
地域看護学分野

講 　師　長岡　真希子
地域医療連携、退院支援に
関する研究

保健・医療・福祉に関わる職種間の連携や、病院を退院しても
安心して治療を続けながら生活するための支援について研究
しています。
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保健学科 看護学講座
地域看護学分野

講 　師　熊澤　由美子
地域精神保健福祉活動に関
する研究

地域で障害があっても、より心身の健康を維持し暮らせるため
に必要な当事者活動や住民組織活動の支援について研究を
しています。

保健学科 看護学講座
地域看護学分野

助 　教　藤田　智恵
地域包括ケアシステムに関
する研究

高齢になっても住み慣れた地域で安心して生活するための支
援について研究しています。

保健学科 看護学講座
精神保健看護学分野

教　 授　米山　奈奈子
アルコール依存症の総合的
医療に関する研究

アルコール依存症は精神疾患ですが、患者及び家族は、専門
的医療を受けられる機会が少なくまた知識や情報が乏しいこ
とで、相談や受診が遅れることによって、その回復が阻まれる
場合が少なくありません。本研究では厚生労働科学研究の分
担研究として、アルコール依存症の普及・啓発に関する研究を
行い、依存症の当事者・家族がどのように相談機関に繋がる
ことができるのかについて、視聴覚教材としてのDVDを作成し
ました。

保健学科 看護学講座
精神保健看護学分野

教 　授　米山　奈奈子

地域における性暴力被害者
支援プログラム開発及び関
係機関のネットワークに関す
る研究

北米ではフォレンジック看護という新しい看護領域が認知さ
れ、暴力被害者への看護支援や、重篤な精神疾患等によって
犯罪者となった患者の看護ケア、法廷での専門的視点からの
証言活動などが含まれています。本研究では日本における
フォレンジック看護の発展をめざし、性暴力被害者への看護支
援プログラムを開発し、地域の関係機関による連携およびネッ
トワークの構築に関する調査研究を行っています。

保健学科 看護学講座
精神保健看護学分野

助 　教　小原　育子
教 　授　米山　奈奈子

うつ病を有する方の家族に
関する研究

うつ病はだれでも罹患する可能性がある精神疾患の一つで
す。うつ病を有する方への支援はもちろん必要ですが、同時
に、家族への支援も重要です。そこで、うつ病を有する方の家
族はどのような経験をしているのか、どのような支援を行った
ら良いかを研究しています。

保健学科 看護学講座
老年看護学分野

教 　授　鈴木　圭子
高齢期の健康増進とケアに
関する研究

日本は長寿国として知られていますが、平均寿命の延長と共
に世界各国で健康寿命の延伸が課題となっております。その
ため、どのような要因やケアが高齢者の健康増進及び生活自
立に関係するかを、身体・心理・社会面から調べています。

保健学科 看護学講座
老年看護学分野

講　 師　永田　美奈加
高齢者の虐待防止に関する
研究

高齢者介護の現場において、ケアを行うスタッフによる虐待な
ど高齢者の人権に関わる問題が起きています。虐待防止対策
を検討するために、高齢者ケア施設で働いている看護職員を
対象に調査を行い、虐待に対する認識や関連が予測される要
因について分析しています。

保健学科 理学療法学講座 教　 授　岡田　恭司
超音波を用いた運動器の研
究

超音波を用い、関節周辺の軟部組織の形状、動き、硬さなど
から変形性膝関節症、野球肘、シンスプリントなどの運動器疾
患の特徴を研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教 　授　岡田　恭司
足圧分布から見た運動器疾
患の研究

足圧分布の測定機器を用い、変形性膝関節症、脳血管障害、
変形性股関節症、骨粗鬆症など運動器疾患の特徴を研究し
ています。

保健学科 理学療法学講座 教 　授　岡田　恭司
遅発性筋痛軽減についての
研究

遅発性筋痛を軽減する方法としてオリジナルな方法を開発し、
登山を例に研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教　 授　岡田　恭司
メタボリック症候群に対する
運動療法の効果の研究

メタボリック症候群の実験動物を用い、運動療法による効果を
遺伝子学的に研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教 　授　岡田　恭司
膝靭帯損傷の発症機序の研
究

膝の靭帯損傷がどのような状況で生じやすいか、全身的な動
き、関節にかかる負荷などから研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教　 授　佐竹　將宏
呼吸運動療法についての基
礎的研究

人は酸素を吸って二酸化炭素を吐き出しています。その量は
呼気ガス分析装置で測定できます。その呼気ガス分析装置を
用いて、姿勢の維持や運動時の酸素摂取量や呼吸反応につ
いての研究を、高齢者や呼吸器疾患患者など様々な人々を対
象に行っています。
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保健学科 理学療法学講座 教 　授　佐竹　將宏
治療用下肢装具による装具
療法についての研究

脳卒中により麻痺症状を呈した患者に対して、立位の安定や
効果的な歩行獲得のために下肢装具を用いて行われる装具
療法は、理学療法の主要な治療方法のひとつです。特に発症
後早期に用いられる下肢装具やその下肢装具を使った効果
について研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教　 授　若狭　正彦
高齢者に対する運動介入・
長期継続効果の検討

高齢者に対する運動指導の介入効果とその後の長期継続効
果の検討を行うことにより、高齢者の健康寿命延伸に寄与す
る運動プログラムを開発することを目的にしています。

保健学科 理学療法学講座 教 　授　若狭　正彦
遠隔医療リハビリテーション
システムの開発

ICT技術・情報端末機を用いた運動指導、介護予防指導を行
うことにより、大学と遠隔地の物理的・時間的・空間的制約を
克服し、都会型医療と地域型医療の医療サービス格差を減ら
す積極的かつ継続的な予防医療的アプローチシステムを構築
することを目的にしています。

保健学科 理学療法学講座 教　授　竹内　直行
運動麻痺に対する新しいリ
ハビリテーションの開発

脳卒中後の運動麻痺を改善させる新しいリハビリテーションシ
ステムを開発しています。

保健学科 理学療法学講座 教　授　竹内　直行
脳刺激を用いた脳可塑性に
ついての研究

頭髪の上から安全に実施できる脳刺激を用いて、いろいろな
病気や学習後における脳の変化を研究しています。

保健学科 理学療法学講座 教　授　竹内　直行 心のメカニズムの研究
相手の気持ちを考えたり共感するような心のメカニズムや記
憶などに関わる心理学的な研究を行っています。

保健学科 理学療法学講座 准教授　佐々木　誠 呼吸理学療法に関する研究

呼吸理学療法は呼吸リハビリテーションの中核をなすもので
す。慢性閉塞性肺疾患をはじめとした慢性期の呼吸器疾患患
者さん、集中治療室や新生児集中治療室で呼吸器疾患を伴っ
ている患者さんは呼吸理学療法の対象となります。理学療法
士の立場から、このような呼吸器に問題のある種々の患者さ
んに対するアセスメント、コンディショニング、運動トレーニン
グ、呼吸筋トレーニングの方法や効果について研究していま
す。

保健学科 理学療法学講座 准教授　佐々木　誠
日常生活活動中の呼吸循環
反応についての研究

歩いたり、自転車を漕いだり、食事をしたり、着替えたり、荷物
を持ち上げたりと私たちは生活するために毎日のように繰り返
し同じ活動をしています。このような日常生活活動の最中は、
呼吸が速く深くなり心臓も速く大きく打って、多くの酸素を含ん
だ血液を体の隅々にまで届けます。活動の際の姿勢や動作
の速さ、腕を使うか脚を使うかによって、身体にかかる負荷は
異なります。呼気ガス分析器や心電図などを用いて、日常生
活活動中の呼吸循環反応を検討しています。

保健学科 理学療法学講座 准教授　佐々木　誠
日常生活活動時の動作分析
に係わる研究

寝返る、起き上がる、坐る、立ち上がる、歩く、階段を昇り降り
するなどの動作は、様々な日常生活活動の中で基本的な動
作と考えられます。健常者は毎日当たり前のように行っている
ことですが、障害を負うと基本的な動作をうまく行うことができ
なくなる場合があります。この能力障害があると、理学療法に
よって動作を再獲得させたり、援助の方法を介護者に指導し
たり、支援機器を用意したりすることになります。介助者の介
護負担を含めて基本的な動作の分析を行っています。

保健学科 理学療法学講座 准教授　上村　佐知子
睡眠導入剤服用後の残余効
果について

睡眠導入剤を使用した高齢者やアスリートを想定して、翌日の
認知や運動に薬の影響があるか調べています。

保健学科 理学療法学講座 准教授　上村　佐知子
医療従事者のメンタルヘル
スや対人関係技能

医療従事者の燃えつきの実態や、そのための予防策を考えて
います。特に、医療従事者のストレスマネージメント能力とコ
ミュニケーションスキルの向上は重要だと考え、調査や実験を
行っています。

保健学科 理学療法学講座 准教授　上村　佐知子
睡眠に影響を与える生理学
的介入

入浴は入眠や熟眠に良い影響をもたらすことがわかっていま
すが、特に温泉が効果的であることがわかってきました。

保健学科 理学療法学講座 准教授　上村　佐知子 温泉が人体に与える効果
人工炭酸泉や塩化物泉、硫黄泉を用いて、血行改善とこれに
よる筋肉痛や疲労の回復、ダイエットなどを実験しています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

保健学科 理学療法学講座 助　 教　齊藤　明
成長期の野球肘と肘関節
周囲の筋の硬さとの関係

成長期（特に小学5、6年生）の野球選手を対象に、超音波を用
いて肘関節周囲の筋肉の硬さを調べ、野球肘とどのように関
連するかを研究しています。またこれらの筋肉が硬くなるの
は、投球フォームの影響か、姿勢や柔軟性か、または練習時
間や投球数なのか、その要因についても合わせて研究してい
ます。

保健学科 理学療法学講座 助 　教　木元　稔
身体に障害があるお子さん
の歩き方・止まり方

身体に障害があるお子さんでは、特徴的な歩き方をするため
疲れやすかったり、急に止まったりすることが難しいです。私
は、バーチャルリアリティー（VR）やプロジェクションマッピング
などの最新映像技術、3次元動作解析機や床反力計という専
用の動作解析機器などを用いて、身体に障害があるお子さん
の歩く動作を解析しています。リハビリにゲームの要素を取り
入れ、お子さんやそのご家族が行っていて楽しいと思える動作
練習法の考案を目指し、研究を行っています。

保健学科 理学療法学講座 助　 教　照井　佳乃
歩行の不安定さを加速度計
を使って検証する研究

私は加速度計を使って脳卒中患者さんや呼吸器疾患の患者
さんが歩いているときの体の動きについて研究しています。脳
卒中患者さんは後遺症のせいで歩くのが不安定になるといわ
れています。また、最近は呼吸器疾患の患者さんも病気を
持っていない人と比べて歩行が不安定だといわれています。
加速度から調べた左右対称性が体の動きの不安定さと関係
があると考えており，研究しています。

保健学科 作業療法学講座 教 　授　新山　喜嗣
精神医学からの死生学の研
究

終末期医療においては，精神科医療が患者の精神症状だけ
ではなくスピリチュアルペインに対しても関与をもとめられる場
面が増えつつあります。ところで，治療者は患者と同様に死に
臨む存在であるが，そのような意味において患者と治療者は
すでに「同胞関係」にあると言えます。患者は，死から照り返さ
れる‘今’というかけがえのない時間を治療者と共有することに
よって，この同胞関係の存在を気づくことになります。そこで，
患者が治療者との同胞関係を実感できるための具体的な方
法を，精神医学の観点から研究をしています。

保健学科 作業療法学講座 教　 授　石川　隆志
作業・作業活動が心身機能
と生活リズムに及ぼす影響

私たちの毎日の生活は，さまざまな作業で構成されており，作
業することにより心身機能が働き，ひとの生活リズムにも良い
影響を及ぼすと言われています。このテーマについて講座の
メンバーや大学院生とともに研究しています。

保健学科 作業療法学講座 教　 授　吉岡　年明
インテグリンが関わるがんの
進展に関するメカニズムの解
明

私達は, 細胞接着分子であるインテグリンのうち, インテグリン
β4やインテグリンαVβ5などが, 増殖因子の受容体などに影
響を及ぼして, いくつかの種類のがんの進展に関わっているこ
とを見つけてきました。これらのインテグリンが, 他のいろいろ
ながんとどのように関わっているのかを, そのメカニズムも含
めて病理学的に研究しています。

保健学科 作業療法学講座 教　 授　吉岡　年明
臓器特異性転移のメカニズ
ムの解明

私達は高肝転移細胞を作製して肝転移のメカニズムに関する
いくつかの知見を得ましたが, さらに, 高肺転移細胞や高腹膜
播種細胞, また高リンパ行性転移細胞を樹立して解析し, それ
ぞれの転移に特徴的な, 臓器特異性転移のメカニズムの解明
に向けて研究を進めています。

保健学科 作業療法学講座 教　 授　吉岡　年明
肝細胞がニューレグリンを産
生するメカニズムの解明

大腸がん細胞が肝臓へ転移すると, 肝臓の肝細胞は傷害を受
けてニューレグリンという増殖因子を産生すること。また, この
ニューレグリンを転移したがん細胞は利用して, 肝転移をさら
に進めることがわかりました。なぜ肝細胞はニューレグリンを
産生するのか, その解明に向けて研究を進めています。

保健学科 作業療法学講座 教　 授　金城　正治
障がいのある方の動作分析
と福祉用具の支援

子供から高齢者までの方や障がいのある方の動作で出来な
い事や大変な事を，人の発達，発生学，解剖学，運動学，人
間工学をふまえながら動作の分析をしています。そして，生活
での動作は家具，道具や住まいなどの環境，介助方法の影響
を受けていますので，自立する為の動作方法や福祉用具の適
応・製作・開発などの支援を研究しています。また．この分析を
応用して介助者に多い腰痛の予防研究と予防の為の講習会
をしています。

保健学科 作業療法学講座 准教授　浅野　朝秋 認知症のリハビリテーション

認知症を持つ方が生活しやすい環境の工夫や，認知症をもつ
方とのコミュニケーションの取り方，および注意機能のリハビリ
テーションに関する研究をおこなっています。一例としては、認
知症の方に若い頃のお話をうかがって，その内容をまとめて
デジタルアルバム化し回想ツールとして活用し、効果を調べて
います。

－42－



所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

保健学科 作業療法学講座 講 　師　髙橋　恵一 発達障害に対する作業療法
医学的な視点から特別支援教育と連携して発達障害をもつ子
どもの支援を行ったり，重度の肢体不自由の子どもの福祉用
具の開発に関する研究を行っています。

保健学科 作業療法学講座 講　師　久米　裕
高齢期の睡眠と活動に関す
る研究

高齢期における睡眠と活動の間のアンバランスな状態を改善
するためのリハビリテーションを研究しています。

保健学科 作業療法学講座 助　 教　津軽谷　恵
高齢者の心身機能と生活時
間構造について

高齢者の健康を生活時間構造という視点から考察するため
に，障害高齢者や地域在住高齢者の身体機能（筋力やバラン
ス能力，柔軟性，歩行能力など）や精神機能（うつ状態など）・
認知機能・社会的機能（コミュニケーション能力や他者との関
係性など）と様々な日常生活に費やす時間との関連について
研究をしています。

保健学科 作業療法学講座 助 　教　石井　奈智子
精神障害者に対するリハビリ
テーション

精神障害者の生活上の困難を理解し，生活が良い方向に向
かうための作業療法プログラムの検討や有効性についての研
究に取り組んでいます。
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理工学部

生命科学科

数理・ 電気電子情報学科

▶ 生命科学コース
生命の不思議を科学し 、医療や産業界に貢献

▶ 数理科学コース
数理の科学で自然の不思議を解明

▶ 電気電子工学コース
次世代のエネルギー技術と エレクト ロニクスを担う

▶ 人間情報工学コース

人の暮らし を豊かにする情報通信技術を創造

▶ 応用化学コース
新し い化学技術の可能性を探る

▶ 材料理工学コース
先端機能材料の開発を担う

▶ 機械工学コース
輸送機・エネルギーからナノテク・ 福祉・ 医療に至る基盤技術を担う

▶ 土木環境工学コース
地球環境に配慮した社会基盤整備の創造

■６ 年一貫教育（ 学部４ 年＋大学院博士前期課程２ 年）で、社会を生き抜く 理系人材を育成

■課題解決型学習による、行動力、対人力、創造力の養成

■理系博士号を修得した外国人教員による英語教育でグローバルなプレゼンテーション能力ＵＰ！

■医理工連携コース（ 大学院）で、未来の高齢化社会を担う人材を輩出！

■国際通用性のある技術者教育（ JABEE 認定）

Facu lty o f Eng ineering  Science

理工学部では、医理工連携による医療・ 福祉機器の開発や健康寿命延伸のエイジ理工学、航空機産業振興の秋田発イノ

ベーショ ンなど、世界と勝負できる最先端の研究開発を推進しています。あなたの未来を生き抜く チカラを育みませんか。

Challenge your future

物質科学科

システムデザイン工学科

未
来
を
生
き
抜
く

チ
カ
ラ
を
育
む

ここに注目！
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■ 理工学部

所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 　氏名）

研究テーマ 研究内容

生命科学科　生命科学コース 教　授　涌井　秀樹
ヒトと病気について研究し
医療に貢献する

人体の正常構造と機能、日本人に多い病気の特徴につい
て、最新の動向を理解した上で、健康維持と病気に関する
テーマで、広く研究を進めています。病気の研究では、特
に血液・腎臓・膠原病を対象とし、新しい診断法の開発と
治療薬の作用機序の研究を行っています。また、ヒトの病
気の成り立ちを理解する上で、進化生物学の視点も重要
であり、ヒトと魚類の解糖系酵素生化学的特性について、
比較研究を行っています。

生命科学科　生命科学コース

教　授　疋田　正喜
教　授　久保田　広志
講　師　藤田　香里
助　教　田村　拓
助　教　本田　晴香

遺伝子制御による病気の
治療法の開発を目指した
研究

様々な病気から身体を守っている免疫系で働いている細
胞群のうち、主にリンパ球の分化や活性化に重要な分子
を発見し、その役割を遺伝子工学や細胞工学の手法を用
いて動物の個体レベルで明らかにしようとしています。ま
た、がん抑制遺伝子である p53 と老化の関係についても
研究しています。さらに、共焦点レーザー顕微鏡などで細
胞内のタンパク質を可視化することで、様々な疾患の原因
となる異常タンパク質の分解機構を明らかにしたいと考え
ています。

生命科学科　生命科学コース 教　授　藤原　憲秀
生命現象を制御する有機
化合物の創成

生命は様々な生体分子間の相互作用により支えられてい
ます。相互作用は生体分子と比較的小さい分子量の物質
（小分子）との間でも起こります。その相互作用を解析する
と、新たな生体分子の機能を発見できる可能性がありま
す。この小分子と生体分子の相互作用による生命現象の
制御の様子を詳しく解析するため、生物活性を持つ天然由
来の小分子を精密に合成する研究や、人工的な改変を加
えた分子を創出する研究を展開しています。

生命科学科　生命科学コース 准教授　秋葉　宇一
ナノバイオ化学操作電極
の創生

ナノサイエンスとナノテクノロジーは、これからの生命・医療
の新たな発展への道を切り拓く可能性を秘めた挑戦的な
科学と技術です。本研究では分子ナノテクノロジーを駆使
して、ナノバイオ電極上にユニークな分子機能インター
フェースを精密に化学構築します。作製したナノバイオ化
学操作電極を用いて、生細胞内をin vivoで電気化学操作
することができれば、新しい生命化学操作技術の開発につ
ながると期待しています。

生命科学科　生命科学コース 准教授　近藤　良彦
生物機能を模倣する分子
の合成とその機能性の解
明

ある分子が他の分子を認識・識別する性質を「分子認識
能」と言います。この分子認識は生体内での様々な有機分
子やイオンの識別だけでなく、産業的にも重要な要素と
なっています。我々は、主に大環状化合物を基本骨格とし
て新規有機分子を合成し、その分子の3次元構造と分子認
識能について研究しています。更に、それらの分子の分子
間相互作用を明らかにし、分子集合体の構造と性質につ
いても研究しています。

生命科学科 生命科学コース
教　授　尾高　雅文
准教授　天辰　禎晃
助　教　桐明　絢

タンパク質の形と働きを知
り、産業に導く研究

タンパク質には、例えばヒトには10万種類が存在すると考
えられ、様々な生命現象で主役を担っています。我々は、
産業用触媒として役立つモノ、環境浄化に役立つモノ、あ
るいは、ナノマテリアル材料となるモノなど、重要なタンパ
ク質を選択し、それらの働き(機能)と形(構造)を分子レベル
で明らかにすることで、科学技術の発展や環境に優しい社
会の実現に貢献する研究を行っています。また、秋田県の
県魚であるハタハタのタンパク質の性質を調べることで、
地域資源の活用、地域貢献を目指して研究しています。

生命科学科 生命科学コース 准教授　松村　洋寿

タンパク質の分子レベルの
解析に基づいた薬の作用
機序解明と異常タンパク質
が原因となる腎疾患の発
症機序解明を目指した研
究

多種多様なタンパク質の働きは生命現象を支えており、異
常なタンパク質が生産されたり、タンパク質が異常な働き
をすると、様々な疾患の原因となります。多くの薬は、タン
パク質をターゲットとして特異的に結合することにより働き
ます。我々は、作用機序が不明である薬のターゲットタン
パク質を探索し、薬との結合を分子レベルで明らかにする
ことで、薬の作用機序や副作用の発症原因を解明したいと
考えています。また、腎疾患の原因となる尿タンパク質の
性質や形を分子レベルで明らかにすることで、腎疾患が発
症する原因を解明したいと考えています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 　氏名）

研究テーマ 研究内容

物質科学科　応用化学コース
教　授　寺境　光俊
講　師　松本　和也

新規熱可塑性エラストマー
の合成

熱可塑性エラストマーとはゴムのような弾力性と熱可塑性
プラスチックの加工性を兼ね備えた材料で、ペンのグリップ
のゴムやサンダルの底などに使われている材料です。
我々は分子レベルから高分子の構造をデザインし、合成し
て機能を測定しています。分岐高分子や自己修復材料な
ど従来にはない新しい材料の開発も行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　寺境　光俊
講　師　松本　和也

生分解性高分子の合成と
生体分野への応用

ポリ乳酸などの生分解性高分子は自然界で加水分解され
ることから、環境に優しい高分子です。我々は生分解性高
分子を生体内で無毒で吸収・分解されることに着目し、生
体内に埋め込み可能な新しい生分解性高分子の開発を
行っています。医学部との共同研究を行っており、材料界
面が血液と接触した時の挙動や分子構造と加水分解特性
について検討しています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　寺境　光俊
講　師　松本　和也

新規希少金属回収剤の開
発

パラジウムや白金、ロジウムは触媒や宝飾品などに用いら
れる希少で価値の高い金属であり、使用済み製品からの
リサイクルが重要です。我々はこれらの希少金属を廃液か
ら回収するための回収剤を分子レベルで設計・合成し、実
用性の高い回収剤の開発を目指し、研究を行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　加藤　純雄
准教授　小笠原　正剛
助　教　齊藤　寛治

環境浄化材料の開発

環境汚染物質、特に自動車から大気中に放出される排ガ
ス中の有害物質を窒素、水などの無害な物質に変換す
る、「排ガス浄化触媒」の開発をしています。浄化触媒には
白金、パラジウムなどの高価なレアメタルが用いられてい
るため、これらの金属の使用量を減らしつつ、従来よりも浄
化性能を高めるための新たな物質、材料の合成を行って
います。

物質科学科　応用化学コース
教　授　加藤　純雄
准教授　小笠原　正剛
助　教　齊藤　寛治

機能性多孔質材料や有機
無機複合体の調製と評価

私達の生活の中では様々な“多孔質材料”が使われており
ますが、一般的な“珪藻土”は1マイクロメートル程度の細
孔を持ち、“ゼオライト”の多くは1ナノメートル以下の細孔
を持っています。秋田県でも採掘されているこれらの天然
多孔質材料のほか、研究室で“新規に調製したメソポーラ
スマテリアル”の機能について評価しています。また、無機
層状化合物と有機化合物から得られる“有機無機複合体”
の“酸塩基触媒活性評価”を行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　加藤　純雄
准教授　小笠原　正剛
助　教　齊藤　寛治

環境浄化・エネルギー製造
プロセスを目指した光触媒
の開発

光触媒は光エネルギーを利用して化学反応を促進するこ
とのできる材料です。太陽光、蛍光灯やLEDといったありふ
れた光源と固体光触媒を用いた有害物質の分解無害化や
水からの水素生成は、環境浄化・クリーンなエネルギー製
造プロセスとして注目を浴びています。当研究室では”層
状構造” を有する光触媒を用いることにより、従来よりも高
活性/高機能な光触媒を調製するユニークな手法を開発す
ることを目指しています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　村上　賢治
助　教　中村　彩乃

天然炭素資源からの水素
製造触媒の開発

水素は酸素と反応させることでエネルギーを取り出すこと
ができます。しかもこの反応では水しか生成しないので、ク
リーンなエネルギーと言うことができます。私たちは未利用
の天然炭素資源である石炭（亜瀝青炭や褐炭）やバイオマ
ス（樹木や稲わらなど）を高温で水蒸気と反応させると水
素が発生することに注目し、水素を低温で効率良く製造す
るための安価な触媒の開発を行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　村上　賢治
助　教　中村　彩乃

温度に応答する吸着剤の
開発

高分子の中には水溶液中で低温では膨張、高温では収縮
するものがあります。この高分子と吸着剤を複合させると、
温度によって吸着挙動が変化する吸着剤を作ることができ
ると期待されます。高分子と吸着剤を複合させる方法の開
発および合成した複合体の吸着挙動の温度依存性の検
討を行っています。
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物質科学科　応用化学コース
教　授　村上　賢治
助　教　中村　彩乃

濁水処理のための新規薬
剤の開発

発展途上国では、生活に利用している水がとても濁ってい
たり、有害な重金属イオンや細菌を含んでいることが問題
とされています。私たちは、有害な金属イオンを除去した
後、濁りの原因となる細かい土の粒子を集め、きれいな水
と分離するための新しい薬剤の開発をしています。この薬
剤は、放射性セシウムを含む濁水や大規模工事（新幹線
用線路の建設など）で発生した汚濁水の処理への応用も
考えています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　村上　賢治
助　教　中村　彩乃

バイオマスから液体燃料を
つくるための触媒開発

二酸化炭素の排出を抑えるために、近年、再生可能な植
物由来の有機性資源（バイオマス）を原料にした燃料が注
目されています。このバイオマスを自動車などの燃料に利
用するためには、液体にする必要がありますが、高温・高
圧条件や貴金属触媒などを利用するためコストがかかって
しまいます。私達は、より温和な条件、かつ低コストでバイ
オマスを液体燃料に変換するための触媒の開発を行って
います。

物質科学科　応用化学コース
教　授　進藤　隆世志
講　師　井上　幸彦
助　教　北林　茂明

金属ナノ粒子と多孔性固
体を統合した高機能触媒
開発

白金、コバルト金属ナノ粒子の大きさを制御できる調製法
と界面活性剤を用いる規則的な反応空間をもつ多孔質固
体の調製法を組み合わせて、環境浄化やエネルギーの有
効活用に役立つ高機能触媒の開発を行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　進藤　隆世志
講　師　井上　幸彦
助　教　北林　茂明

水と高分子から作られるヒ
ドロゲルの研究

ヒドロゲルとは水を取り込んだ高分子からできる複合体
で、身近には寒天、ゼリーなどとして存在しています。近年
このヒドロゲルに新たな性質を持たせた機能性ヒドロゲル
というものが開発されています。この機能性ヒドロゲルをう
まく利用するために、ゲルの作成法と性質の間にある関係
を明らかにすることを目的とした研究をしています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　進藤　隆世志
講　師　井上　幸彦
助　教　北林　茂明

チタニア／マイカ複合化光
触媒の開発

光触媒作用を持つチタニア（TiO2）を疎水性有機化合物へ
の吸着能が期待されるフッ素マイカと複合化させることに
より、環境中の汚染物質の吸着および分解に有効な光触
媒を開発しています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　後藤　猛
助　教　横田　早希

トランスグルタミナーゼを用
いた未知タンパク質の新規
フィッシング法

トランスグルタミナーゼ（TGase）はタンパク質同士を連結さ
せたり、グルタミン残基やリジン残基を修飾したりする反応
を触媒する酵素です。本研究は、このTGaseと既知タンパ
ク質を連結させ、既知タンパク質に相互作用する未知のタ
ンパク質をTGaseの近接依存反応によって特異的に蛍光
標識して検出・探索する新しい手法の開発を行うもので
す。

物質科学科　応用化学コース
教　授　後藤　猛
助　教　横田　早希

生体機能を模倣した分子イ
ンプリント法による標的物
質に特異的な吸着担体の
開発

様々な物質に対して強い親和性を示したり水中でも強力な
接着性を有する等，非常に特異な性質を有するタンパク質
が天然には存在しています。私たちはこのようなタンパク
質の部分構造と無機物質であるシリカ粒子を利用して，標
的物質の鋳型を取ることができる汎用性の高い分子インプ
リント技術を開発しました。これを利用し，希少金属などの
様々な有用物質を高選択的に吸着・分離することができる
担体の開発研究を行っています。

物質科学科　応用化学コース
教　授　後藤　猛
助　教　横田　早希

昆虫細胞におけるバキュロ
ウイルス結合レセプターの
探索

昆虫細胞に特異的に感染するバキュロウイルスは、安全
な遺伝子キャリアーとして昆虫細胞培養による哺乳動物タ
ンパク質の大量生産に利用されています。私たちはこのシ
ステムの改良を目指し、昆虫細胞表面にあるバキュロウイ
ルス結合レセプターの探索を行っています。
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物質科学科　応用化学コース
教　授　後藤　猛
助　教　横田　早希

天然ゴム生合成関連タン
パク質の機能解析

天然ゴムはさまざまな植物から生産されるバイオポリマー
であり、特に熱帯地域で栽培されるパラゴムノキ由来のゴ
ムは優れた物性を示します。私たちはパラゴムノキやイチ
ジクにおいて天然ゴム生合成に関与するタンパク質を微生
物に作らせ、天然ゴムの生合成や物性における役割を研
究しています。

物質科学科　応用化学コース
准教授　大川　浩一
講　師　加藤　貴宏

エネルギー資源のクリーン
化技術の開発

地球環境の保全ならびに有限な資源の高効率利用の観
点から、化石エネルギー資源のクリーン化技術の開発が
望まれています。石炭やオイルサンドなどの重質炭化水素
に含まれる硫黄化合物を酸化反応やイオン液体による抽
出などの技術を駆使して選択的に取り除いたサルファーフ
リークリーン燃料の製造プロセス開発を行っています。

物質科学科　応用化学コース
准教授　大川　浩一
講　師　加藤　貴宏

超音波照射下で生成する
化学反応場を利用した機
能性材料の合成

溶液中に強力な超音波を照射することで、酸化もしくは還
元反応を進行させることができます。超音波照射条件を制
御することで、目的とする反応を選択的に利用します。この
反応を用いて、酸化剤・還元剤の添加を行うことなく、常
温・常圧で高性能なリチウム電池用正極活物質、環境浄
化材料など機能性材料を合成する研究をしています。

物質科学科　応用化学コース
准教授　大川　浩一
講　師　加藤　貴宏

省エネ型エレクトロセラミッ
クス製造プロセスの開発

焼結反応が短時間で完結するナノ微粒子の合成を行って
います。また固体界面反応や有機バインダー分解速度を
制御することにより、コンデンサーや蛍光体、リチウムイオ
ン電池などを少ないエネルギーで製造し得るプロセスの開
発を行っています。

物質科学科　応用化学コース
准教授　大川　浩一
講　師　加藤　貴宏

レアメタルならびに貴金属
の分離回収プロセス開発

E wasteと呼ばれる廃電子基板には多くのレアメタルや貴
金属が使用されています。例えばその中の金の含有量は
鉱石よりも一桁以上高い値となっています。これらを塩化
揮発反応や炭素による還元反応を利用して、短時間で選
択的に分別回収するプロセスの開発と反応装置設計を
行ってます。

物質科学科　応用化学コース 准教授　高橋　博 海洋除染技術の開発

膜分離装置内で各種化学反応を行う新しい技術を考案
し、海洋除染作業で発生する処理液からの廃棄物の分離
と使用した薬剤の再生を目指したシステム開発を行ってい
ます。

物質科学科　応用化学コース 助　教　山下　剛司
四級塩の溶解状態とヒドロ
ゲルの膨潤挙動

水にも油にも親和性を持つ四級塩の水溶液中での溶け方
や温度などの外部刺激の変化による相状態を観察し、四
級塩の構造と相分離との関係性を明らかにします。また、
四級塩と類似の構造を持つ液体を保持したしたまま形状
を維持するヒドロゲルを合成し、水中での添加物の濃度変
化や外部刺激の変化に対する膨潤・収縮挙動を詳細に観
察し、四級塩の溶解状態との関係性を明らかにします。

物質科学科　材料理工学コース 教　授　齋藤　嘉一
ヘテロ構造制御による次世
代型マグネシウム製構造
材料の開発

マグネシウム（Mg）は実用金属中最も軽量で、自動車をは
じめ鉄道・航空輸送機、携帯用機器の筐体の軽量化に有
用であり、低炭素社会や環境保護の推進に適う材料として
注目されています。しかし、さらなる社会的普及と用途拡大
を進めるうえで、強度と延性能について一層の改善が必要
です。本研究は、Mgに対して第２、第３元素の合金添加と
適当な熱処理をもって組織・構造の絶妙な制御を図り、従
来材を圧倒する高性能化を追究しています。
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物質科学科　材料理工学コース 講　師　長谷川　崇
真空とナノテクでつくる強い
磁石

本研究室では、真空成膜装置や微細加工装置を用いた新
しい磁性材料の開発を行っています。材料の結晶構造や
組織などを人工的に制御してやると、通常の材料ではみら
れない性質が現れることがあります。例えば大きさがナノ
メートル台の材料では、高速・大容量ストレージ、光発電の
高効率化、生体適合性の向上、摩擦低減効果など、多種
多様な有用性が報告されています。中でもナノ磁性体は、
電子情報デバイス、バイオ医療材料等の分野での活躍が
期待されています。

物質科学科　材料理工学コース 講　師　肖　英紀
準結晶物質の創製とその
特性評価

物質の中の原子は、多くの場合「結晶」と呼ばれる規則正
しい配列で並んでいます。一方、ガラスのように原子が不
規則に配列した「アモルファス」物質も存在します。「準結
晶」とは、そのどちらでもなく、「5回回転対称性」や、「黄金
比」と呼ばれる無理数に司られた特殊な原子配列をもつ物
質であり、普通の結晶やガラスとは異なる新しい特性が現
れる可能性を秘めています。このような物質を多くの元素
の組み合わせから創製し、その新奇な性質を調べていま
す。

物質科学科　材料理工学コース 講　師　辻内　裕
有機分子の薄膜および半
導体などの分子エレクトロ
ニクス研究

有機分子の優れた機能は、ミクロの世界では、電子移動
や光を吸収して電子を出したり発光したりする、分子レベ
ルでのエレクトロニクス現象として、複雑な生命現象までも
理解できます。これは生物物理学という分野です。この分
野の知見を活かして、有機分子の機能性薄膜の研究、ゲ
ル固体電解質によるバイオセンサの研究、低コスト光電池
および紫外線エネルギー利用技術の関する物質およびシ
ステムの研究を行っています。

物質科学科　材料理工学コース 講　師　河野　直樹
高エネルギー粒子やX線、
ガンマ線を検出するための
蛍光体材料の開発

無機単結晶やガラス、セラミックス、有機無機ハイブリッド
材料を用いた蛍光体材料に関する研究を行っており、その
中でも特に高エネルギー粒子やX線、ガンマ線を検出する
ための蛍光体材料の研究をしています。これらの放射線
は、医療、セキュリティ、石油探索、高エネルギー物理学な
ど様々な分野で用いられおり、それぞれの用途に応じた蛍
光体材料が必要となります。当研究室では、様々な材料の
構造や物性を制御することで、用途に応じた蛍光体材料
の開発を目指しています。

物質科学科　材料理工学コース 教　授　大口　健一
材料に生じる変形の予測
方法に関する研究

材料を安全に使用するには、材料に力が加わったときに、
どのくらいの変形が生じるのかを予め知っておく必要があ
ります。そこで、材料に生じる変形と力の関係を様々な実
験で調べた上で数式化し、その数式をコンピュータシミュ
レーションに応用して実際の製品で生じる変形を正確に予
測するといった研究を行っています。そして、その結果に基
づき、製品の破壊を防止するための方法や寿命を延ばす
ための方法について考察しています。

物質科学科　材料理工学コース 准教授　仁野　章弘
新たな硬質セラミックスの
開発

炭化物および窒化物をベースとした硬質セラミック材料の
開発、および微細組織制御と機械的性質に関する研究を
行っています。

物質科学科　材料理工学コース 助　教　福地　孝平
様々な熱的特性を有する
新機能材料の開発

2種類以上の材料を組み合わせて複合材料にすることで
高性能化することができます。複合材料は作製方法や構
造の違いによって特性が異なるため、実験により材料特性
を調べ、必要な特性を得るための作製方法について検討
しています。例えば、アルミニウムに炭素繊維を含有させ
た軽量で熱伝導性の良い複合材料やパラフィンのような低
温で溶ける材料をプラスチックに含有させた蓄熱性能を有
する複合材料の開発をおこなっています。

物質科学科　材料理工学コース 准教授　福本　倫久
脱炭素社会を実現するた
めの水素エネルギーに関
する研究

脱炭素社会を実現するために必要不可欠なエネルギーで
ある水素を高効率で製造するための電極開発を行ってい
ます。さらに，この製造した水素を貯蔵するために水素吸
蔵合金の開発を行っています。そして，この水素を燃料と
して発電用ガスタービンや航空機用ジェットエンジンに用い
た際の材料特性評価を水素測定ガスセンサーにより解明
する研究を行っています。
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物質科学科　材料理工学コース 准教授　佐藤　芳幸
計算機を用いた材料設計
に関する研究

パソコンを始めとする計算機を用いた分子や原子に関する
ミクロレベルでの特性計算を、分子動力学法や分子軌道
法を用いて行うことにより、新材料の材料設計における指
針として活用することを検討しています。具体的には、材料
界面における金属とガスの化学反応に基づく原子や分子
の移動の仕方を詳細に把握することで、1000℃以上の高
温度域における腐食現象を予測し、腐食メカニズムを明ら
かにして新合金の材料設計を行います。

物質科学科　材料理工学コース 講　師　高橋　弘樹
新規燃料電池および省エ
ネルギー電極材料の開発

持続可能な社会の確立には、環境への負荷が少ないエネ
ルギーシステムの開発や二酸化炭素の削減などがきわめ
て重要です。研究室では、高効率でクリーンな燃料電池に
必要とされる高活性で耐久性に優れる電極触媒の開発
や、素材製造プロセスで重要な省エネルギー型電極材料
の研究を行っています。また、地球温暖化の原因物質と考
えられるCO2の削減に向けて、電気化学を利用した電解
還元処理システムの開発に取り組んでいます。

物質科学科　材料理工学コース 准教授　魯　小葉
高温酸化物超伝導体に関
する研究

①Bi系高温酸化物超伝導テープ材の開発と特性評価に関
する研究、②Bi系高温酸化物超伝導体の生成機構、溶
融・凝固による組織制御に関する研究、③強磁場中での
高温超伝導体の育成などの研究を行っています。

物質科学科　材料理工学コース 准教授　棗　千修

計算材料科学とデータ科
学を融合した金属材料の
スマートシミュレーション技
術の開発

金属材料の組織・構造には様々な物理現象が関与してい
ます。その複雑な物理現象の解明と材料製造プロセス最
適化のために，計算材料科学（材料工学・熱力学・流体力
学・動力学などを組み合わせたマルチフィジックス・シミュ
レーション）とデータ科学（機械学習（AI），データ同化など
による統計学的推定法）を融合した知的で高性能な材料プ
ロセスシミュレーションソフトウェアの研究・開発を行ってい
ます。

物質科学科　材料理工学コース 講　師　後藤　育壮
鋳物の高性能化に関する
研究

高機能部品・複雑形状部品のための鋳物材料や、それら
の製造に適した鋳造プロセスについて研究しています。特
に、熱伝導性・電気伝導性に優れる純アルミニウム部品や
純銅製部品に着目し、それらを鋳造により効率良く製造す
るための技術の確立を目指しています。また、鋳ぐるみ接
合による金属とセラミックスのモジュール化技術や、鋳造
欠陥の発生予測のための鋳造シミュレーション技術に関す
る研究にも取り組んでいます。

物質科学科　材料理工学コース 教　授　林　滋生
天然原料を利用したセラ
ミック環境浄化材料の創製

セラミックス（無機材料）の様々な機能は，物質が本来持っ
ている性質と，作製プロセス（手法）によって構築された構
造・組織の，2つの要因が合わさって発現します。私たち
は，イオン交換機能を持つ天然物質（秋田県産天然ゼオラ
イト）を原料として用い，エネルギー消費の少ない最新のセ
ラミックス作製プロセス技術を用いることで，高性能かつ安
価で大量に使用できる環境浄化用セラミック材料を創製す
るための技術を研究しています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

教　授　小野田　勝
量子波の伝搬における幾
何学的な位相の効果

周期的な構造の中を伝搬する電子や光子などの量子力学
的な粒子の波（量子波）が見せる奇妙な振る舞いについ
て、幾何学的な観点から研究しています。量子力学的な状
態はヒルベルト空間と呼ばれる抽象的な空間における点と
して表すことができるのですが、それらの点同士のつなが
り方の特徴、つまり幾何学的な特徴が物理現象としてどの
ように現れてくるのかに興味を持っています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

教　授　河上　肇
逆問題（特に形状推定逆
問題）と、確率論の応用

例えば、スイカの中がどうなっているか分かっていれば、
叩いた時どんな音がするかは計算で分かります。でも、叩
いた音からスイカの中を推測するのは難しい。前者は順問
題の例で、後者は逆問題の例です。このような逆問題（特
に、未知の形を推測する逆問題）を、数学的に研究してい
ます。そのための数学的ツールとして、確率論と積分を主
に使っています。理論的な事だけで無く、コピューター・シ
ミュレーションもしています。
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数理・電気電子情報学科
数理科学コース

准教授　小林　真人
幾何学（トポロジー）を利用
した物体の形状の把握

1　多様体とよばれる高次元図形の形状を、平面や2次元
球面などに投影したときにできる陰影線の様子から推察す
る理論を研究をしています。気象・天文データなど、多量で
多要素からなるデータがどのように分布しているのかを調
べるのに役立ちそうです。
2　物体の表面がつくる曲面、高層の大気の流れを表す曲
線、物体の輪郭線や、文字、記号で代表される線図形な
ど、実際に目に見えるかたちから、窪みや変曲などの特徴
を調べる新しい方法の研究をしています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

助　教　新屋　良磨
オートマトン・形式言語理
論

形式言語理論は「文字列の集合(言語)」を計算論的・数学
的に厳密に研究する分野です。言語を解析する道具にも
いろいろあり，その中でオートマトンは最も単純かつ強力な
道具の1つです。私の興味は特にオートマトンの代数的・組
合せ論的性質にあり，その周辺で研究を行っています。ま
た，オートマトンを「プログラムの計算量の解析」や「プログ
ラムが正しく動くことの自動証明」に応用する研究も行って
います。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

准教授　菅原　透
酸化物融体の高温物性に
ついての理論的、実験的
研究とそれらの応用

1000℃以上の温度で融けた状態にある酸化物の物性や
反応について、熱量測定や計算熱力学と呼ばれる手法を
用いて研究をしています。またそれらを応用して、地球内
部のマグマの発生の仕組みの解明、高レベル放射性廃棄
物のより安全な処理方法の開発、低環境負荷のガラス製
造プロセスの検討などを行なっています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

准教授　田沼　慶忠 
ユニフォームでない超伝導
体の数理的手法による研
究

超伝導体接合といったユニフォームでない系では、系の対
称性が破れるため、不思議な物理現象や量子効果が起こ
ります。例えば、強く局在した表面状態の形成や奇関数の
周波数を持つ超伝導状態の誘導などが挙げられます。こ
れらを踏まえて、超伝導体接合について数理的手法による
解明を試み、研究に取り組んでいます。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

講　師　中江　康晴
２次元や３次元の柔らかい
幾何学（トポロジー）

ドーナツとコーヒーカップはどちらも穴が１個だから同じ形
である、というような柔らかく図形を変形する方法で図形を
分類する、トポロジーと呼ばれる幾何学の分野の研究をし
ています。特に２次元や３次元の図形に対して、その図形
上に描ける模様（葉層構造）に着目して、その模様が作れ
るか作れないかを調べることで、図形を分類する研究をし
ています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

准教授
Fazekas Szilard Zsolt

オートマトン・離散数学

主に研究している分野の一つにオートマトン理論というも
のがあります。オートマトンとは簡単化されたコンピュータ
の理論模型で、有限のメモリーを持ち、インプットに基づい
て内部状態が変更されます。身の回りにある例としては、
電気のスイッチ、自動販売機のような単純な例から、自動
お客様サポートシステムや自動生産システムのような複雑
な例まであります。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

教　授　山村　明弘
代数系、離散数学と計算
機科学、情報セキュリティ
への応用

代数系（群・半群）に関する決定問題やアルゴリズム問題
に取り組んでいます。離散数学は計算機科学分野に多く
の応用があり、特に、数学的構造の対称性（偏対称性）を
表現する数学的概念である群・半群は数学だけでなく数理
科学全般に多くの応用があります。計算機科学分野では、
離散構造とその（偏）対称性を理解することが、効率的なア
ルゴリズムを構成するための必要な条件であり、その理解
を研究テーマとしています。

数理・電気電子情報学科
数理科学コース

助　教　橋爪　惠
結び目理論・低次元トポロ
ジー

ひもを１本用意しよう。これを適当に絡め、その端点をつな
いでできたものを結び目といいます。このひもは適当に絡
めて良いのだから、出来上がる結び目には様々なものが
ありますね。結び目理論の大きな問題の一つに、「２つの
結び目が与えられたとき、この２つは同じか？異なるか？」
というものがあります。抽象的に感じられますが、タンパク
質やDNAの形状把握や溶けたガラスなどの流体の効率的
なかき混ぜ方の研究など、様々なところで応用されていま
す。
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数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

教　授　熊谷　誠治
もみ殻を原料にした蓄電デ
バイス電極材料の開発

電気・ハイブリッド自動車やスマートフォンなどに多く使用さ
れているリチウムイオン電池やコンデンサなどの蓄電デバ
イスの電極材料を、もみ殻を主原料に製造します。秋田県
で農業廃棄物として多量に排出されるもみ殻は、植物由来
の有機成分の他、土壌由来の無機成分を多く含んでいま
す。その特性を上手に活かして、これまでにない環境適合
性が高く、かつ、高性能な蓄電デバイスの電極材料を開発
します。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授
Kabir Mahmudul

環境浄化技術の開発

東日本大震災後に福島原子力発電所の事故による、いま
問題となっているセシウムの除染を目指しています。我々
が考案した水平式電極動電処理法(FEM-EK)を用いること
で、研究室レベルでセシウムの除染に成功しており、
近々、共同研究企業とともに現地にて除染の実証実験を
計画中です。この手法は、汚染された土壌や沼地に二本
の電極を設置し、太陽光発電などによる電気を用いてセシ
ウムや重金属を陰極へ移動させ、吸着による除染する技
術です。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

助　教　富岡　雅弘
リチウムイオン電池の特性
シミュレーション技術の開
発

電気自動車やスマートフォンの普及に伴い、効率の良いリ
チウムイオン電池の研究開発が進んでます。電池の性能
を評価する主な手法は実機検証であり、多くの試作品が作
られ、特性を評価するために試験しています。それには多
くの時間と費用、労力が必要となり、より効率的な電池の
性能評価手法が求められています。我々はリチウムイオン
電池の新たな評価手法としてシミュレーションによる特性
の予測手法について研究開発しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

講　師　福田　誠
非線形超音波を用いた非
破壊検査についての研究

モノを壊さずに内部の状態を調べる非破壊検査の分野に
おいて超音波が利用されています。従来の超音波法では
見つけられなかったとても小さいき裂や欠陥を検出したい
という要望があり、それが可能とされる非線形超音波に注
目が集まっています。非線形超音波は普通に使われてい
る超音波と比べて非常に小さい音圧であり、これを感度良
く検出するための方法(探触子の開発・信号処理など)につ
いて研究を行っています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

助　教　西平　守正
超音波の発生と伝搬の数
値解析と計測への応用

構造物などの状態を確認する際に、分解や損傷などの影
響を与えない非破壊の検査法として超音波を利用する方
法があります。このような超音波非破壊検査の技術向上
のために、超音波が構造物の中を伝搬する様子や超音波
を発生させる素子について解析を行っています。これらの
数値解析結果に基づいて、超音波非破壊検査の新たな手
法を開発することを目指して研究しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　田中　元志
ヒトの活動による音と生体
情報の解析とその利用

ヒトの活動によって発生する音（足音、生活音、楽器演奏
音など）に着目し、マイクなどを用いてコンピュータに取り込
み、解析する基礎研究と、その知見を用いた歩行者の識
別、家屋内事故などの異常検出、音符認識などに関する
研究を行っています。また、生体情報として脳波（α波、事
象関連電位など）、心電図、視線などを計測し、解析・処理
によって抽出した特徴量を、ヒトの状態や感性などの評価
に利用することを研究しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　室賀　翔
電子機器のノイズ計測と対
策用デバイスの開発

IoTデバイスなどの電子機器は、小型薄型化、多機能化や
低消費電力化が進んでいます。小さなデバイス内で隣り合
う素子や配線間で電磁界が干渉すると、誤作動や性能劣
化が生じる可能性があります。そこで機器内の狭い領域の
電磁ノイズを計測により可視化して、磁性体などの新しい
材料を使って電磁界をコントロールする技術について、試
作や実験、シミュレーションを使って研究しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　佐藤　祐一
光る半導体のナノサイズ結
晶の形成と新しい照明や
画像システムへの応用

半導体はスマートフォンやロボットなどを動かす電子回路
に利用されますが、きれいな光や目に見えない光を出す半
導体もあり、発光ダイオードなどとして利用されています。
この研究では、ナノメートルのサイズの光る半導体の結晶
を、大きな面積のプレートの上に人工的に作ること、そして
将来的には、すごく明るいけどまぶしくない照明や、とても
小さな領域の画像をリアルタイムで高品質に大きな画像と
して表示できる装置などに応用することを考えています。
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数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

教　授　倉林　徹
ミリ波・テラヘルツ波領域
の素子開発と生体物質の
高感度検出への応用

超高周波（ミリ波やテラヘルツ波）の発生とその応用に関
する研究を行っています。テラヘルツ電磁波は、発生と検
出が難しいことから世界中で開発が遅れ、長い間『未踏領
域』と呼ばれてきました。しかし、最近の技術革新によって
テラヘルツ波の利用が可能になり、さまざまな応用が世界
中で開発されつつあります。当研究室ではミリ波やテラヘ
ルツ波帯の電磁波発生・検出技術を用いた、生体物質の
高感度検出など新たな技術革新を目指しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

講　師　淀川　信一
ミリ波・サブミリ波帯の電磁
波伝搬と応用に関する研
究

自動車の衝突防止レーダなどに使われているミリ波から、
今後の発展が予想されるさらに高い周波数のサブミリ波ま
での電磁波の伝搬や応用について電磁界シミュレーション
解析と実験の両面で研究しています。例えばレーダのビー
ムが素早く左右に動かすこと（走査）ができれば、広い範囲
の障害物を検知することができます。私たちは、プラズマ
に磁界をかけることでミリ波のビーム走査を可能にする技
術について研究しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

教　授　齊藤　準
ナノスケール磁気計測シス
テムの開拓とその先端磁
気デバイス評価への応用

ナノテクノロジーの進歩により、磁気センサーや磁気記録
装置の性能が飛躍的に向上しています。磁気デバイスの
性能アップには、磁気的性質をナノメートルサイズで評価・
解析し、研究開発の場にフィードバックすることが重要で
す。本研究室では走査型プローブ顕微鏡を応用して世界
最高水準の空間分解能をもつナノスケール磁気計測シス
テムを開発し、先端磁気デバイスに関して産業界のニーズ
に応える微視的な評価法を提案しています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

教　授　山口　留美子
ネマチック液晶の物性およ
びその応用に関する研究

電卓表示やテレビ、スマートフォンディスプレイに応用され
ているネマチック液晶において、それらの製品化の際に重
要となる液晶分子の配向現象を研究しています。さらに、
ディスプレイ以外への応用として、透明-光散乱状態を電
気的に切り替えることができる電子カーテン、角度によって
光を遮ることができる電子ブラインドへの応用、またそれら
の低電圧駆動化に関する研究を行っています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　河村　希典
液晶をつかった電子制御レ
ンズの開発

液晶材料は、比較的低い電圧により液晶分子の配列状態
や光学的特性（屈折率分布）を容易に変化できる他の光学
材料には見られない特長を持っています。
この優れた光学的特性をもつ液晶を使って、機械的な駆
動部を必要としない全く新しい「液晶プリズム」、「液晶レン
ズ」、またそれを用いた「光学応用システム」の開発を行っ
ています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

教　授　田島　克文
講　師　吉田　征弘

未来を支えるモータの設計
開発

日本で使われる電力の5割以上がモータで消費されている
のを知っていますか？日々の暮らしの快適性や利便性、
産業の発展はモータに支えられています。そのため、高効
率で高性能なモータの開発は将来にわたって欠かすこと
のできないキーテクノロジーになります。このような背景の
もと、本研究室では高効率・高性能モータの設計および解
析技術の開発を行っています。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　三浦　武
助　教　松尾　健史

小形モータの制御法に関
する研究

日常生活で用いる電気製品や電子機器、ディジタル機器
の内部には、「動き」を与えるための制御用のモータが
様々な目に見えない形で組み込まれています。近年では
特に、正確な「動き」を素早く実行することが求められてい
ます。本研究では、その実現のための技術開発に取り組
んでいます。

数理・電気電子情報学科
電気電子工学コース

准教授　三浦　武
秋田県の民俗芸能の数値
解析に関する研究

秋田県は、全国の都道府県の中で最多の国指定の重要
無形民俗文化財を有しています。近年では、民俗芸能の
舞踊の身体動作をセンサを用いて記録できます。本研究
では、記録された動作データの数値解析により、それぞれ
の民俗舞踊の動きの特徴が伝承地の文化とどのような関
連を持っているのかを探っています。
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数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝
VRシミュレータの開発と交
通事故防止技術の研究

世界最先端の超高齢社会を迎えた秋田県を舞台に、高齢
者の交通事故について研究しています。ここでは、バー
チャルリアリティ技術とモーションキャプチャ技術を組み合
わせたVRシミュレータを開発し、仮想空間を実際に高齢者
が歩いたり、自転車や自動車を運転したりする時の行動を
解析して、交通事故発生要因の解明や自動運転技術への
活用を進めています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝
ハイパーサミアによる悪性
腫瘍の治療技術の研究

医学部胸部外科との共同研究として、悪性腫瘍が熱に弱
い性質を利用した副作用の少ない物理的な治療技術であ
る「温熱療法（ハイパーサミア）技術」を研究しています。既
に動物実験では薬剤を併用することで生存率が向上する
ことを実証し、現在、臨床試験に向けた装置の大型化、自
動制御手法を研究しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝
技術職員　齋藤　正親

AR・MR技術を活かした採
血手技訓練用シミュレータ
の開発

医学部保健学科との共同研究として、1/100mmの高い分
解能で計測できるモーションキャプチャ技術を利用し、採血
における指先の細かな動作を計測・解析することで技能を
評価すると共に、自学自習用のAR・MR教材を研究してい
ます。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝 在宅看護支援技術の研究

高齢化が進む本邦は、近い将来、病院で収容可能な患者
数を超過するため、在宅での治療・看護が不可欠となると
予想されています。我々は、訪問看護の先進県である秋
田県を舞台に看護師の在宅での患者業務を支援するICT・
IoTを開発しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝
技術職員　齋藤　正親

ロボットやＡＩを活用した単
身高齢者世帯の見守り支
援技術の研究

秋田県では高齢化が進み高齢者の単身世帯数が増加し
ています。都市部にある病院の医師や首都圏で離れて暮
らす子供世帯が必要に応じてロボット（Pepper）を介して見
守りができたり、３Ｄカメラにより高齢者の日々の行動（服
薬）をチェックして、ADLの変化に気付けるシステムの開発
をめざしています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　水戸部　一孝
THz帯の電磁波を利用した
生体由来物質の可視化技
術

電波と光の間の帯域であるTHz波帯の電磁波により、目で
見ることはできない人のタンパクを可視化して、様々な疾
患に起因するタンパク質の異常を簡便に可視化する技術
を研究しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　藤原　克哉
手指を使った動作の計測
による高齢者の見守り技術
の研究

一人暮らしの高齢者の増加に伴い、気づかないうちに病気
で倒れたりすることがないように日々の変化を察知する見
守る技術が必要性が高まっています。そこで、図や文字を
描く手指を使った細かな動作を計測し解析することで、隠
れ脳梗塞など自分では気付き難い体の変化の発見に繋げ
る技術を研究しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　藤原　克哉
コンピュータシステム・ソフ
トウェアシステムの設計技
術の研究

コンピュータのハードウェアとソフトウェアは、作ってから出
荷する前に、想定通りに動くことをテストして不良品を排除
する必要があります。コンピュータが大規模で複雑になる
とともに、テストコストが製造コストの大部分を占めるように
なりました。そこで、テストが容易になるコンピュータの設計
法を考えて、大規模化しても対応できるように研究を進め
ています。
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数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

講　師　中島　佐和子
音声合成やARによる映画
のバリアフリー化技術

日常生活を営む上でテレビや映画は重要な要素です。し
かし、視覚や聴覚に障害を有する方々が映像や映画を楽
しむための環境は十分に整ってはいません。視覚や聴覚
に障害を有する方々の映画環境の問題点を調査し、課題
を解決するための技術開発を進めています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
助　教　白井　光

UAVデータを用いた環境モ
ニタリング技術の開発

ドローンなどのＵＡＶ（無人航空機）により取得されたデータ
を用いて、環境をモニタリングする技術の開発を行ってい
ます。例えば、湖などの水質状況を把握する場合、採水す
ることが一般的ですが、この場合では水面全体の状況を
把握することは困難となります。このため、対象物の特徴
やUAVデータがもつあいまいさを考慮して、環境をモニタリ
ングし国土の保全を支援する技術の開発を行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
助　教　白井　光

UAVデータを用いた機械学
習による植生個体数の推
定

国連が提唱する持続可能な開発目標(SDGs)にもある通
り、陸上生態系の保護は重要です。生態系の種別判別や
管理は、人手により行われており、人手不足やコストが課
題とされています。このため、UAV(無人航空機)により取得
されたデータを用いて、画像処理と機械学習による自動個
体数推定法の開発を行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
高齢者を対象とするe-ス
ポーツ実施時のヒューマン
センシング

超高齢社会の到来に伴い、高齢者の健康寿命の延伸に
関する取り組みが行われています。その中で、社会との多
様な繋がりを持つことは、高齢者の認知症発症リスクを低
減できることが明らかにされています。このため、高齢者を
対象としてe-スポーツ実施時のヒューマンセンシングを行
い、得られたデータを解析し、e-スポーツが高齢者に対し
てどのような効果があるのかを研究しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
表情認識と発話内容の識
別

私たちは顔情報を用いて他者とのコミュニケーションを図っ
ています。特に、表情は目や口などの様々な部位の動き
が複合し多くの情報を発信しています。また、言葉を発す
る時には口が動くため、発話に伴う口の動きを解析するこ
とにより発話内容の識別が可能になります。このため、人
と人、さらには人とコンピュータとの理解を深めるインタ
フェースを開発するために、表情認識と口の動きに着目し
た発話内容識別について機械学習などを用いて検討を
行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
情報技術を用いた心理・体
調変化，関心度の推定

日常生活において、自分自身や周りの人たちの体調の程
度、心理状態を理解することは質の高い毎日を過ごす上
で重要です。このため、顔に表出される情報や口の動き特
徴、視線、体動などに着目し、画像処理や機械学習、IoTに
より対象者の心理や体調の変化、関心度を検出する技術
の開発を行っています。これらの検出技術は、超高齢社会
において、遠隔地から他者を見守るシステムやコミュニ
ケーションを支援するシステムに利用することができます。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
物流における倉庫内業務
支援とデータ解析

私達の日常生活を支えている基盤の一つとして、物流が
あります。特に過疎化が進む地域では、必要なものをネッ
トなどにより発注し配達してもらう機会が増えるでしょう。こ
のため、物流における倉庫内業務において、ICT（情報通
信技術）による最適なピッキングおよび在庫ロケーションを
支援する手法について検討しています。また、膨大なデー
タ解析により作業効率化を図ること、搬送計画の自動化な
ど物流システムの要素技術について検討を行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
准教授　石沢　千佳子

情景画像を用いた物体の
認識

道路利用者の安全・安心を向上させるためには、目の前
にある情景を撮影した画像・映像から看板や道路標識を
認識し、利用者に提示することが重要です。また、日本語
が苦手な方には、撮影した看板が自動翻訳されるシステ
ムが有効でしょう。しかし、屋外では天候や時間によって明
るさが大きく変化してしまいます。そこで、看板や標識が持
つ色情報や形状情報に着目し、データ取得条件にロバスト
な認識技術の開発を行っています。
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数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
准教授　石沢　千佳子
助　教　白井　光

熱赤外画像を用いた夜間
時の歩行者抽出法の開発
と動作解析

夜間屋外環境下における歩行者の行動パターンを観察
し、検知した歩行者の行動を車両運転手に通知することが
できれば、不慮の事故を軽減することが可能になります。
そこで、熱赤外画像を用いて歩行者を検出するとともに、
動作の状態や程度を推定する手法の開発を行っていま
す。検討している内容は、災害時の人命救助やクマなどの
検出など、地域の課題を解決する要素技術となります。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　景山　陽一
准教授　石沢　千佳子
助　教　白井　光

画像処理と機械学習によ
る対象物の種別判別と品
質推定技術の開発

廃電子基板をリサイクルするとき、基板の種別を判別した
り、その品質を推定したりする作業は、人手により行われ
ています。このため、さまざまな方法でセンシングされた情
報を用いて対象物の特徴を抽出し、得られた特徴を基に
種類や品質を推定する技術の開発を行っています。画像
処理や機械学習を用いたSDGｓに取り組む要素技術にな
ります。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　石沢　千佳子
ヒトの視覚特性を利用した
疑似的画像表示技術の開
発

ヒトの視覚には、異なる色が高速に切り替わって表示され
たときに混ざり合った色を知覚するという特性があります。
この視覚特性を利用し、異なる色の画像を液晶ディスプレ
イ上で切り替えて表示することによって、切り替え表示に用
いた画像とは異なる色の画像を見せる技術の開発を行っ
ています。例えば、切り替え表示によって見えた画像をカメ
ラで撮影しても、実際に見えた画像ではなく、切り替え表示
に用いた画像が写るため、ヒトが知覚した情報を捉えるこ
とができなくなります。このため、盗撮防止などへの応用が
期待できます。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　石沢　千佳子
ユーザ支援のためのPC操
作履歴解析

PC（パソコン）のキーボードやマウスを押した時刻や使用し
たソフトウェアの種類などの履歴を取得・解析し、ユーザの
PC操作をサポートするための技術開発を行っています。例
えば、あるWebサイトを参考にしながら文書を作成したとき
に、出典の記載漏れをユーザに知らせるなど、ユーザの
「うっかりミス」を未然に防止するための手法について検討
しています。また、キーボードを押した回数やスピードなど
を解析することによって、ユーザが順調に作業しているか
どうかを判断する手法についても検討しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　有川　正俊
助　教　髙橋　秋典

モバイルICTサービスと時
空間データ分析による地域
観光振興への貢献

日常的に使われているモバイルデバイスには、GPS受信
機、加速・方位センサー、カメラなどの各種空間センサーが
すでに搭載され、ユーザの振る舞いを時空間行動ログ
データとして記録できます。このログデータを用いて、リア
ルタイムに気の利いたICTサービスを提供したり、ユーザ
行動からデジタル日記生成や健康管理を実現する応用が
考えられます。特に地域観光振興を対象に、新しいモバイ
ルICTサービスの実現および大規模行動ログデータ分析
のフィードバックによる観光サービスの改善手法などの研
究開発を行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　有川　正俊
助　教　髙橋　秋典

世代間コミュニケーション
場の健全化と地域デジタル
アーカイブの持続可能性

ICT社会では時間の進みが速く、人間社会文化は世代交
代が急速に進み、過去の重要な知識と遺産は継承されず
に失われる傾向にあります。デジタルアーカイブは地域の
知を遺すためには有望ですが、高齢世代はICTなどの新し
い文化に馴染めず、一方若い世代は歴史・地理スケール
で地域を学ぶ機会をもてません。そこで、ICTやAIを利活用
し高齢世代と若い世代がWINWINとなるコミュニケーション
場の研究を行っています。高齢世代は知識を遺す活動が
生き甲斐となり、若い世代は地域の知を習得し豊かな地域
未来をイメージできます。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　有川　正俊
助　教　髙橋　秋典

ITに基づく視線解析からの
ヒトの関心度推測

訪日外国人旅行者が増え続けるなか，観光政策に必要な
データ収集技術の重要性が高まっています。中小規模の
観光施設においても，訪問者が観光素材のどんな部分に
興味を持っているかを知ることは，その後の施設の充実化
に影響を与えます。ヒトの興味は，視線の動きを追跡する
ことで評価できることから，視線解析技術を応用して観光
素材に対する関心度を推測・可視化する検討を行っていま
す。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

教　授　有川　正俊
助　教　髙橋　秋典

高精度インドア・ポジショニ
ングを利用したARナビゲー
ション技術

GPSを用いた位置情報サービスは，屋内や地下などの電
波環境が良くない場所ではほとんど利用できません。この
ようなGPSが利用できない場所で高精度の位置情報サー
ビスを提供するため，スマートフォンに備えられている光学
空間センサーやモーションセンサーを用いて自分の位置を
計測して，目標物までの案内をARを用いて示してくれるア
プリの研究開発を行っています。
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教員名
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数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
トラフィックエンジニアリン
グとコストメトリックに注目
したネットワーク最適化

(1)急増するトラフィックをネットワークリソースを有効活用し
て、効率的に収容するトラフィックエンジニアリングと、(2)経
路制御が容易で、QoS(サービス品質)を考慮した経路制御
に適したコストベースの制御に関して、両者のメリットが融
合した経路制御法、その際のコスト決定法、ネットワーク評
価手法、等の研究を行なっています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
スマートデバイスのユーザ
ビリティ向上手法

ネットワーク接続されAI等も連動して機能するスマートデバ
イスが広まってきています。最も身近な例としてはスマート
スピーカーがあります。しかし例えば高齢者の見守り目的
にも使用することを考えると、高齢者がスマートスピーカー
に合わせた話し方、伝え方をする必要があります。この点
を課題と捉え、音声認識等を活用して解決を図ります。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
WEBアプリケーションによる
パーソナライズされたス
マートホーム実現技術

屋内に設置され、ネットワーク経由で外部からもアクセス可
能な家のスマート化につながるデバイスが増えています。
しかし、それらを利用する際、どうしても、その機器を提供
するメーカー等によるサービスに限定され、操作性や”や
れること”も制限されやすいです。本研究では、ユーザにも
比較的変更等しやすいスクリプトベースのWEBインター
フェースを使用し、屋内のデバイスとやり取りし、各個人に
合わせたpersonalizeされた仕組みの提案、構築を目指し
ます。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
助　教　内海　富博

ad hocネットワークの接続
性・ロバスト性評価とネット
ワーク設計手法

IoTエリアネットワークやセンサネットワークなどではネット
ワーク間のリンク接続が必ずしも安定しなかったり、間欠
的であったりします。こうしたネットワークの接続性・ロバス
ト性の評価を、まず、コネクティビティを有する全サブグラフ
を列挙し、次にそのグラフ集合の発生確率を計算すること
で行う研究です。条件を満足する大量のグラフを高速に列
挙するツールを活用することを特徴としています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
助　教　内海　富博

IoT ネットワークシステムと
サービスの構築(1)

IoTネットワークシステムの高齢者等の見守りへの応用シ
ステムを提案し、さらに実際に構築し、動作を実証します。
例えばSNSを用いたリアルタイム通知とオンデマンド通知
を行うシステムをつくります。ローカル環境に相互アクセス
可能な、そしてグローバルにアクセス可能な仕組みを、クラ
ウドや各種APIを活用して構築します。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

准教授　橋本　仁
助　教　内海　富博

IoT ネットワークシステムと
サービスの構築(2)

IoTネットワークシステムの高齢者等の見守りへの応用シ
ステムを提案し、構築、実証します。シンプルな通知・情報
共有機構と異なり、(1)日常的な”健常”であることに注目し
た通知、(2)被見守り者が家の中のどこにいるかをなどを推
測してのセンシング、等を特徴的なフィーチャーとして検討
しています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

助　教　内海　富博
無線センサネットワークを
用いた高齢者の身体活動
量測定技術の開発

高齢者の生活の質（Quality Of Life）を向上させるために
健康寿命を延ばすことが求められています。そこで、健康
状態と要介護状態の中間の状態（フレイル）、特に初期段
階のプレフレイルを早期発見し、リハビリで回復することで
健康寿命を延ばすことが期待されています。プレフレイル
の早期発見には、活動量計など装着型のセンサが用いら
れていますが、装着を嫌がる高齢者も多く、測定が容易で
はありません。そこで人感センサなど非装着型のセンサを
使ったネットワークにより、高齢者に負担をかけずに身体
活動量を測定する技術の研究開発を行っています。

数理・電気電子情報学科
人間情報工学コース

助　教　内海　富博
無線センサネットワークの
省電力化に関する研究

無線通信機能を持つセンサで構成する無線センサネット
ワークは、農業や環境モニタリング、建築物の健全性診断
など多くの分野での応用が期待されています。電池などの
バッテリで駆動するデバイスは、大量に設置した場合に、
電池交換などの負担が大きく、できるだけ長期間動作する
ような省電力化が必要とされています。そのため、電力の
消費効率が良いネットワークの形状やネットワーク設計方
法について検討を行っています。
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システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　村岡　幹夫
航空機複合材の製造技術
と電波吸収ナノ材料の開
発

軽くて丈夫な炭素繊維強化プラスチック（CFRP）は製造に
多数の手順と手間を要するため、高コストになってしまいま
す。本研究では、航空機向けCFRP構造品を圧倒的に低コ
ストで迅速に製造できる方法を確立するため、大手重工・
地域企業と共に電磁場加熱成形法という独自技術を開発
しています。また、電波が飛び交う情報社会の安全安心を
守るため、革新的で高性能な電波吸収ナノ材料「メタルナ
ノコイル」を開発しています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　奥山　栄樹
機械形状や変位などの精
密測定と超精密設計に関
する研究

機械形状が如何に数学的な直線や円に近いか、また、機
械が如何に精密に運動するかをナノメートル単位で測定す
る技術を研究しています。さらに、生産現場の製品の精度
を上げるために、精密に運動するメカニズムを開発してい
ます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　山本　良之
磁性ナノ粒子（磁性流体）
の基礎的性質と医療応用
研究

ナノメートルサイズの直径で磁気を帯びた粒子を液体状に
した磁性流体は工業用途だけでなく近年、医療やバイオ分
野への応用が期待されています。 研究室ではこういった
磁性ナノ粒子材料を合成し、ナノサイズ領域で生じる新し
い性質を調べることと、磁性ナノ粒子でがん治療を行う磁
性流体ハイパーサーミアへの応用に向けてナノ粒子の性
能評価を行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　山口　誠
光散乱を用いた表面構造
の評価・新技術の開発

物質の表面に薄い膜を作ったり、ナノメートルの凹凸を作
るなどの工夫をすることによって、物質に新しい機能を付
与する技術が注目されています。その際に、物質の表面
の構造を原子レベルで評価したり、分析したりする技術が
重要となってきます。そのための手法の一つとして、光と物
質の相互作用によって光が散乱される物理現象を利用し
たラマン散乱分光技術に着目し、それによる表面構造の
評価や新しい技術開発に取り組んでいます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　宮野　泰征
自動車の軽量化実現に向
けた接合技術に関する研
究

自動車に代表される輸送機器の軽量化は環境負荷の低
減を目指す上での重要な課題です。一方、衝突安全性の
追求という観点では輸送機器の高強度化に配慮した材料
選定も不可欠です。このような課題に対し、近年我が国で
は、材料と組み立て技術の革新により産学官連携で取り
組んで行こうという動きがあります。本研究室では、接合研
究の拠点である大阪大学と共同で、新型自動車用鋼板へ
の摩擦攪拌接合技術の適用に向けた研究を実施していま
す。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　宮野　泰征
微生物活動に誘導される
構造材料の腐食現象の可
視化に関する研究

発電プラントや、海洋構造物等の建造物には耐食性や長
寿命が信頼される材料が使われています。しかし、このよ
うな優れた材料が微生物の活動により予期せぬ腐食影響
を受けてしまう事象が存在します。微生物腐食とよばれる
現象です。最近の研究で、微生物と材料（金属）中の欠陥
（結晶粒界、元素偏析）との関連性が疑われるようになって
きました。本研究室では、金属に発生する微生物腐食可視
化し、腐食誘導因子の実証解明に向けた研究を行ってい
ます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

講　師　趙　　旭
原子マイグレーションの抑
制と活用

高密度電子流または応力勾配が駆動力とした原子拡散現
象を対象として、これらが微小電子部品の信頼性問題に
関わる抑制、およびマイクロ・ナノ材料の創製に関わる活
用を研究しています。目に見えない原子の拡散を制御し
て、金属配線・次世代鉛フリーはんだの接合における信頼
性評価および金属ナノワイヤ・ナノコイルなどの微小材料
の創製に取り組んでいます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　田子　真
地熱エネルギー抽出のた
めの地中熱交換器の性能
解析評価

地下の浅い領域の地熱エネルギーは低品位（低温）では
あるものの、どこにでも賦存しています。地熱エネルギーを
取り出すためには、一般的に地中熱交換器を利用します。
地中熱交換器には、U字管方式、同軸型二重管方式、らせ
ん管方式など、いくつかの方式があります。本研究では、こ
れら各種の地中熱交換方式の性能・特性を明らかにする
ために、数値シミュレーションにより検討しています。
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システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　田子　真
二成分系水溶液による氷
層の融解挙動

氷が塩化カルシウム水溶液などに接すると、周囲からの加
熱がなくても自発的に融解が始まります。氷が融解する
と、融解面から融解水が放出され、水溶液中に濃度差が
生じるとともに、融解面では潜熱が吸収され、水溶液と氷
層に温度差が生じます。その結果、水溶液中には、濃度差
と温度差に基づく複雑な二重拡散対流が発生します。本研
究では、このような氷の融解に伴う二重拡散対流の挙動に
ついて、数値シミュレーションにより検討を行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　小松　喜美
相変化を伴う伝熱現象に
関する研究・開発

水の凍結速度や氷の融解速度を制御できるような機器・
方法の開発を目指して、実験やコンピューターシミュレー
ションを用いた研究を行っています。例えば、寒冷地で問
題になっている排水管の凍結を、ヒーターなどの機器を用
いないで防止する方法を開発しています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

講　師　杉山　渉
小型風車による風力エネ
ルギーの有効利用

風は自然エネルギーとして注目され、風力発電に利用され
ています。しかし、風力発電に適しているのは、常に強い
風が吹き、大型の風車を設置出来る広い場所に限られま
す。より多くのエネルギーを得るためには、強い風の吹か
ない場所でエネルギーを得ることも必要です。そのため狭
い土地でも利用可能な小型風車の性能を向上させる工夫
や、得られたエネルギーを有効に利用するための方法に
ついて、実験を中心に研究を行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　古林　敬顕
持続可能な社会に向けた
地域エネルギーシステムの
設計

持続可能な低炭素・脱炭素社会を実現するために、エネル
ギーの上流（資源）から下流（消費）までを対象とする、エ
ネルギーシステムの設計研究に取り組んでいます。秋田
県などの具体的な地域を対象として、地域のエネルギーシ
ステムをシミュレーションすることで、風力発電やバイオマ
スなどの再生可能エネルギーの導入に向けた課題と、そ
の解決に求められる技術開発、政策、設備などを明らかに
します。

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　長縄　明大
ロボティクスとその医療分
野への応用

本研究室では、ロボティクスとその医療分野への応用に関
する研究開発を行っています。ロボティクス分野では、玉
乗りロボットの動きを制御する研究、2.7mmのモータで物体
を動かす駆動装置の開発などを進めています。また、これ
らの技術を医療分野へ応用し、消化管の運動を計測する
ためのカテーテル開発、眼窩を含む欠損部の補てつ物で
あるエピテーゼを瞬きさせる研究、多彩で高度な手術を行
うための多指マジックハンドの開発などを行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　巖見　武裕
医療福祉工学とバイオメカ
ニクス

多チャンネルの電気パルスで筋収縮を制御する医療技術
を機能的電気刺激（以下FES）と呼びます。本研究室では、
ロボット工学の観点から生体をひとつの動作機構としてと
らえ、FESによる麻痺患者の運動再建に必要な研究と機器
開発を医学部と共同で行っています。また、実験的な手法
を用いて実施する事が困難な医療課題に、コンピュー
ター・シミュレーションの技法を用いて取り組んでいます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　佐々木　芳宏
IPネットワークによる油圧
機械の遠隔制御法に関す
る研究

油圧機械は小型で高出力であるため、災害現場での復旧
作業や宇宙、海中、大深度地下等の極限環境での作業に
応用されています。このような、人間が立ち入れない悪環
境では、遠隔操作による作業が効果的です。本研究室で
は、IPネットワークを使った仮想空間による映像伝送技術
や、操作者が操作するジョイスティックへの作業現場の力
を反力として提示することで、操作の安定性向上や操作者
への精神的負担の軽減についての研究を行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

講　師　関　健史
光や機械を用いた医療用
システムの研究開発

内視鏡で撮影された体内の患部の映像を見ながら手術を
行う低侵襲治療は、患者への負担が少ない治療です。し
かし、医師は、内視鏡の映像をもとに感覚や経験のみで、
患部の情報（大きさ、血流、温度など）を判断するしかあり
ません。そこで本研究では、より安全かつ適切な治療が行
うため、患部の様々な情報を取得可能な、光や機械を組
み合わせた医療用システムの研究開発を行っています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 　氏名）

研究テーマ 研究内容

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　三島　望
環境にやさしくユーザーに
とって魅力的な製品設計手
法の研究

しっかりした設計戦略無しに製品を高性能化することは、
ユーザーによってあまり重要でない製品特性を高めるため
に、環境に対する影響が増加する結果を招くこともありま
す。この研究では、製品設計の最も初期の段階で用いられ
る価値工学や、次の段階で用いられる品質工学と呼ばれ
る方法を応用し、ユーザーにとって魅力的で、環境影響の
少ない”環境効率”の良い製品を設計するための指針を得
ようとしています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

教　授　足立　高弘
円すいを水に浸けて回転さ
せることで起る面白い現象
の数々

円すいの頂角を下向きにして水に浸し回転させることで、
水質浄化や繊維の製造あるいは水面を移動するお掃除ロ
ボットなどに応用できる興味深い現象が現れます！

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　髙橋　護
材料表面を強くするダイヤ
モンド皮膜

ダイヤモンドは、高硬度、耐摩耗性、高い熱伝導率等の優
れた性質を持っています。このダイヤモンドを大気中のア
セチレン－酸素の燃焼炎を用いて、切削工具、人工関節、
歯科インプラント用材料の表面へ直接合成して、材料の表
面を強くし耐摩耗性，耐久性を向上させる研究を行ってい
ます。このことにより、製品の寿命を長くすることが可能と
なります。

システムデザイン工学科
機械工学コース

准教授　秋永　剛
Seawater Greenhouseの研
究

水・食糧不足問題の克服を目指し、動植物にとって厳しい
環境である高温乾燥地帯において行えるSeawater
Greenhouseを用いた農法について研究しています。沿岸
部の適当な地域を選択すれば、（ほぼ）無尽蔵である海
水・風・太陽光を基盤とするSeawater Greenhouse農法は、
環境負荷が小さいばかりか、安価で単純な構造なので、ア
フリカ等にまだある裕福ではない地域においても十分導入
可能な農法であると言えます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

講　師　平山　寛
人工衛星および宇宙探査
機の研究

機械工学や軌道力学の観点から、人工衛星や月・惑星探
査機のミッションアイデアを創造し、システムの実現性を研
究します。現在は、宇宙ごみを除去する衛星、衛星の表面
の異常を観察するカメラ装置、月面の溶岩洞窟に降下探
査するロボット、小惑星の岩石サンプル回収装置、および
惑星探査車に関する研究を行っています。

システムデザイン工学科
機械工学コース

講　師　木下　幸則
原子間力顕微鏡を用いた
ナノ表面イメージング

原子間力顕微鏡は、鋭い探針と物質表面間に働く力を捉
えることで、表面の凹凸や電気的、磁気的、機械的な性質
をマッピングする顕微鏡です。大気中や溶液中など日常的
な環境に置かれた表面でも観察可能で、原子が見えるほ
どの高い空間分解能を持ちます。また、探針で表面構造を
動かし、人為的なナノ構造の作製も可能です。この顕微鏡
を用いて、年々微細化が進む電子・磁気デバイスの動作
評価や、表面で起きる新規な物理現象の探索を行ってい
ます。

システムデザイン工学科
機械工学コース

助　教　佐々木　英一
水や空気の流れに潜む秩
序

わたしたちの身の回りで見つけることができる水や空気の
流れは乱流と呼ばれる不規則で複雑な運動をしています。
乱流には、例えば、コーヒーにミルクを早く溶かすという、
混合を促進する喜ばしい効果と、投げたボールの球速が
落ちるという、抵抗が増加する避けたい効果があります。
工学的に重要な性質がどのような流れの運動によってもた
らされているか、興味を持っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

教　授　後藤　文彦
木質構造や折り紙構造な
ど各種構造物の研究

自然環境を守りながら、森林資源を有効活用するため、軽
くて加工しやすい木材の特性を活かした木橋など、木質構
造についての研究を行っています。また、折り紙構造やハ
ニカム構造などの様々な構造物の性質をシミュレーション
や3Dプリンタを用いて解析し、土木構造物に応用するため
の研究を行っています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 　氏名）

研究テーマ 研究内容

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

助　教　青木　由香利
サスティナブルな建設部材
の開発研究及び構造解析

サスティナブルとは「持続可能」という意味で、本研究では
建物を持続可能にするだけでなく、建設段階やメンテナン
スなど多くのポイントで環境問題を考慮できる建設材料の
開発を試みています。今提案している新しい材料は鉄と木
を組み合わたハイブリッド構造で、強く・軽く、そして環境に
も優しい材料を目指し、様々なモデルや建物を解析する研
究を行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　渡邉　一也
津波避難シェルターを使用
した避難に関する研究

従来の高所避難のみに注目した避難だけでなく、浮体式
津波避難シェルターと併用したハイブリッドな避難手法に
ついて検討しています。秋田県は低平地が多いので大規
模な津波が来た場合には避難する時間があまりありませ
ん。その中で命を助けるための研究をしています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　渡邉　一也
河口部における地形変化
と入退潮に関する研究

秋田県には一級河川が3本あり、河川によって特徴があり
ます。特に砂州の伸長が顕著である米代川では地形の影
響を大きく受けます。現地観測やデータ解析、数値解析か
ら河口水理特性についての検討を行っています。その結
果、河口幅は、最大で約20m以上の拡大、閉塞する場合に
は最大で約10m程度となることが分かりました。地域の河
川に関しての研究をしています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　渡邉　一也 水災害による被害調査

津波や洪水などの自然災害はいつ起きるか分かりませ
ん。しかし、そういった中で、被害の状況について調査し、
また、それを今後の防災に役立てることは非常に重要で
す。被害拡大に繋がる要因について、観測・解析の両面か
らの研究を行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　渡邉　一也
津波の河川遡上に関する
研究

河川を遡上した歴史津波の数値計算から過去の津波にお
いても高水位維持現象が見られました。津波周期は流入
量と流出量に対して相関が見られない一方で、入射波高
に対して流入量と流出量は明瞭な増加傾向がありました。
過去の津波の状況を知ることは、今後の防災計画を立て
る上で重要な研究です。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　渡邉　一也
波浪データを使用した海上
風の予測に関する研究

時間分解能の高い波高・周期データの観測が可能なHF
レーダを使用した海上風の推定を行う手法について検討
を行っています。従来行われていた手法の係数の決定方
法についても新しい係数の決定法について検討していま
す。海上の風の状況について知る研究を行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

助　教　平川　知明
水面波と浮体の相互作用
に関する研究

海洋開発において重要となる、水面波と浮体の相互作用
を高精度で数値計算する方法を開発しています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

助　教　平川　知明
第三世代海洋波モデルを
用いた海洋波に関する研
究

第三世代海洋波モデルを用いて、日本沿岸の波浪特性に
ついて調べています。
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名 　氏名）

研究テーマ 研究内容

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　荻野　俊寛
データサイエンスを応用し
た土の性質や地盤の状態
の推定に関する研究

人工知能や統計モデリングによって降雨量や土質データ
などのビッグデータを解析し，広範囲の地盤内部の性質の
予測や土砂災害の発生予測などを行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

助　教　田口　岳志
固化・破砕を伴う泥炭セメ
ント安定処理土の動的強
度･変形特性に関する研究

国土が狭い日本は、急な傾斜のある危険な場所や、軟弱
な柔らかい地盤の上に居住施設を建設することが多々必
要となります。秋田県では「泥炭（でいたん）」という腐食し
た植物から作られた土が沢山存在しており、とても柔らかく
て、そのままでは構造物の重圧には耐えられません。そこ
で本研究では、泥炭をセメントで固めて、構造物を載せて
も大丈夫な強い地盤を作り上げる研究を行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

教　授　浜岡　秀勝
社会問題を解決する新た
な道路交通システム

自動車は地方都市ではなくてはならないものですが、その
利用が増えると交通事故・交通渋滞など多くの問題が生じ
ています。こうした社会問題を解決するために、自動車1台
1台の移動経路や走行速度を高精度で記録できるプロー
ブデータを利用した交通流解析や、ラウンドアバウト・二段
階横断・プロビーム照明など新たな交通施設の導入可能
性に関する研究を行っています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

准教授　日野　智
高齢者が安全・安心に暮ら
せる社会のための都市・交
通

秋田県は高齢化が進んでいますが、高齢者にとって暮らし
やすい環境ではないと考えられます。そのため、高齢者が
生活に安心を感じられるような、充実感や満足感を感じら
れる生活を送ることができるような都市を研究しています。
また、生活の様々な活動をする上では交通による移動が
必要不可欠ですが、現在の公共交通に不便さや不安を感
じる人は少なくありません。そのため、高齢者も利用しやす
い公共交通についても研究しています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

教　授　徳重　英信
コンクリートの耐久性と環
境調和性能の向上

積雪寒冷地にさらされるコンクリートの劣化メカニズムやそ
れを基にした耐久性の向上に関する研究、石炭灰フライ
アッシュやもみ殻灰などのポゾラン材料といわれるものを
材料の一部に用いたコンクリートの性能改善などを行なっ
ています。さらに、ゼオライトを用いた保水性能や物質吸
着性能を有したポーラスコンクリートの機能と耐久性に関
する研究や、サンゴ育成基盤なども対象とした環境調和型
コンクリートの研究開発を行なっています。

システムデザイン工学科
土木環境工学コース

助　教　網田　和宏
酸性雨が森林環境に与え
る影響に関する研究

酸性雨には，人間活動に由来する窒素分が含まれていま
す．これらの窒素が，長期に渡って森林に供給され続ける
と，いずれ森林は「窒素飽和」の状態になり衰退することが
知られています．そこで，森林域の河川や渓流水に含まれ
る窒素を調査・分析することで，森林が現在，どのような状
態にあるのかについて研究しています．
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

地方創生センター
地域協働・防災部門

教　授　水田　敏彦
都市の地震防災・減災に関
する研究

地震災害から人や街を守るための研究をおこなっています。研
究の主な内容は、過去に発生した地震の被害に関する文献調
査、地震による地面の揺れ方の観測（地震や常時微動の観
測）、これら調査・観測を基にした、地震防災・減災のための都
市の地震被害想定をおこなっています。また、得られた成果を
地域社会へ還元する防災教育教材の開発もおこなっています。

地方創生センター
地域産業研究部門

准教授　丹野　剛紀 テラヘルツ分光の応用開拓

固体の中の分子はずっと振動しています。振動のはやさ（振動
数）は分子の種類によっても違うし，その分子のとなりの分子の
種類や向きによっても変化します。いろいろある分子の振動の
なかで，もっともおそいタイプの振動は，１秒間に数兆回程度の
振動数です。これをテラヘルツ振動といいます。テラヘルツ振動
は隣の分子の影響をとても受けやすい。今は，このことを利用し
て何か新しい技術を生み出そうと，世界中で競争しています。

所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

分子医学部門 准教授　小代田　宗一
細胞を覆う糖鎖の生理的役
割と調節機構の解明

体を構成する一つ一つの細胞は全て糖鎖で覆われています。
細胞から放出されるタンパク質もそのほとんどは糖鎖付加され
た糖タンパク質です。近年、糖鎖の付加やその構造が、ウィル
スや細菌の感染、免疫細胞による異常細胞の認識、がん細胞
の浸潤や転移など、様々な疾病に関わることがわかってきまし
た。糖鎖の生理的役割や調節機構を明らかにし、新しい医薬品
開発の標的を見つけることを目指しています。

動物実験部門 准教授　関　信輔
メダカ生殖幹細胞の凍結と代
理親への移植による絶滅危
惧種の復元

日本や東南アジアの各河川に生息している野生メダカは絶滅危
惧種に指定されている。受精卵の凍結保存が望まれるが、巨大
であるため凍結保存の成功例はない。そこで、精子や卵子の先
祖にあたるサイズの小さな生殖幹細胞(具体的には精原細胞)を
凍結保存し、代理親に移植をすることで精子・卵子へ分化させ
ることに成功した。野生メダカが絶滅しても、凍結精原細胞から
メダカを復活させることが可能になった。

所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

評価・ＩＲセンター 助　教　細川　慎二
学習成果の予測モデル構築
に関する研究

大学で学ぶ学生の能力が，社会でどのように生かされているの
かを予測するモデル構築の研究をしています．学生は，総合型
選抜や個別学力試験等の入試を受験して入学し，入学後には
教養基礎科目や専門科目を学びます．これまでに入学・卒業し
た多くの学生の入試や，入学後の成績データを人工知能で解
析し，社会で必要とされる能力の予測モデルを構築し，入試や
教育課程の改善につなげるための研究をしています．

■ 評価・IRセンター

各センターの研究内容

■ 地方創生センター

■ バイオサイエンス教育・研究サポートセンター
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

電動化システム共同研究センター 特別教授　渋谷　嗣
電動化航空機システムの効
率性評価

航空機は空力を考慮した機体構造，エンジンによる推進，客室
空調そして飛行のための制御系を上手く組み合わせて作られて
いる。このような航空機の設計は，機械工学の構造力学，流体
力学，熱力学および制御工学で学ぶ理論が必要である。この研
究では，これらの理論とコンピューター解析を組み合わせて，環
境負荷の小さい電動化航空機を設計するために，いろいろな飛
行形態と統合した航空機システムの効率性を調べる研究を行っ
ている。

電動化システム共同研究センター 特任教授　沓澤　圭一
小型軽量電動化システムの
研究開発

地球温暖化対策として航空機から排出される二酸化炭素の低
減を図るために、航空機の電動化システムの研究開発を推進
する。具体的には、「電動化システム共同研究センター」を中核
拠点として、モーターの性能評価試験、モーターで駆動する装
置の耐久試験、グリッド（送電線）を使用したシステム試験など
の各種評価設備を整備し、「新世代モーターの研究開発」、「新
世代モーターの応用機器開発」、「新世代モーターのシステム設
計・周辺技術の研究開発」などについて企業と共同で実施して
いく。

電動化システム共同研究センター 特任助教　半田　修士
モータの開発および特性評
価

航空機電動化に際して、超高速で駆動するモータが必要とされ
ている。また、国内において消費される電力で最も多いのは
モータに関する電力である。そのため、高効率なモータが開発
できれば環境に対する負荷を減らすことができる。本研究では
より高速で回転でき、かつ高効率なモータを設計することとモー
タの特性を評価することで、高回転・高効率なモータの開発を目
標としている。

電動化システム共同研究センター 特任助教　安部　勇輔
電動航空機向け電力グリッド
に関する研究

低炭素社会の実現に向けた動きが加速し，航空機の分野にお
いても，二酸化炭素の排出が少ない電気を使ったモーターで駆
動する電動航空機の研究開発が進められている。機内で電気
を使うためには電力グリッド（電気の通り道）をどのように構成
し，いかに効率よく電気を送電するかが重要となる。このような
背景から電動航空機に向く電力グリッドに関する研究に取り組
んでいる。

所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

高齢者医療先端研究センター 教　授　大田　秀隆
高齢者認知症・フレイルの疫
学、予防、治療に関する研究

少子高齢化社会の到来とともに高齢者の認知症やフレイルの
方も増えてきています。高齢者は様々な課題を抱えていること
が多く、それらに関する研究が急速に世界で進んでいます。現
在、認知症やフレイルに対する治療法は存在せず、その対応も
不十分であることが分かっています。そこで私たちの研究室で
は、医学のみならず、高齢者に関する様々な学問分野を横断的
に活用しながら、老年学を中心とした研究を進めています。

高齢者医療先端研究センター 特任助教　小玉　鮎人

認知症やフレイルにおける疫
学、介入方法に関する研究。
高齢者における睡眠や日中
の活動量に着目した生活リズ
ムに関する研究。

在宅で過ごしている元気な高齢者から施設に入所している高齢
者まで幅広く調査することで、認知症の疑いから重度まで様々
な症状や課題について研究しています。また、要介護状態の前
段階とされるフレイル高齢者に対して、どのような介入方法が有
効であるのか追求しています。

■ 電動化システム共同研究センター

■ 高齢者医療先端研究センター
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所属
（学科・コース・講座等）

教員名
（職名・氏名）

研究テーマ 研究内容

高等教育グローバルセンター 准教授　濱田　陽
リスニング力向上・発音向上
のためのシャドーイング研究

聞いた音をそのまま再生するというシャドーイングについて、
様々な角度から研究しています。どんな学習者に効果的なの
か、なぜ効果的なのか、さらに、どうすればもっと効果的になる
のかを理論的に解き明かし、実践的に証明するという研究で
す。これまではリスニング力への効果と方法について研究して
きましたが、現在は発音への影響についても研究を行っていま
す。

高等教育グローバルセンター 講　師　Ben Grafström
文学、英語で俳句を句作、時
間学、教育法、比較文学、異
文化コミュニケーション

中世文学・文芸には、御伽草子、和歌、随筆、 軍記物、説話な
ど様々なジャンルがありますが、それぞれに固有の定義や歴史
的変遷があります。一つのジャンルとして、幸若舞（こうわかま
い）があります。幸若舞は、中世の後期から江戸時代の初期ま
では語り物の話ですが、江戸時代の初期には読み物になりまし
た。内容は殆ど平治物語、平家物語、曽我物語、義経記などに
基づいており、室町時代の乱雑的な社会的な背景を何らかの
形で反映しています。幸若舞に反映する室町時代の仏教の動
向、民俗の生活、時間管理などについて研究し、分析をしてい
ます。

高等教育グローバルセンター 講　師　吉沢　文武
死と生の意味と価値をめぐる
哲学・倫理学

死は恐ろしく、できれば避けたい悪いことだというのが普通の考
え方です。しかし、死が悪いことだとして、それがなぜなのかを
説明するのは、じつは容易ではありません。生や死、善や悪な
どの言葉の意味を明確にして、論理の力で一歩ずつ考えて説
明を試みるのが、哲学・倫理学のアプローチです。そこからさら
に、動物にとっては？　科学技術との関わりは？　人類全体の
絶滅は？　と問いを広げて、応用的な研究にも取り組んでいま
す。

高等教育グローバルセンター 准教授　市嶋　典子
シリア出身の日本語学習者
の学習環境とアイデンティティ
形成過程の動態について

現在、世界の137の地域で日本語教育が行われています。この
中には、決して数は多くはありませんが、現在も紛争状況にあ
る国々も含まれています。中でもシリアには、紛争渦中において
も、日本語を学び続ける学習者が存在しています。また、シリア
を離れ、難民として外国で生活しながら、日本語を学び続ける
学習者もいます。このような学習者に聞き取り調査を行い、彼／
彼女らがどのような環境で日本語を学んでいるのか、いかなる
アイデンティティを形成しているのかを考察し、人がことばを学
ぶことの意味を探求しています。

高等教育グローバルセンター 助　教　浜田 典子
中上級日本語学習者の仲介
行動の特徴

私達は予測不可能な時代を生きています。この時代を生き抜く
には、背景の異なる人と協働しながら、アイディアを創出していく
ことが必要です。そのためには様々な調整を行いながら話し合
いをすすめる対話力が必要です。
意見の衝突が起きた場合やコミュニケーション上の問題が起き
た時、私達はどのように調整していくのか、どうすればそういっ
た調整力を育むことができるのかについて、主に日本語学習者
を対象に検討しています。

高等教育グローバルセンター 助　教　袁　暁犇
主に日本語と中国語を対象
にして、語の形成の仕方を研
究しています。

日本語の中で、「動詞連用形＋動詞形」の形で作られている「複
合動詞」があります。しかし、任意の２つの動詞を組み合わせる
だけで、複合動詞が自由に作れません。たとえば、「お皿の汚
れを洗い落とす」という文は普通に言えるが、「洗い落ちる」は言
えません。
また、「言い残す」は「言うことを残す」を表しており、「投げ入れ
る」は「投げることで入れる」を表しており、「思い至る」は「思い
が、そこに至る」を表しています。同じく２つの動詞を並べても、
意味解釈が全く異なります。
現在は、人がどのように複合動詞を理解して、作っているのかと
いう問題に取り組んでいます。

■ 高等教育グローバルセンター
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